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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。







本作品は縦書きでレイアウトされています。







また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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オメガ転生～ 王子さま俳優の溺愛～
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　雨の中を走っていた。どこまでも、どこまでも走っていた。

　頰ほおに雨粒が当たり、アスファルトにしぶきが跳ねる。

　早く会わなければと焦っていた。一分一秒を争う事態だ。息が切れて、足がもつれる。湾岸の倉庫街は雨にふりこめられ、どこまでも薄暗い。

　顔を手のひらで拭ぬぐい、彼はなおも走った。

　関せき岡おか達たつ也や。三十八歳。

　頭のてっぺんから足の先まで濡ぬれそぼり、革のジャケットが肩へ重くのしかかる。靴の中には水が溜たまっていて、着地するたびにぐちゃぐちゃと水を踏む感覚があった。

　右を見て、左を見る。

　どこまでも同じ形の倉庫が続くばかりだ。大きな鉄の扉はぴったりと閉じられ、篠しの突つく雨の中でも錆さびているのがわかる。廃倉庫地帯だった。

　早く行かなければ、と達也はいっそうの焦燥感に駆られていく。

　走って、走って、走る。しかし、いつまで経っても、目的地には着かない。

　早くしなければ。追いつかれる。間に合わない。

　何度も、そう思う。足がもつれて、水たまりの中を転がり、泥水が顔も髪も汚した。それもまたすぐに雨が洗い流していく。

　汗も涙も同じだった。すべて一緒くたになり、ひとつ残らず、雨に濡れて消える。

　達也はまた立ちあがった。




　会わなければ、ならない。

　強く感じる一方で、頭の中には、疑問が常在している。




　相手はいったい、だれだっただろうか。
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　窓から吹き込む初夏の風が、真ま澄すみの色白な頰を撫なでていく。

　夢はいつもリアルだ。目が覚めた瞬間は、自分が雨に濡れていないことを不思議に思う。

　真澄が立っているのは稽けい古こ場の廊下の突き当たり。自動販売機が並んだ一画だった。

　昔は喫煙所として使われていたのだろう場所に、合皮の長なが椅い子すが申し訳程度に残されている。

　そこへは座らず、窓辺に立った真澄は、夕暮れの空を眺めていた。

　ふと、長いまつげを伏せた。猫っ毛のやわらかな髪に指先をもぐらせ、わしゃわしゃとかき混ぜる。

　子どもの頃から、ときおり見てきた不思議な夢だ。現実とは違い、真澄は、ごつい身体からだつきにいかつい顔をした中年の男で、しかも『ヤクザ』だった。自分で、アウトローな極道者だと認識している。

　夢の中にいるときは、すべてが疑いようもないほどリアルなのだが、目が覚めると途端に真実味が失われてしまう。夢の中で起こったことだから当然なのだが、それだけでは済まない部分もある。

　雨の中、だれかを探して駆けずり回る『関岡達也』という男は『真澄自身』だ。たとえ話や比ひ喩ゆではなく、真澄は現実的に達也の記憶を持っている。

　自分の中に残った記憶が、テレビか映画の影響だと思っていた頃もある。しかし、年齢を重ねていくほどに確信は強まった。知識が記憶を呼び起こし、記憶によって知識を得ていることもあったからだ。

　つまり、だれにも教えられていないことを、真澄は初めから知っていた。ヤクザだった達也の知識は大きく偏っていて、勉学の部分で役に立つことはなかったが、格闘技や世渡りの部分では本領を発揮した。狡こう猾かつであくどいヤクザのやり方だ。

　真澄の中には、夢を見ていないときでも『もうひとつの記憶』がある。真澄は達也で、達也は真澄で、『達也の中の善人部分』だけで生きているのが真澄だとも言える。

　あるいは、中年の男が、二十代の男のふりをしているのだ。

「高たか石いしくん、藤ふじ田たＰピーがお呼びだよ！」　

　背中に声がかかり、ぼんやりしていた真澄は小さく飛びあがった。心臓がバクバクと音を立て、肌にしっとりと汗がにじむ。　

「どうしたの？」

　相手は、次回公演の若いスタッフだった。二十代半ばで、真澄とは同年代だ。

　心配そうな表情を向けられ、真澄は汗ばんだ手をぐっと握り込んで答える。

「なんでもないです」

　にこりと笑い、屈託のなさをアピールした。

　十八歳で端役デビューをしてから八年。二十六歳になった真澄は、経歴のほとんどをゲームや漫画・小説の舞台化俳優として過ごしてきた。いわゆる２・５次元俳優だ。その業界では名が知れ、俳優名で追いかけてくれるファンもいる。

　その甲か斐いあって、今回の舞台に大抜擢されたのだ。有名な演出家が手がける文芸大作ミュージカルのダブル主演で、ふたりいる主人公の片方が真澄の役だった。

「藤田さんはどちらに……」

　真澄が尋ねると、スタッフはどこか驚いたように目を見開いた。

「あ、あぁ。台本の読み合わせをしたミーティングルームだよ。……高石くんって、本当にきれいな目をしてるよね」

　見み惚とれた表情でしみじみと口にする相手を、真澄は軽快な声で笑い飛ばす。とっとっと駆け寄り、相手の肩へ、拳こぶしを軽くぶつけた。

「なに、恥ずかしいことを言ってんスか。ミーティングルームですよね？」

「あ、あの、ごめんね。セクハラじゃないからね」

「わかってます、って。褒められるの、大好きですから！」

　じゃあ、と明るく言って、すれ違う。

　真澄の持ち味は、一六八センチの華きゃ奢しゃな身体を活かした軽快なアクションと、中性的で線の細い、あっさりとした顔立ちだ。

　ふわふわと揺れる髪はアッシュブラウンで、北国生まれの肌は抜けるように白い。そして、鳶とび色いろの瞳ひとみと長いまつげが愁いを帯びている。

　一方、骨格は男そのものだった。性格にもギャップがある。

　見た目ほど繊細でないのはもちろんのこと、飄ひょう々ひょうとしているように見られがちだが、出世欲は強い。『２・５次元の王子さま』と呼ばれているのも嬉うれしいが、先のことを考えれば、そろそろステップアップが必要だった。

　テレビでも映画でもなく、舞台俳優として生き残りたい真澄にとって、今回の舞台は今後のキャリアを賭かけた大一番だ。

　下の階にあるミーティングルームのドアを叩たたくと、藤田の野太い声が聞こえた。そろりとドアを開き、中を覗のぞき込む。

　長方形に並べられた長机の向こうに、男がふたり立っていた。

「あ、お話し中でしたか」

　真澄が身を引くと、藤田の豪快な笑い声に呼び止められた。

「平気、平気。三人で話したかったんだ」

　手招きされて、真澄は素直に従う。

　藤田武たけ志しは演劇業界きっての敏腕プロデューサーだ。どこもかしこも大きな身体をしていて、特徴的なのは丸く張り出した腹だ。それをぽんと叩くのが癖だった。

「こっちにおいで」

　太い指でちょいちょいと呼び寄せられ、小走りに近づいた。広い部屋だ。壁沿いをぐるっと回る。

「おつかれさまです」

　もうひとりの男と目が合い、真澄はあごを突き出すように会釈をした。

「おつかれさま、高石くん」

　返ってきた声は、男の真澄が聞いても震えがくるほど甘い。思わずポカンとしてしまい、藤田に笑われる。

「もう、そろそろ慣れような」

「……稽古中は平気なんですけど」

　藤田に対して肩をすくめた真澄は、美声の持ち主に改めて視線を向けた。

　ダブル主演のもうひとり。彼が、花はな島しま智ち紘ひろだ。

　新進気鋭の正統派ミュージカル俳優で、飛び抜けた美声と端麗な容姿を持ち、カリスマ的人気を誇っている。真澄よりも二歳年下だが、子役デビューのキャリアは長い。年齢以上の風格を持っていて、巷ちまたでは『王さま王子』と呼ばれている。つまり、キングでプリンス。それが花島だった。

　大御所俳優でさえも気後れしてしまうと言われるほど整った顔立ちに、にこりと優しげな微笑ほほえみが浮かぶ。亜麻色の髪はうなじに沿うぐらいに長く、頰は引き締まり、鼻筋がすっと通っている。切れ長の目は高慢と気高さのほどよい中間にあって、瞳の色は光の加減で碧みどりがかって見える神秘的な茶色だ。

　一八〇センチを超えている花島を見上げ、真澄は乾いた笑みで小首を傾かしげた。

　それが彼に対してできる、せいぜいのことだ。長く見ているとコンプレックスを刺激されてしまう。だから、すぐに視線をそらして、藤田を見た。

「お話があると聞いたのですが……」

「そうそう。花島くんから、面白い提案があって」

　立ったままの藤田が丸い腹をぽんっと叩き、太い眉まゆを跳ねあげる。ついでに、ただでさえ大きな目をいっそう見開いた。

「話題作りのために、しばらく一緒に暮らしてよ」

「え？　藤田さんとですか？」

　飛び出たような藤田の目がこぼれ落ちそうだと思って見ていた真澄は、眉根を曇らせ、じりっとあとずさる。その背中を、ふたりのあいだに立った花島の手が押しとどめた。答えたのは、あきれ顔の藤田だ。

「どうして、俺なんだよ。話題になるどころか、悪評が流れるだろ。……花島くんと、だ。彼の提案でね」

　当たり前のように口にした藤田に対して、真澄は心底から驚いた。思わず花島へ向けて真顔になる。

　口も開けずにいると、斜め前に立っていた花島が小首を傾げた。

　やはり、穏やかに微笑む。その表情は、自信に満ちたキングの落ち着きを見せながらも、どこか爽さわやかなプリンスの若々しさを兼ね備えている。

　格好がつきすぎていて、真澄の胃の奥がきゅっと痛んだ。

「ふたりは『恋人同士』になるわけだし。話題性バッチリ！」

　微妙な空気感をまったく読まない藤田が声を張りあげる。

　真澄と花島がダブル主演を務める『サンドリヨンの鐘が鳴る』は、惹ひかれあう男ふたりの話だ。その役作りのため、２・５次元俳優と若手ナンバーワン俳優が一緒に暮らせば、ファンの大半は面白がって喜ぶに違いない。

　これが自分のことでなければ、真澄も大賛成のプランだ。

　しかし、容易に飛びつける話ではなかった。

「ふ、藤田さん！」

　ヘラヘラ笑う藤田に食ってかかろうとしたところを、花島に阻まれる。腕を摑つかんで引き止められた。

「俺のマンション、部屋が余ってるから」

「そういう問題じゃない」

　資産家の息子でもある花島をキッと睨にらみつけ、摑まれた腕を引き戻す。プロデューサーとケンカせずに済んだのは大助かりだが、才能豊かな花島に対して真澄は素直になれない。

　それに気づいているはずの藤田が笑った。

「同どう棲せいぐらい問題ないだろ。たとえ、おふたりさんが真性のゲイだったとして、そんな見境なくは……なぁ……」

　笑っている藤田の口調は軽い。『同居』じゃないのかと、真澄がツッコミを入れる前に続けた。

「高石くん、オメガじゃないだろ？　公称はベータだよな。もしかして、本当は……」

「ベータです」

　ぐっとあごを引いて答える。しかし、真澄の主張とは裏腹に、藤田の指摘は正しかった。

　公称はベータだが、本当の『第二の性』はオメガだ。『第二の性』には、アルファ・ベータ・オメガの三種類があり、ベータは『第一の性の特徴のみ』を持つ男女のことをいう。

　アルファは男女問わずに精巣に似た器官を持ち、反対に、オメガは男女問わずに子宮と卵巣に似た器官が発達している。女性ベータと違う部分は、男性オメガなら直腸に、女性オメガなら膣ちつと直腸どちらかに子宮口があることだ。

　男性オメガの芸能人が『第二の性』を偽称することは珍しくなく、ひとつふたつ年齢のさばを読むのと同じぐらいの意味しかない。しかし、当人にとっては重要なことだ。キャリアの形成に関かかわってくる。

「じゃあ、問題ないよな。高石くんはオメガ役は初めてなんだろ。花島くんはバリバリのアルファだから、一緒にいれば、オメガの気分になれるだろ。きっと、たぶん」

　からりと笑った藤田が、ぽんっと丸い腹を打つ。勝手なことを言っても、その陽気さでごまかしの利く男だ。

「と、いうわけでぇ！　ふたりの同棲、決定！　『２・５次元の王子さま』高石くんと『王さま王子』花島くんの同棲なんて、女の子が大騒ぎするようなネタだ。ネットもマスコミも、盛りあがる！」

「ええええ」

　真澄は盛大に顔を歪ゆがめたが、藤田はもうすっかりその気になっている。

　困惑した真澄の肩へ、花島の手が乗る。

「よろしくね、高石くん」

　美声がそよ風のように漂い、呆ぼう然ぜんと相手を振り仰ぐ。鼻筋のすっきりとした美形がまとう雰囲気は、どうしたってアルファそのものだ。

　オメガとアルファは、男と女が惹かれあうように好意を抱く。

　それが、オメガの真澄にとっては不都合しかないので、アルファは『天敵』だ。近づかないと、強く心に決めてきた。

「荷物を取りに行くなら、付き合うよ」

　微笑んだままの花島に言われ、

「……今夜から？」

　目の前が真っ暗になったような気がした。それでも、持ち前の演技力で笑顔を返す。

「事務所に連絡を入れないと……。もしかしたらＮＧが」

　最後の逃げ道を作ろうとした真澄の気持ちを知ってか知らずか、藤田がニカリと笑う。

「実は、もう、連絡済みなんだよね！　ベータなんだから、間違いの起こりようもないしね〜。花島くんと暮らしてさ、しっかりと、オメガの気持ちになってみて！」

「な、なれるものでしょうか……」

　ぐったりとして答えたが、興行の成功を第一に考える藤田の答えは、聞かずともわかっていた。






















　帰り支度をすると断ってミーティングルームから出た真澄は、大慌てで携帯電話を取りに走る。荷物は稽古場の隅だ。残っているスタッフに挨あい拶さつをして、大きなスポーツバッグを探った。携帯電話を取り出す。マネージャーから何件も着信が入っていた。

　電話をかけつつ、荷物をまとめ、稽古場から外付けの非常階段へ移動する。

『あー、高石くん！　繫つながったぁ！　あのね、あのねぇ！』

　息せき切って話し出すのは、マネージメントを担当している安やす田だ博ひろ史ふみだ。真澄の所属する事務所では、よほど現場に不慣れな新人以外に同行マネージャーがつくことはない。

「話は聞いてます」

　真澄は口早に答えた。

『ごめんね！　社長まで話を上げてもらって断ろうとしたんだけど、花島くんの身元が確かすぎて、押し切られた。彼は公称もアルファだし、きっと間違いはないだろうと思うんだよ。どうしようか。僕も寝泊まりしようか』

「……本当ですか？」

　思わず、安あん堵どの息が漏れた。事務所の社長は、真澄がオメガだと承知している。そして、社員で知っているのは、マネージャーの安田だけだ。

　オメガには発情期ヒートがくる。月に一度の頻度で、一週間ほど性交フェロモンが出てしまうのだが、抑制剤を使用すれば、頻度を三ヶ月に一度程度にコントロールできる。

　しかし、アルファと生活を共にすればフェロモンの影響は避けられない。とはいえ、頑強に断れば、実はオメガではないかと、いらぬ憶測を呼んでしまう。こういったことは、どこからともなく流れ出した噂うわさに尾ひれがつくものだ。

『いま、稽古場の下に着いたところ。花島さんも交えて話をしよう』

「助かります。おれ、本当に、どうしようか、と……」

『うん、うん。大丈夫だから。稽古場の部屋ナンバーを教えてくれるかな。すぐに行く』

　電話を切って廊下へ戻ると、真澄を探していたらしい花島と出くわす。

「あぁ、ここにいたんだ。事務所から連絡が来てた？」

　ふわりとした笑顔が、匂におい立つほどにやわらかく色っぽい。アルファの中でも、飛び抜けて穏やかなタイプだ。実力に裏打ちされた自信がそうさせるのだろう。

「マネージャーがあがってくるから、ちょっと打ち合わせできるかな」

　真澄が言うと、花島はニコニコ笑いながら近づいてくる。

「それはいいけど」

　腕を伸ばしたかと思うと、真澄の肩にかけたスポーツバッグがすっと取りあげられた。

「重たいね」

「……ここに来る前、殺陣たての稽古だったから」

　真澄が今回の舞台に抜擢されたのは、新しい演出に欠かせない立ち回りに対応できる俳優だからだ。

　美しいアルファ王子と彼を守るオメガ騎士の階級を超えた物語が『サンドリヨンの鐘が鳴る』の大筋だ。アルファ王子を花島が、オメガ騎士を真澄が演じる。

　いままでは歌と演技で構成されていたところへ、派手なアクションを加えることになり、新しい演出案は、すでに演劇ファンの熱い注目を集めていた。

「返してくれる？」

　真澄が手を伸ばすと、花島は肩をそらした。　

「いえ、これぐらい。年下ですから」

「きみのほうが芸歴は長いだろ。自分で持てるから、返して」

「ダメだよ。重い荷物は身体のバランスが崩れる」

「……花島くん」

　強めの声を出したが、相手の笑顔のほうが何倍も上手だ。

「どうぞ、智紘と呼んでください」

　しかも、声がいい。思わず聞き惚ほれてしまった真澄は、ハッと息を飲む。

「ヤダよ」

　わざとつんけんして答えたが、やはり花島には聞き流される。

「じゃあ、名字の呼び捨てで。ぼくは真澄さんって呼びますね」

「高石くんのままでいい……」

　ぐったりしてきたところへ、マネージャーの安田が現れる。三十代半ばの、見た目は冴さえない男だが、腰の低さも兼ね備えていて、交渉ごとには抜群の粘り強さを見せる。

「あぁ、花島さん。うちの高石がお世話になっています。藤田さんからご連絡いただいた件で、お時間、いいですか。非常階段へ出ましょうか」

　そう言ってふたりを促しながら、花島が肩にかけているスポーツバッグに気づいた。

「これは、高石の荷物では？」

　恐縮しながら受け取ろうとしたが、花島はまた肩をそらして逃げる。

「どうせ、同じ部屋へ帰るので」

　そう言いながら、非常階段へ続くドアを開けた。安田に続いて真澄が出るまで押さえ、ゆっくりと閉じる。

「その件ですが」

　と安田が切り出した。

「藤田さんにどうしてもと言われ、高石のキャリアのために承諾いたしました。彼には相談もなかったことですので、今回は、僕も一緒に寝泊まりをさせていただきます。よろしいで……」

「嫌です」　　

　最後まで言わせず、花島はばっさりと切って捨てた。

「ぼくのマンションですから、他人を入れるつもりはありません」

「では、ホテルのスイートルームを借りましょう。費用はこちらで持ちます」

「それは、真澄さんが『ベータ』ではないからですか」

　真正面から返されたが、交渉ごとに強い安田の表情はぴくりとも変わらなかった。穏やかに微笑むばかりだ。

「答えなくてもかまいません」

　対する花島が固い声で言った。

「ぼくはアルファですが、相手がベータでもオメガでも、同意のない行為に及ぶことはありません。見境のないケダモノみたいに思わないでもらえますか」

　言葉にあからさまな険があり、さすがの安田もたじろいだ雰囲気になる。彼はベータだ。圧倒的なアルファ性を前面に出され、精神的に受けるプレッシャーは相当だろう。オメガが受けるものと大差がない。

「それは、ヒート中のオメガを、前にしてもですか」

　問い返すだけの粘り強さを見せたが、アルファの花島は、まるで相手にしていない態度であきれるように息をつく。

「必要なら誓約書でもなんでも書きます。もしものことがあれば、真澄さんの一生はぼくが……」

「すとーっぷ！　ストップ、ストップ！」

　声をあげた真澄は、向かい合うふたりの間へ手を差し込んだ。

　安田の肩をぐいぐいと押してさがらせ、かばうように割り込んで立ち、花島を見据えた。

「妙な方向に話が走ってる気がする！　オレの一生をどうするって？　そんなことを言われたんじゃ、ベータの俺でも狼おおかみの寝床へ入っていくようなもんだろ」

　花島が同性愛者なら、第二の性以前の問題だ。それに、花島の言動はどこか危うく、下心のようなものがチラチラ見え隠れしている。いっそ、あからさまなぐらいだ。

「この話、なかったことにして。藤田さんにはオレたちが頭を下げるから……」　

　なにげない口調で言いながら、花島の肩に食い込んだスポーツバッグへ手を伸ばす。

「……この舞台、最後までやりきる覚悟があるんですか？」

　手を握られ、ハッと息を飲んで視線を向ける。まともに目が合い、真澄の身体に電流が走る。踵かかとから脳天までを貫くような痺しびれだ。

　肌がビリビリと震え、産毛が逆立ち、髪の毛からも放電したような気分になる。

　それでも、並のオメガのようにたじろいだりはしなかった。それこそ、真澄の中に息づく、もうひとつの人生のおかげだ。

　ぐっとあごを引き、目をすがめた。

「当たり前だ」

　答えた真澄の声は低く地を這はう。あえて睨むことはせず、胆力を込めて見つめた。

「それは脅しですよ、花島さん」

　安田が割って入ってきたが、花島のひと睨みでぴたりと動きが止まる。真澄には向けたことのない視線だ。

「申し訳ないのですが、ぼくもこの舞台にはキャリアを賭けています。正統派から本格派へクラスチェンジする絶好の機会だ。真澄さん、あなたも同じじゃないですか？」

　アルファという性別だけでは説明できない凄すごみを閃ひらめかせた花島の声は、いよいよ美しい。だから、真澄は内心で苛いら立だった。ちょっとした瞬間の立ち居振る舞いに、ふたりの経歴の差が出る。

　しかし、２次元のキャラを演じてきたキャリアに悔いはない。これからだって演じるだろう。だからこそ、今回の舞台をチャンスに変えたいのも本当だ。

　自分が成功できたならば、あとに続く俳優仲間も出てくる。その思いがあるからこそ、軽んじられたくはなかった。

「同じだよ。ステップアップするつもりで、参加してる」

　答えた真澄はきゅっとくちびるを引き結ぶ。花島も真剣な目をして言った。

「だったら、舞台が注目されるのはいいことだ。ぼくとあなたが、物語の核になる感情を育てることについても、問題があるとは思いません。通し稽古が始まるまでの一ヶ月だ」

　花島はもう笑わなかった。碧を含んだ茶色の瞳にまっすぐに見つめられ、真澄の中で小さな炎が燃え始める。

　ここで引いたら、この男の雰囲気に飲まれ、負けたことになってしまう。

「舞台を成功させるため、一緒に暮らしましょう。真澄さん」

　アルファとベータなら、話題作りのために暮らしても問題はない。たった一ヶ月だ。

　マスコミは面白おかしく取り上げるだろうが、そうしてもらえれば反対に、へたなスキャンダルに発展することがなくなり安心できる。

「ダ、ダメですよ。高石くん！　相手はアルファだ」

　安田に腕を引っ張られた。花島から引き離され、耳打ちされる。

「こんなところで男気を出さないでください！　薬を飲んでいても、アルファと暮らしたらヒートの周期が乱れるかもしれない。本番にかぶりでもしたら！」

　声をひそめた安田が、万全の状態で挑んで欲しいのだと熱弁を振るう。しかし、真澄の耳にはもう入ってこない。

　花島には負けたくなかった。相手がアルファだからでも、真澄がオメガだからでもない。同じ舞台俳優として、役作りの勝負を挑まれ、受けて立たない理由が見つからないだけだ。

「ご心配なく」

　花島の声が凜りんと響いた。

「そのあたりも含めて、ぼくがフォローさせていただきます」

　慇いん懃ぎんなふりをした言葉に、安田の顔が歪む。

「誤解しないでください。うちの高石は『ベータ』だ。彼のキャリアに傷がつくような噂が流れたら……、あなたのバックになにがついていようが許しません」

「そんなことはしませんよ」

　冷たく言い放ちながら安田を押しのけた花島は、真澄の目の前にすっくと立つ。

　バランスの取れた長身だ。育ちのよさをにじませる雰囲気の中に、挑戦的な色気を匂わせる穏やかな顔つきの美形。

　神様から二物も三物も与えられたような男だ。そんなふうに恵まれた存在のことが、真澄は生まれる前から好きではなかった。真澄の中の、もうひとつの記憶だ。

　それもあって、真っ向勝負でカタをつけたいと思う。

「真澄さん。どうぞ、よろしくお願いします」

　差し出された手を迷わず握り返す。戸惑えば、真澄のような凡才は存在を食われる。それは顔合わせのずっと以前から、花島の存在を知ったときから感じていたことだ。

　俳優として成功するなら、遅かれ早かれ、花島智紘とは戦わなければならなかった。




　　　　　　　　＊＊＊

　　　　　　　　＊＊＊　　




　雨の音がする。いつまでも、いつまでも聞こえていた。

　濡れた衣服が肌に貼はりつき、脇わき腹ばらが熱い。暗がりを浮かびあがらせているのは、安物の懐中電灯だ。伸ばした片手が黒々とした水溜まりに触れる。

　闇やみの中に、モカシンシューズを履いた足が見え、乱れた息を繰り返す達也は視線をあげていく。濡れたボトムに重なって、なにかが光を閃かせる。

　懐中電灯の明かりが反射したのだ。

　先端からしたたり落ちた雫しずくは、雨のそれではない。

　血なまぐさい匂いを嗅かぎ取った達也は、痛みをこらえて奥歯を嚙かみしめた。靴の裏でコンクリートを押したが、まるで力が入らずにすべるばかりだ。

　脇腹に激痛が走り、息を飲む。

　血に濡れた刃が、ゆらりと揺れる。

　達也の身体の下にも血溜まりがあった。その中でもがくように身をよじらせる。

　雨の音がしていた。

　それはずっと続いている。

　濡れた指を伸ばした先で、達也の腹部に突き立てられたばかりのナイフが落ちていく。

　モカシンシューズを履いているのは男だ。足がすらりと長く、均整の取れたスタイルが若々しい。

　達也が所属する三さん陸りく会かいが、草の根を搔かき分けて探し出そうとしている上総かずさ組の暗殺者ヒットマン。彼の手にかかり、三陸会の副理事が命を落としたのは五日前のことだ。




　彼こそ、雨の中を駆けずり回って探していた相手だった。




　傷口を押さえる手の隙すき間まから、血液が溢あふれ出る。達也はかまわずにコンクリートに指を立てて這った。




　　　　　　　　＊＊＊

　　　　　　　　＊＊＊




　パッと目が開く。

　いきなり水中から引き出されたかのような目覚めだ。

　部屋に差し込む光の穏やかさだけが、変わらぬ朝の訪れを教えている。

　長いまつげを震わせて、真澄はかすかな息を継ぐ。現実の在あり処かがあいまいになり、ふたつの人生が交錯して重なり合う。

　腹を押さえようとした手が、だれかの腕に当たった。

「おはよう」

　ささやきかける声に驚かなかったのは、やはり、聞こえのいい美声だったからだ。

　ぼんやりしたままで向けた視線の先には、花島がいる。肩につきそうな髪をハーフアップにして、オーバーサイズのパジャマを着ていた。

　細い縞しま模様が洒落しゃれているが、大きく開いた胸元からちらりと見える鎖骨が妙に色っぽく、気づいた途端に目のやり場に困ってしまう。

「また、うなされてた……？」　

　かすれた声で尋ねると、花島の眉根がほんの少し狭くなる。

「かわいそうに。今度の舞台が、相当のプレッシャーなんだね」

「は？」

　腕で目元を押さえながら深呼吸を繰り返していた真澄は、低い声を返した。

　腕を額へずらし、あたりを見る。

　部屋の明かりはついていないが、窓のカーテンが半分開き、じゅうぶんに明るい。爽やかな初夏の朝だ。

「部屋の居心地は、悪くないよね？」

　小首を傾げる花島はベッドの端に座り、布団の上から真澄の脇腹を押さえている。そっと優しく、載せているだけの仕草だ。

　一緒に暮らし始めて七回目の朝。ちょうど一週間が過ぎた。

　花島を調子づかせるようで明言は避けてきたが、明らかに快適な毎日だ。都内の閑静な住宅街の一画にある低層マンション。その最上階に花島の暮らす部屋はあった。

　言い換えれば、その階に作られているのは花島の部屋だけだ。

　床面積の三分の一が観葉植物に彩られたウッドデッキで、３ＬＤＫの部屋はどれも広々としている。真澄が寝泊まりするのは洋室の客間で、ダブルベッドとチェストが向かい合わせに置かれ、チェスト側の壁には細枠のフレームが並んでいた。どれも穏やかな雰囲気のモノクロ写真だ。

「……あんたと暮らすストレスだ」

　負け惜しみを言って、ぷいっと顔を背けた。そのまま、寝返りを打ち、背中を向けて丸くなる。

　真澄の第二の性は明かしていない。しかし花島は勘づいているらしい。毎日飲まなければならない『ヒート抑制薬』を、新しい暮らしで飲み忘れないよう、一日に一度、水を渡された。決まった時間に、必ずだ。

「そうだね。ぼくも、緊張してるよ」

　鷹おう揚ような性格の花島は、真澄の言葉のトゲを気にもかけない。

　悪く言えばマイペースだが、自分をしっかりと持っているがゆえに、他人の機嫌に左右されない、とも言える。

「……起きておいで。朝食ができるから」

　花島が動いても、高級なベッドは軋きしみひとつ鳴らさなかった。『金持ちケンカせず』という言葉が真澄の脳裏を過ぎていく。花島は、まさしくそれを体現している。　

「ねぇ、真澄さん」

　やわらかな声で呼びかけられる。振り向かずにいると、息づかいが耳元をかすめた。

「おはようのキスは、いつからする？」

　まるで口説くようなニュアンスが、花島にはよく似合う。

「しないって、言ってんだろ！」

　真澄はゴロゴロと転がって逃げた。

　布団にくるまり、相手を睨む。しかし、回転の勢いがつきすぎた。そのまま向こう側へ落ちそうになり、花島の両手で布団ごと引き戻される。

「あんたが、わけわからないことを言うから！」

　ひやりとした真澄は、負け惜しみで声を荒らげる。

「……わかってるくせに。恋人を演じるんだよ。雰囲気は出さなくちゃ。真澄さん、今日の目玉焼きは？」

「両面焼いて、中は半熟！」

　叫ぶと、花島が笑顔で部屋を出ていく。残された真澄は、身体に巻きついた布団から抜け出すのに苦労した。そのあとで、あぐらを組んで、膝ひざに頰ほお杖づえをつく。

「毎朝、毎朝、これだもんな……」

　ぼやきながら、片手で前髪をかきあげる。ため息はこぼさなかった。

　代わりに簡単なストレッチをして部屋を出る。トイレと洗面所へ寄って、あれこれとすっきりしてからリビングへ出た。

　ひときわ広い空間には、リビングとダイニング、そしてキッチンまでが、ひと続きに収まっている。天井の高さや家具配置の効果もあり、実際以上の奥行きを感じられる造りだ。

　花島が立っている一番奥のキッチンはアイランド型で、そのそばにも廊下へ出るドアがついていた。

　一段低くなっているリビングの脇を抜け、六人掛けダイニングテーブルの真ん中の椅子を引いた。右側全面の掃き出し窓の向こうは観葉植物が茂っている。小さな庭のようだが、日差しはちゃんと入ってくる設計だ。今け朝さも爽やかに、光が溢れていた。

　パジャマ代わりのだぼっとしたＴシャツとハーフパンツで席に着いた真澄は、いつものように牛乳のグラスへ手を伸ばす。

　初めて泊まった翌日から、朝食は花島の手作りだ。片付けはふたりでする。夜はそれぞれ、テイクアウトで済ませることが多かった。

「今日のスケジュールは、夕方まで立ち稽古で変更なし？」

　向かい側から差し出された木製の皿を、真澄は片手で受け取った。ベビーリーフのサラダと厚切りベーコン。それから両面焼きの目玉焼き。すでに塩と黒くろ胡こ椒しょうが振られ、オリーブオイルが回しかけてある。

　軽く焼いたバゲットは別皿に置かれていた。

「そのはずだけど。ケータイ見るの、忘れた」

　答えながら、夢のことを思い出す。

　真澄が見る夢はこれまで、同じ場面ばかりを繰り返していた。変化が現れたのは、花島のマンションで寝起きするようになってからだ。

　最初は、いつもの夢と『同時上映二本立て』の感覚があり、目が覚めてもはっきりおぼえていないことが多かった。それが日ひ毎ごとに鮮明な映像へ変わっていき、うなされるようになったのは三日ほど前のことだ。

　花島に揺すり起こされ、自分の脇腹を思わず押さえてしまうほど、リアルな夢。

　あれは、達也が生きていた最後の一日だ。

「こっちは雑誌のグラビア撮影だけど、夕方には終わるはずだから迎えにいくね」

　ぼんやりしている隙に、さらりと言われ、まだ朝食に手をつけていなかった真澄は眉をひそめる。あやうく、うなずいてしまうところだった。

「どうして」

　まっすぐに問いかけたが、花島が臆おくすることはない。いつものように小首を傾げ、甘くてやわらかい微笑みを向けてくる。

「話題作りのためでしょ？　今夜はレストランで食事をしようよ。イタリアンは好き？」

「そこまでする必要はない。もうネットには出回ってるし、いいじゃん」

「出回ってるから、気楽に外へ出られる。コースよりは、家庭的なほうがいいかな。席の予約を入れておくね」

　勝手に話を進められ、むすっとした真澄は目を据わらせた。眉根に深いしわを刻む。

「あんた、人の話を聞いてないだろ。オレね、いらないって言ったんだよ」

「……わかってる。でも、真ま面じ目めに受け止めていたら、動くものも動かないじゃないか」

「動くって、なんだよ」

　問い返した真澄の脳裏に、夢で見た場面が唐突によみがえって過よぎる。話の途中だが、気もそぞろになった。

　あれは廃倉庫の中だ。外で降り続ける雨を吸い込んだようなコンクリートは不快にジメジメと湿っていた。

　夢と違い、真澄が持っている達也の記憶には、匂いや感触がない。

　真澄が小さい頃の記憶も同じだ。人間の記憶は常に断片的で、抜け落ちて忘れている事柄も少なくない。

　一方で、夢には匂いも感触も、そのときどきの達也の感情も反映されていた。それは、真澄が達也だった頃に生きてきた時間の記憶だ。

　夢の中の出来事が昨日のことのように思われ、真澄はいままでにない違和感を覚える。

　現実と過去の境界線が、ふっと揺らぐ。

「たまには外で気晴らしをしようよ」

　花島の声で、真澄は我に返る。朝食を摂とっている花島がうつむき加減に言った。

「稽古場と家の往復ばかりだから、プレッシャーでこわい夢を見るんだ」

「こわい、ゆめ……？」

　繰り返して首をひねる。その表現はそぐわない。

　ナイフで刺される痛みは生々しくて、いちいち衝撃を受けてしまうが、こわいと思ったことは一度もなかった。

「違うの？」

　花島に尋ねられ、真澄はコーヒーマグの取っ手に指を絡める。マグカップからは温かい湯気が立ちのぼり、煎いった豆の香ばしさが漂う。

「……そういう夢じゃない」

　真澄は不機嫌に答えた。

「どんな、夢？」

　やわらかな花島の口調はいつも通りだ。彼だけは雑談のつもりでいるのだろう。だから、真澄も適当に答えた。

「ん？　……説明が難しい」

　ごまかしてコーヒーを飲む。

「そうなんだ。でも、寝言で名前を呼んでたよ」

「え？」

　マグカップのふちをくちびるに当てた真澄はぴたりと止まる。

　秘密を知られたかのように心臓が跳ねた。

「チヒロって……」

　そう言われた瞬間、真澄の緊張が一気に解けた。笑いがこぼれる。

　チヒロは、花島の名前だ。花島智紘。

　ふざけて真澄をからかっているのだ。

「なーんだ。冗談か！　やめろよ、けっこう深刻な夢なんだから」

「本当だよ。覚えてない？」

「ありえないんだって。オレ、夢の中ではヤクザなんだよ」

　真澄は笑いながら答えた。それが前世だとは言わない。

「じゃあ、真澄さんは、どうして、ぼくのことを呼んだの？」

　不思議そうに問いかけてくる花島の視線が、まっすぐに真澄をとらえた。

　雰囲気のある整った目元だ。きっと母親に似ているのだろう。そして、男性的な薄いくちびるが父親似。どちらも美形に違いない。

「知らない」

　コーヒーを飲み、真澄は、首を左右に振った。さりげなく目を伏せて、視線をはずす。

　花島から見つめられると、不思議にドギマギしてしまう。顔がいいから性た質ちが悪い。

　からかい半分に口説かれて、悪い気がしないのも問題だった。

　舞台のためだとわかっていても、美形の口からこぼれ出る甘いセリフは心地良く聞こえる。女にチヤホヤされた達也の人生を漠然と思い出す。

　真澄としては、恋をしたことがなかった。この身体は、男とも女とも未経験だ。

　しかし、前世の記憶では、どちらの身体も知っている。恋のような感情のやりとりもあった。泣きたくなるような、憤りしか残らないような、過激な愛憎のやりとりもしている。だから、今世で恋をしようとは思えない。もうじゅうぶんだ。

　そうでなくても、抑制薬を飲んでいるオメガの性欲は薄い。ヒートのときだけ爆発的に性的欲求を感じるタイプもいるが、たいていは抑制薬の効果で衝動も抑えられていた。

　暴走してしまったときは、鎮静剤の出番だ。

　達也の奔放さは幻のようで、自分のしてきたことだとは信じられないこともある。

　女と恋をして抱き合い、たまには男にも手を出した。真澄として生きてみて初めて、とんでもなく貞操観念が欠如しているのだとわかったぐらいに乱れていた。

　ヤクザとしての生き方をしていたときには、まるで気がつかなかったことがたくさんある。そもそも、幸せな子ども時代が存在するとは思わなかった。

　その上で不思議なのが、達也の記憶に『第二の性』が存在しないことだ。

　ベッドを共にした、どの相手を思い出しても、ベータだったのか、オメガだったのか、判然としない。達也自身がアルファだった確証もなかった。ただ、真澄の価値観で判断すると、達也の性欲の強さはアルファ、もしくは、アルファ因子を持つ男性ベータだ。

　そのあたりのことを考えると、真澄はすべてが噓うそのように思えて怖くなってしまう。夢も記憶も、自分の思い込みかもしれないからだ。

「なぁ、花島。もしオレがあんたの名前を呼んだとしたら……。あんたが、人の夢に勝手に出てきてるってことだよな」

「え？　そうなる？」

　フォークで目玉焼きの黄身を破ったばかりの花島が目を丸くした。

「だって、そうだろ。オレの夢って、規則正しいんだ……」

　過去の記憶と現在の記憶の境はあいまいだが、どちらが達也で、どちらが真澄なのかははっきりしている。夢の中では、真澄として、達也の中に入っている。記憶の追認だ。

「人の夢をかきまわすのはやめてくれよ……。今夜のメシって、本当に舞台のため？」

「どっちも違う」

　ふたつの質問に対して、ひとつの答えが返ってくる。花島はテーブルに肘ひじをつき、長い指であご先を支えながら言った。

「でも、付き合ってくれるなら、どっちでもいいな」

　ふっと細くなった目元に色気がにじむ。

　真澄の中の淡い性欲が刺激され、なぜか、あくどい気分になる。それは達也の感覚だ。真澄としては理解に苦しむ、凶暴性を秘めた欲望でもある。

　もやもやとした感覚を花島へのライバル心だと判断する真澄は、片方のくちびるの端を引きあげた。不ふ遜そんに微笑む。

「ややこしいんだよ。付き合うって、晩メシだよな？」

「どっちでもいいよ」

「よくねーの！」

　大声で言い返し、真澄は深いため息をつく。花島といると調子が狂う。屈託のないふりを忘れてしまい、地が出てくる。

　だから、達也の記憶の中にある積極的欲情を思い出して戸惑うのだ。

　子どもを成せるオメガは常に受け身だから、『抱かれたい』と思うことがあっても『抱きたい』とは思わない。しかし、達也を内に秘めた真澄は違う。

　本来、男性ベータの俳優が、男性オメガの役を演じるときに難しいのは、そのあたりの感覚差だと言われる。男性ベータには抱かれる気持ちがわからない。そして、反対のことも言えるわけだ。

　オメガには、抱く側のことがわからない。

　けれど、真澄にはわかる。達也のときに経験したからだ。

「オレのこと、からかってるだろ」

　じっとりと目を据わらせて花島を見る。不遜な笑みと同様に、普段、だれにも見せない威圧的な眼まな差ざしを向けた。

「……真澄さん、かわいいから」

　その瞬間だけ、花島は笑わなかった。まっすぐな瞳を向けられ、真澄はただ黙って受け止める。アルファからすれば、オメガはみんなかわいい生き物に見えるのだろう。

　恋愛に発展する前から、そうなのだ。

　達也だった頃、女すべてに欲情を覚えたように、アルファはオメガに欲望を感じる。

　花島の本心を探りながら、真澄は可お笑かしくなった。

「オレたちの役はさ……。あんたがアルファの王子で、オレがオメガの騎士だ。王子が騎士を口説いて関係が始まるのは、理解できる。アルファはみんな、あんたみたいなんだから」

「どういうこと？」

　花島が興味ありげに相づちを打つ。真澄は続けた。

「だって、あんたも、オレのことはベータかオメガだって決めてかかってる。アルファにすれば、どっちも愛あい玩がん対象だもんな」

「……言葉が、悪いね」

　苦笑いを向けられたが、肩をすくめただけで受け流す。真澄は続けた。

「でも、運命を説かれたオメガの騎士は、王子を拒むんだよな。いつかは自分が命を懸けて守ることになる相手だから……。惹かれていても、想いは明かさない」

　王子のために死ぬ覚悟を決めている自分が応こたえてしまったら、別れのあとで絶望させてしまうことになる。だから、騎士は気持ちを胸の奥に隠そうとする。

　その片恋のせつなさが物語の軸だ。

「王子はさ、なにを考えてるんだろうな。国のことを気にしながら、同時に、騎士を抱きたくてたまらないから口説くんだろう」

「そこまで即物的じゃない」

「あー、じゃあ、アレってこと？　アルファの孤独ってやつ？」

　真澄はわざと意地悪く言った。

　他より優れた資質を持つアルファは、だれにも頼ることができず、我が身に苦悩を抱えているという通説だ。

「真澄さんは、アンチ・アルファなの？」

「いや、そんなことはないけど……。恋愛に興味がないんだ。結婚も」

　どちらも面倒ごとを生むだけだと知っている。愛し、愛されて、幸せな家庭を作ることで幸福になるなんて、信じられない。

　真澄自身は家族に恵まれたが、達也の記憶は薄暗かった。それがいまでも影響を及ぼし、真澄の価値観を形作っている。

「花島はどうなの？　実家が見合い話を持ってきたりするの」

「そこまで、古風な家じゃないよ。俳優をしてるぐらいだし、放任主義だよね。姉がアルファだから、そっちが家を継ぐことになってる。……妹はオメガだよ。三人兄弟」

「ふぅん……」

「だから、オメガのことはよくわかってるつもりだ。イマドキ、貞淑なオメガが流行はやらないことも。演出の北きた河がわさんも、その路線は狙ねらってないと思う。だから、真澄さんを選んだはずだ」

「オレって、どういうイメージなんだよ……」

「顔に似合わず、男前」

　端的に言われ、真澄は表情を歪めた。

「オレに対して、かわいいって言いまくるやつに言われてもなー」

　ぼやくふりをしながら、あごをそらした。

「オレの顔はさ、たしかに、それなりにいい。でも、花島に言われるとなんか、こう、イラッとする」

　相手が正統派ミュージカル俳優と呼ばれるアルファだからだ。

「真澄さんは『かわいい』って言われるのが、好きじゃない？」

「これでも、男だし。でもまぁ、かっこいいって顔じゃないからなぁ」

「立ち回りで動いてるときは、抜群にかっこいいよ。いままでの舞台、全部見てる」

「……え？」

　言われた言葉の意味がわからず、真澄は固まってしまう。

　花島といると、こんなことばかりだ。しかも花島本人には戸惑わせている自覚がなく、真澄だけが翻ほん弄ろうされてしまう。

「あぁ、電子媒体スティックになってるやつ」

「違うよ。リアルタイム。三作目からだけど。七年前だよね」

「……ごめん。それ、どう取ればいい？　ファン？　それとも、仕事で……？」

　真澄が真顔になると、花島はことさら、にっこりと笑った。

「それはもちろんライバルとして。いつか、こっちに来るだろうって、思ったんだ。真澄さん、歌も上手いしね」

「……噓っぽい」

　できるかぎりヘラヘラと笑い、フォークの先でベビーリーフを刺す。

　いまさらファンだと言われても、得意げにはなれない。

　無視されるのは論外だが、持ちあげられても素直には喜べなかった。

「じゃあさ、おまえから見た、オレの短所ってどこ。なにを直せばいいと思う？」

「ライバルだって、言ったよ？　教えない」

　花島はふふっと笑ってコーヒーマグを手に取った。目を細めながら、あごを少しそらすような仕草が、色っぽい。

　真澄はさりげなく視線をそらして食事を続ける。視界の端に、テラスの瑞みず々みずしい緑がちらつく。

　七年も前からライバル視していたと言われて、素直には喜べないが、悪い気もしなかった。噓だとしても、花島の声で言われると、真実味があって気分がいい。

「噓だと思ってる顔だね」

　すかさず図星を指されたが、真澄はちらりと視線を返すだけだ。花島は続けて、真澄の代表作について語り出す。意外だったが、遮らずに最後まで聞く。

　ひと通り終えたあとで、花島が付け加えた。

「真澄さん。今夜、イタリアン、行きますよね？」

「気楽な店なら……、まぁ、いいけど」

　しかたがないようなふりで答えた真澄は、絶妙な半熟具合の目玉焼きを口へ押し込んだ。

　少し褒められたぐらいで浮き足立つ自分の幼稚さをわずかに悔やみ、またぼんやりと夢を思い出す。脇腹の違和感は消え去っていたが、夢と現実の狭はざ間まにいる感覚は続いている。

　ナイフを持った男の顔は見えなかった。真澄の見る夢は、色がついているようでモノクロだ。けれど、ナイフからしたたり落ちる雫の色が赤であることは感覚でわかっていた。







　ひとり、またひとりと稽古場から抜けていく。帰り支度を済ませた真澄は、壁一面の鏡に華奢な女の子の立ち姿を認めた。

「高石さん、おつかれさま」

　共演者のひとり、若手女優の岩いわ瀬せ夏なつ華かだ。

　瞳の大きなかわいらしい顔が印象的な一方、身体つきは細いながらもカービィーで女性らしい。音域の広さと声量の大きさ。それから音感の良さも兼ね備えた有望株だ。

　第二の性がオメガであることを公表しているが、男性俳優とは逆に、女性俳優の場合はアルファであることを隠す傾向にあるから、オメガ俳優公表も珍しくはない。

　真澄の隣にちょこんとしゃがみ、抱いた膝に頰を預けるように背を丸める。

「ネットに流れてるのって、本当ですか？」

「んー？　なに？」

　これまで、舞台で共演したことのないふたりだが、テレビで放映される音楽番組の企画で顔を合わせたことがある。そのとき、デュエットをした仲だ。

「花島さんと、その……」

「あぁ、一緒に暮らしてるってヤツ？　あれは本当だよ。藤田Ｐにお願いされて、しばらく同居することになってる。話題作りだよ、話題作り」

「同棲、じゃないんですか？」

　大きな瞳に光が反射して、きらっと輝いたように見えた。

「違うよ。どうして？」

　質問に質問で返しながら真澄は腰をあげる。夏華はしゃがんだまま見上げてきた。ほどいた髪がゆるやかに波打ち、肩から腕にかけてのラインを包むように流れている。

　女の子の瞳は、いつだって男の噓を許さない。

　花島との関係を本気で疑っているのだ。

　問い詰められる苦々しさを押し殺して、真澄は笑いかけた。

　同居ではなく同棲じゃないかと疑っているのは、夏華がオメガで、花島がアルファだからだろう。ただの男と女であれば、もの怖おじしてしまう相手でも、アルファとオメガであれば惹かれあうような気がするらしい。

　男と女が自然と惹かれあう以上に、アルファとオメガは、第一の性別に関係なく惹かれあう。そのことに明確な理由はない。言ってしまえば生殖のためだ。

　異性愛者の真澄も、女性アルファが相手であれば、惹かれあうことが当然に思える。

「どうして、って……。相手は花島さんですよ？」

　夏華から不思議そうに見つめ返され、真澄は肩で息をついた。

「そうだね。花島くんと噂になるなんてすごいことだ」

「違います……。あの超絶色っぽい花島さんを好きにならないなんて、ありえないと思うんです」

　ぐいっと詰め寄られ、勢いに押された真澄はあとずさる。たしかに花島は、性的に色っぽい。女顔の端整さと持ち前の上品さに、男っぽい仕草が加わって、どこか倒錯的にも感じられる男の色気がある。だから、真澄も見惚れてしまう。

　しかし、真澄は異性が好きだ。いくら花島が色っぽくても、性的な欲求は感じない。

　夏華の勢いに押されてじりじりとさがると、真澄の背中を、どこからともなく現れた男の手が支えた。大きくて、骨張っている。

「だれが、だれを好きになるの？」

　肩越しに振り向くまでもなく、真澄には相手がわかった。

　制作管理チーフの東ひがし浦うら圭けい一いちだ。黒縁の野暮ったい眼鏡めがねがトレードマークだが、彼がかけていると野暮ったさも理知的に見え、インテリめいた雰囲気になる。仕事内容は多岐にわたり、制作会社の社員でもある。

　キャスティングからスケジュールの調整、宣伝広告までを網羅する『なんでも屋』であり、現場にいつも顔を出しているけれど、なにをしているのかはよくわからない人ナンバーワンとも言える。

「話しているところ、悪いんだけど。今日のシーン、台本に変更が入りそうなんだ。それで、どちらの言い回しが発声しやすいのか、見てもらえるかな。ふたりのかけ合いのシーンだから。岩瀬さんはこっちを見て、高石くんはこっちを……」

　それぞれに紙が渡される。歌ではなく、セリフのやりとりだけの部分だ。

　ふたりで実際にセリフの応酬をして、東浦の意見も参考にしながら決めていく。

　東浦と真澄は、いくつかの舞台で一緒になったことがあり、ごくたまに飲みに行く仲だ。

　今回のオファーを知ったとき、彼が制作管理にいると聞いて納得した。キャスティングの際に、候補として名前を出してくれたのだ。そうでなければ、２・５次元俳優として売っている真澄が文芸大作ミュージカルの主役に抜擢されることは難しい。

「ありがとう。参考にさせてもらうよ。別の部分も修正が出るからね」

　メモを取った東浦が言う。夏華が愛らしい声で「はーい」と答えるのを聞き、真澄も合わせて裏声で答えた。

　からかわれたと思った夏華に肩を叩かれ、笑いながら身を引く。

「高石くん。このあと、夕食でも、どう？」

　ふたりのやりとりを微笑んで眺めていた東浦から誘われ、即答で了承しそうになった真澄はふと思い出した。今夜はイタリアンだ。

「あー、すみません。先約があって……」

「それって、もしかしなくても花島さんですよね」

　夏華の瞳がきらりと光る。その隣で東浦が肩をすくめた。

「話題作りのために同居してるんだって？　さっきの、好きになる、ならないって、高石くんと花島くんのことなのか……」

「なりませんよ」

　真澄は素早く答えた。

「歩く『アルファの見本』みたいな相手と、恋愛なんてできません」

「えー。そうなんですかぁ？」

　不満げな夏華が頰を膨らませる。

「普通の男性ベータはそうだろうね。僕も気おくれするなぁ」

　東浦が軽やかに笑い出し、真澄も安堵して笑い返した。東浦の第二の性は知らないが、これが普通の反応だ。

「ぼくだってそうですよ」

　ふいに人の気配がして、真澄の耳元に美声が響いた。後ろから回った片腕が、胸の前へ伸びてくる。

　夏華の表情がパッと明るくなり、東浦が現れたときと同様に、相手を見るまでもない。

「真澄さんみたいな『ベータ』なら、好きになってしまいそうです」

　花島の声だ。

「……こっちは、ならないって言ってンだよ」

　肩に乗っかってくる花島の顔を押しのけながら身をよじらせる。

「いきなり抱きつくな」

「ダメでしたか」

「ダメに決まってるだろ」

「人前ですからね」

「……違う、そうじゃない」

　まるで普段からしているような口ぶりは周囲の誤解を呼ぶ。面白がって、わざとやっているのだ。真澄は肩を大きく上下させて息をした。

　胸の前を横切る花島の腕は、なかなかはずれない。

「こういう男を好きになるわけがないと思いませんか？」

　あきらめながら、東浦を振り向く。

「コメントはしないでおくよ。……花島くんに懐かれるなんてさすがだとは思うけどね」

　苦笑いを浮かべた東浦が、真澄の後ろに立っている花島を見た。

「あんまり図ずう々ずうしいと、真澄くんに嫌われるんじゃないかな？」

　その言葉に、花島は答えなかった。おそらく微笑んだのだろうが、真澄からは見えない。

　ほんのわずかな間をおいて東浦が離れていき、後ろ姿を見送った夏華が小動物のように小さく飛びあがって振り向いた。

「男同士って、仲良くなるのが早いですよね。いいなぁ……」

　やわらかな口調は、さっきまでとまるで違う。顔は真澄へ向いていたが、視線はチラチラと花島を気にしている。差をつけられている嫌な感じはなかった。若い女の子なら、みんながみんな、同じ反応になる。

　花島には嫌われないように注意深く近づき、真澄には勢いよく間合いを詰めてくる。親しみやすさの違いだ。

「真澄さん、予約の時間に間に合わなくなるので、そろそろ出ましょう」

　花島の腕からようやく解放され、真澄はホッと息をつく。家庭的なイタリアンなら夏華も一緒にと思ったが、借りてきた猫のようにおとなしくなった彼女は、にこにこ微笑みながらあとずさっていた。

「どんなお店なんだろう。今度、話を聞かせてくださいね」

　夏華の視線は、真澄と花島の間を行ったり来たりする。まるで星がまたたくように、夏華の感情は何度も素早く切り替わった。

　真澄への親しみと、花島への憧あこがれだ。自分をおしとやかな女の子に見せようとしているのもけなげで、真澄は初めて夏華の中に『女性』を感じた。

「真澄さん、荷物はこれだけですか」

　花島の声がして、床に置いていたスポーツバッグがひょいと持ちあげられる。

「そうそう。ありがとう」

　手を差し出したが、すいっと無視された。それだけでなく、出した手が握られる。

「いや、これはないだろ」

　じっとりとした視線を送っても、自信家の花島には微み塵じんも伝わらない。

「ぼくが真澄さんの荷物を持つんだから、真澄さんはぼくを持ってくれないと」

「……あの、なぁ」

　この一週間で、あきれるぐらいに味わってきた『花島ロジック』だ。なにを言っても、のらりくらりとかわされて話にならない。

「わかった、わかった！　お兄ちゃんが、だっこしてやるからな……」

　手を振りほどき、真澄は両手で拳を握った。ふんっと気合いを入れる。

　それから花島の身体に腕を回して持ちあげた。想像以上にずっしりとした重量感だが、なんとか両足が地上から浮く。

「あああ、真澄さん……ッ」

　花島が慌てた声を出し、真澄はにやりと笑った。

「オレだって、これぐらい……っ」

　まだ残っていたスタッフや出演者がなにごとかと視線を向けてくる。

「腰ッ！　腰を痛めるからッ！」

　むやみに動かず、ぴたりと動きを止めた花島の訴えに、真澄はふっと腕の力を抜いた。

　その通りだ。スジを痛めでもしたら、舞台に立つことすら難しくなってしまう。

「無茶なことをしないでください。ぼくだって、鍛えているんですから」

「わかったよ。……荷物は返せ」

　手をもう一度差し出すと、今度は花島がにやりと笑った。あくどさが艶なまめかしく見える微笑みに目を奪われた瞬間、花島の身体がひょいと沈み込んだ。

「あっ……！」

　叫んだのは真澄だ。そして、離れた場所にいる夏華の声もする。

　膝裏をすくいあげられたと思った時には、横抱きの体勢で抱きあげられていた。

「油断大敵。ね？」

　ふふっと笑った花島の顔が近い。抱きあげられた勢いでバランスを崩した真澄は、肩にしがみつく格好になってしまい、むすっとむくれた。いい匂いのするニットジャケットに顔を伏せ、せめての嫌がらせに、汗をすりこんでやろうと、ぐりぐり押しつける。

　しかし、花島が嫌がることはなかった。

「みなさん、おつかれさまでした」

　上機嫌な声で颯さっ爽そうと挨拶を告げる。フロアになごやかな笑いが満ちて、四方八方から返事が飛んでくる。

「ひとさらいぃーっ！」

　負け惜しみで叫んだ真澄の声に、部屋の中がどっと湧わく。

　だれかがわざわざドアを開けに飛んできて、抱きあげられたまま廊下へ連れ出される。

　おろしてくれと言いかけた真澄は黙った。身体に回った力強い腕に、既視感を覚えたからだ。
















　この感触を知っていると思う。けれど、それがいつのことなのか、わからない。

　真澄の子どもの頃ではなかった。達也の子どもの頃でもない。

　俳優仲間でふざけ合って横抱きにされたこともある。そのときには微塵も湧き起こらなかった感覚に襲われ、真澄は戸惑う。

　胸がざわめき、落ち着かない。けれど、嫌悪感でもなかった。

　捉とらえどころなく感情が揺れ続ける。

　太くはない男の腕。身体に回される感触。花島の衣服から漂う、わずかなコロンの香り。

　いくつもの要素で真澄の記憶が揺さぶられる。夢で見たような景色が脳裏を過ぎったが、それを捕まえることはできなかった。

　浅く息を吸い込んだ真澄は、おろしてくれと懇願することをあきらめる。

「重くないの？」

　花島の腕の限界がくるまで運ばれてみるつもりで、肩へ片手を回した。

「なんかさ、こんなことしても色っぽさがないな。……オレには」

　これまで出演してきた舞台の性質も関係している。コミックスやゲームが原作のミュージカルはキャラソングとアクションが売りで、恋愛が絡むことはほとんどなかった。

　だからこそ、プロデューサーの藤田は、ラブシーンの経験が乏しい真澄に色気のなんたるかを学ばせようとして、花島との同居を画策したのかもしれない。

「出演してきた作品には、必要なかったからでしょう」

　花島にも指摘されて、ぐったりしてしまう。その通りだが、色気のありすぎる男から『色気がない』とお墨付きをもらうのは楽しくない話だ。

　腕を回した肩へもたれかかり、ヒゲの生えていない花島の横顔を見る。つるっとした肌はなめらかで、思わず触れてみたくなる。

　胸の奥にじわっと違和感が走り、真澄の両肩が跳ねた。

「もう、おろして」

　思わず口走った。

「エレベーターホールまで」

　花島の声は嬉しそうだ。足取りが、途端にゆっくりとした牛歩に変わる。

「遅い！　イライラする！」

　真澄が耳元で叫んでもおかまいなしで、くすくすと楽しげに笑った。

「真澄さんも、軽くはないね。女の子とは違う」

「……当たり前だろ」

　喉のどまで出かかった言葉を飲み込み、真澄はそっけない口調でつぶやく。

　男性よりも女性が好きなのかと、質問しそうになった。たいした問いかけではない。けれど、言いかけたのと同時に、答えを聞きたくないと思ってしまった。

　意味がわからない。わかりたくもない。

　花島の性的指向が、異性愛ヘテロセクシャルでも、同性愛ホモセクシュアルでも両性愛バイセクシュアルでも、真澄にはまったくもって関係がないのに、質問を投げることさえ嫌になる。

「真澄さんは、抱かれる感覚に慣れないとね……。今度の役は『オメガ』だ。アルファのフェロモンに惹かれながら運命に逆らうオメガなんて……。想像ができる？」

　エレベーターホールへたどり着き、真澄はようやく解放される。ふらふらと逃げて、ボタンを押した。

「抱かれるなんて、言うな」

　花島に背中を向けて、自分の胸へ手のひらを押し当てる。ほんの少し、苦しいような気がした。

　アルファのフェロモンに対して、オメガが強く反応してしまうのは、ヒートの期間中だけだ。しかし、マネージャーの安田が心配したように、アルファとの長期間の接触は、抑制剤の効き目を悪くさせる。

「気分が悪くなった？」

　無人のエレベーターに乗り込むと、花島は後ろへさがった。

「近づきすぎたかな」

「……気にしないでいい。こっちの勝手なんだから」

　背中を向けたままで、真澄は長いまつげを伏せた。否定しなければ、オメガであることを肯定してしまうことになるが、いまさらだ。ため息をつき、足先で入り口の角を軽く蹴けった。

「そんなことを言わないでよ」

　花島の声が沈んで聞こえる。真澄は振り向かずにドアだけを見つめた。

　エレベーターが一階へ到着して、扉が開く。

「花島ぁ、店までは、タクシー移動でいいの？　受付で呼んでもらおうか」

　なにげなさを装って肩越しに話しかける。

「裏に待たせているんだ……」

　後ろからついてきた花島の声は戸惑っていた。真澄の体調が悪いのなら、無理はさせられないと考えているのだろう。

「べつに体調は悪くない」

　立ち止まって振り返る。

「機嫌も……。まぁ、言うなら、腹が減ってるってところかな」

　腰に手を当てて、年下の男の顔を覗き込む。

　視線が真正面からぶつかったが、真澄の心情に変化は起こらない。戸惑いもなく、動どう悸き、息切れも、ときめきだって、別段感じなかった。

　適度な距離を取り、不用意に接触しなければいいだけだ。

「だからさ、あんまりベタベタするな」

　人差し指を突きつけると、見るからに落ち込んだ花島の指が伸びてくる。人差し指同士の先端がかすかに触れ合う。真澄は首を傾げた。

「……ネイル？」

　花島の爪つめの先は、ほんのりとした薄紅色に染まっている。中央だけが濃く、周りはグラデーションになっている。淡い色だ。

「撮影でね。リムーバーをもらうのを忘れてた。時間が押したんだ」

　焦って駆けつける花島を想像して、真澄はいっそう首をひねった。髪がさらりと額へかかる。

　いつでも悠然と構えている彼には似合わない行動だが、小走りに合わせて弾む髪の動きは目に浮かぶようだ。

　さぞかし人目を引いたに違いない。そう思いながら、真澄は笑った。

「よく似合ってるよ」

　挑発的な目を向けると、花島の目が驚いたように大きく見開かれる。

　しかし、花島がなにか言う前に声が聞こえた。

「おふたりさーん。そんなところでイチャイチャしてないで、帰りなさーい」

　ベテランの俳優が、からかうように笑いながら通り過ぎていく。

「受付のお姉さんが、カウンターからこぼれ落ちますよ」

　若いスタッフも、笑いを嚙み殺した声色で追い越していき、肩をすくめた花島が真澄に向かってふわりと微笑んだ。

「じゃあ、行きましょうか」

　やわらかな口調で促され、真澄は自分の後ろにある受付を気にした。

　身を乗り出している受付嬢たちにも花島の笑顔が見えているのなら、惜しい気分だ。だれかれかまわず振りまいていいような表情ではない。ファンが増えてしまうだろう。

　それぐらいに、キングでプリンスな微笑みは魅力的で、高画質のグラビアが目の前に貼られているようでもある。

　真澄にしても、嫌いな顔立ちではなかった。

　花島の容姿が飛び抜けていいことも、演技力と歌唱力が優れていることも認めているのだ。否定できるほどささやかではないからこそ、ライバルとして肩を並べたくなる。

　じわじわと闘志が募り、真澄は髪を揺らして移動を促した。

　もっともっと、花島のことが知りたい。

　性格が穏やかで、料理が上手なことは、もう知っている。だから、どんな育ちをして、なぜ、この道を選んだのかを聞いてみたい。

　手に入れたい情報は山のようにある。

　そして、知って欲しいこともたくさんあった。

　共演するだれよりも、主人公のふたりは、互いを知る必要がある。

　この舞台の成功は、ふたりがどれだけ役に入れこめるか、にかかっているのだ。

　花島に負けたくない一心で、真澄はそう信じた。







　連れていかれたのは、石いし窯がま焼きのピザをメインにしたレストランで、カウンターが九席あるだけの小さな店だ。

　ビールから始めてワインを飲み、演劇談義に花が咲いた。言い争い寸前のやりとりもエキサイティングで、酒がどんどん進む。気づいたときにはグラッパを飲んでいた。

　花島は、酔っぱらう前から、真澄の質問にはどんなことであっても答えた。だから、真澄もごまかすことはせずに、これまでの苦労を洗いざらい話したのだ。

　けれど、第二の性については聞かれなかったと、店を出て、初めて気がついた。

「いけないよ、真澄さん。そんなところを歩かないで」

　花壇の端へのぼった真澄に驚いて、あたふたと手を伸ばしてくる。

　マンションまでは、歩いて二十分ほどだと花島は言った。途中、川沿いの遊歩道がある。桜の木が立ち並び、煉瓦れんがを積んだ花壇にはパンジーやサルビアの花が咲いていた。

「えー？　だいじょうぶだよー。こんぐらーい、どうってことないしー。側転だって、できちゃうよー」

「ダメダメ、やめて！　頼むから！」

　腰に抱きついてきそうな勢いの花島を雑に払いのけ、真澄はくちびるを尖とがらせた。側転がダメならとスキップをしてみる。

「真澄さん！　こら、真澄……ッ」

　ついに、腕を捕らえられた。そのまま腰を両手で摑まれる。

　ハラハラした目で見つめられ、わざとぐらっと揺れて、肩へ摑まる。真澄の身体は傾き、つっかえ棒代わりの花島に支えられた。

「おまーは、きょーえん者だから、んなに優しいれしょ？　ダブルしえんだから」

「いつから、こんなに酔ってたんだ……。まったく気づかなかった」

　抱きあげられそうになり、真澄は身体をくねらせる。しかし、腕をがっちりと摑まれていて逃げられない。

「もう、おりて。……おりなさい」

「いやら。おりたら、おまーを見上げゆらろ」

「見上げる、だろ……？　あぁ、身長のこと、気にしてたのか」

「ん……」

　こくんとうなずくと、両手で腕を引っ張られた。

「じゃあ、ここに座って。ぼくもしゃがむ。ほら、これなら、真澄さんが見下ろせる……。いい？」

　真澄を花壇の端に座らせ、手首を握ったままの花島がその場に片膝をついた。

「楽しかった、んだよね？　今夜……。だから、こんなになるまで飲んだの？」

「わからん」

　真澄はぶるぶると頭を左右に振る。自分の髪がふぁさふぁさと音を立てたのが、妙におかしくて、脈絡もなく笑い出してしまう。

　手首から離れた花島の手が、そっと真澄のこめかみを押さえた。頭の動きを封じられる。

「今夜、ぼくは楽しかった。共演者だからじゃないよ。真澄さん。……おれはずっと、待ってたんだ」

　まっすぐな目で見上げられ、真澄はぼんやりと相手を見つめ返した。花島の一人称が『ぼく』から『おれ』に変わったことには耳ざとく気がつく。

　酔った視界はゆらゆらと揺れて、相手の顔がはっきりとわからない。けれど、花島の端正に整った顔立ちは思い出せる。

「ふぅん」

　気のない返事をしても、あきれた吐息が返ることはない。花島の雰囲気はまるで変わらず、やわらかいままだ。真澄は聞き返した。

「ずっと、っれ……、いつ、から……？」

「ずっと、ずっと前……。真澄さんが生まれる、ずっと前」

　花島は静かに、そして丁寧に言葉を紡ぐ。しかし、内容は途方もない。真澄は思わず吹き出してしまった。

「なんら、それ……ふふ」

　ロマンチックが似合う男だから、なおさら笑える。

　けれど、花島は真面目な顔をして言った。

「明日になったら忘れてもいい。何回でも言うから。でも、おれはね、あなたをずっと探していたんだ。真澄さん……」

　真澄を呼んだあとで、花島の声が口にしたのは、別の名前だった。

　それは、真澄だけが知っているはずの名前だ。

　しかし、泥酔のまっただ中にいる真澄は違和感を覚えなかった。聞き流して笑う。

「はなしまぁ……。キスしてやろうか」

　からかった真澄は、また不思議な既視感を得る。酔っていても、わかるほどだ。かつてだれかに、同じようなことを言った。

　ついさっき、花島は『達也さん』と口にしたのだ。ふいに認識して、心が冷える。

　身体を傾けると、ふたりの顔の距離が近づいた。ひどく酔っぱらった真澄にも、花島の潤んだ瞳がはっきり見えた。

　まるで泣き出しそうな顔だ。どうして、と疑問をいだきながら、花島の前髪の上から額へくちびるを押し当てる。　

「……そこじゃない」

　花島が不満げにささやく。見下ろした真澄はふふっと笑う。自分の身体よりも、花島の指が熱いと気づき、首筋を引き寄せられていることに気づいた。

　真澄のまつげが、震えるように伏せられる。そのまま目を閉じていく。けれど、いつまで経っても、くちびるは当たらない。

　濡れた感触が鼻先をかすめ、真澄はうっすらと目を開いた。

「真澄さん。おれはあなたのこれまでを知ってる。今日、たくさん話してくれたけど、聞かなくても知っているんだよ。どんな苦労をして、ここまで来たのか。ずっと見てきた。……やっとめぐり会えた『あの日』から。……尊敬してるんだよ。それは本当だから」

「どうして？」

　鼻先にキスをして逃げた花島のくちびるを指先で押す。整った顔立ちが苦しげに歪んでいく。それさえ、超絶に色っぽい男だ。

「おれにはないものを持ってる。ずっと、そうだ」

「ずっと……」

　いつのことを話しているのか、まるでわからない。真澄は、酔っている自分に苛立った。

　きっと、ひと眠りしたら、すべてを忘れてしまう。

　記憶は不確かで、見失いやすいものだ。夢の中でなくても、アルコールの過剰摂取ごときで、あっさり飛んでいってしまう。

「真澄さん。オメガだろ……。おれの子を、産みたいと思わない？」

　懇願するような口調で尋ねられ、真澄はぼんやりと首を傾けた。花島のくちびるを指先でなぞる。

「子ども？」

　ふっと笑い、なぜ笑ったのかと、真澄は自分自身へ問いかけた。しかし、答えはどこからも返らない。

　真澄は眉根を引き絞り、見上げてくる花島へ身体を傾ける。額をぶつけて、彼のくちびるを押さえている自分の指にキスをした。

　片膝をついている花島の身体が、大きく震える。それは、緊張したように小さく跳ねたあとのことだった。

　両手が真澄の肩を摑み、そっと撫であげて首筋をたどる。

「おまえを好きになったら、産んでやる……」

　答えた真澄の指がズレる。あご先をなぞり下ろし、そして、そっと支えてキスを続ける。どちらからともなく舌が忍び、真澄はまた目を閉じた。

　酔いが回りすぎて、夢と、現実の、境がわからない。

　それでも、なにかが悲しかった。

　もしかしたら、花島の甘やかな瞳の端からこぼれ落ちる、ひとすじの涙のせいかもしれなかった。
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　ラックにかかっている服を、真澄はじっと見つめていた。テラテラと光る紫色のサテンシャツだ。薄くも淡くもない、パキッとした真紫。しかも、店内のライトを受けて青みがかった光を放っている。

　ごく普通に考えてキワモノだ。地方都市の店舗には並びもしないどぎつい商品も、都心のメゾンでは扱われる。

　ホストやダンサーが買っていくのだろう。他には、用途が想像できない。

　しかし、生地の質感や発色の鮮やかさは、品質が良いことを主張している。

　指先で触れていた真澄は、うずうずした。

「真澄さーん。あれ……？　あぁ、いた」

　試着室に入っていた花島が別のラックの端から顔を出す。

「これ、どうですか？」

　そう言って、ポーズを決める。裾すそが長めでゆるいラインのサマーニットと、ワイドなパンツ。上はライトグレーで下は黒。文句なしに似合っているのは、着ている人間が上等だからだ。

　このまま、雑誌のグラビア撮影にも行けそうだった。

「いいんじゃないの？」

　顔だけ向けた真澄が答えると、花島は手近な鏡に自分を映した。

「茶色とどっちがいいと思いますか？」

「どっちでも。おまえは、なんでも似合うんだから」

　指先でサテンシャツをチラチラ揺らす。

　花島のスケジュールが変更になったのは今朝のことだ。ふたりのオフ日が重なり、買い物へ出かけようと誘われた。

　酔った勢いでキスをしてしまってから、なんとなく落ち着かない気持ちでいた真澄は、断る理由が見つけられず、外出に応じた。

「……真澄さんは、それがいいんでしょう」

　からかわれたと思い、ふたたびシャツから花島へ視線を移す。普通の職業の人間は絶対に選ばない色と生地だ。不用意に似合うと言ったら、機嫌を損ねる可能性もある。

　しかし、花島はごく普通に微笑んでいた。からかうでも、ふざけるでもない。

　真澄はポカンとくちびるを開いて呆ほうけた。口にするはずだった言葉が消えてしまう。

　こんな服を好きだと言って、すんなり受け入れられたことはない。事務所でも、真澄のセンスの悪さは重要申し送り事項だ。ともすれば、オメガであることよりも丁重に、外部へ漏れないように隠されているかもしれない。

　だから、真澄の衣服は『お仕着せ』で、プライベートはもちろん、ちょっと近所へ買い物に出る服も自分で選べない。安田が調達してくるか、決められた店で買うように指示が出されていた。

「踊りに行くときになら、着ていけそう」

　あっさりと言われた真澄は、目を丸くして問い返した。

「……オレが、これを、着ると思ってる……？」

「着ないんですか？　光りものも原色も好きじゃないですか。ここの服は発色がいいんですよね。だから、紹介したくて」

　ニコニコ笑いながら、ハンガーを手に取り、真澄の身体へあてがう。

「派手だね」

　似合うとも似合わないとも言わず、服の感想だけを口にする。真澄はハンガーを奪い、ラックへ戻した。

「わかってる。服はマネージャーに任してるから、オレはいいんだ」

「そんなことを言わず、せっかくだから買いましょう。おれが選びます」

「え、いや……」

　真澄はあとずさった。

　あれこれと押しつけられて、着せ替え人形になるのは好きじゃない。

　ついでに顔を歪めてみせると、花島は屈託なく小首を傾げた。

「大丈夫です。一発勝負の、決め打ちで」

　店内をぐるっと見渡す。客はふたりの他におらず、店員も遠巻きに控えているだけだ。

　花島はすぐに服を選び出した。裾の詰まった黒いボトムと、黒地に薄灰のよろけ縞が途切れながら細く入った開襟シャツだ。

「これだけでいいから、着てみてください。サイズは大丈夫だと思う」

　服を押しつけられ、花島が入っていたのとは別の試着室へ案内される。

「着替えを手伝いましょうか？」

　わざとらしく一緒に入ろうとする花島の肩を、真澄は笑いながら叩いて追い出した。

　あの日のキスは、お互いに覚えている。翌朝の探り合いはスリリングで、なんとなく甘酸っぱい感じもした。酔った勢いでしたことだから、なかったことにもできるはずだ。

　真澄はその通りに笑い話で片付けようとしたが、花島は酔った上での冗談にもしなかった。それどころか、ふとした瞬間に触れてくる指や、なにげなく投げかけられる視線が、ほんのり熱く感じられる。

　視線が合うと、花島は決まって微笑んだ。わずかなはにかみを含んだそれが、真澄には恐ろしくセクシーに見える。

　なにひとつ欠点のない男が、ちらりと見せてくる羞しゅう恥ち心だ。見栄も外聞もなく、真澄に対してだけ、自分をさらけ出しているようで落ち着かない気分になる。

「あいつ……」

　ひとりきりの試着室で、小さくつぶやく。

　真澄への尊敬と敵対心が絡み合って、好意へ変わったのだろうか。それとも、高みを目指そうとする真澄の向上心に共鳴したのか。

　好意を持っているふりで油断させようとしているとも考えたが、今回の舞台を成功させることはふたりの共通目標だ。過剰な揺さぶりをかけて真澄を潰つぶす必要性はない。

　なによりも、花島の表情には悪意がなかった。

　人の心を疑うことに長たけた『達也の感性』で見ても、花島はただひたすらに優しく、全方位から真澄を気遣っているのだ。認めたくないが、恋の匂いがする。達也の記憶をもってすれば、それぐらいのことは嗅ぎ分けられた。

　渡された服に着替え、真澄は鏡の前に立ってみる。

　シャツは涼感のある生地だが、着心地に反して厚みもある。腕の中間まである袖の長さが絶妙で、なおかつ全体の落ち感が身体のラインを拾いすぎずに洒落ている。

　真澄が試着室から出ると、花島はすでに元の服へ着替え終わっていた。

「やっぱり、よく似合う」

　いつもの穏やかな笑みが向けられ、真澄は目を据わらせた。

「なー。一発、決め打ちってさ。どういうこと？」

　着せ替え人形になるのは嫌だと訴える前に『大丈夫』と請け負われた。察しの良すぎる花島に対して疑問が募る。

「真澄さんは、そういうのが嫌いな人だと思って。それから、部屋着に、これとかどうですか？」

　見せられたのは杜若かきつばた色いろのジャージセットだ。色の具合と黒のサイドラインが絶妙で、どぎつい紫色も都会的に見える。

「あああ、それ……いい……。欲しい。でも、あれじゃない？　これでコンビニへ行っても大丈夫？」

　自分のセンスにまったく自信のない真澄は、ジャージに手を伸ばしながら花島を見上げた。

「大丈夫です。着るのは真澄さんなので」

　他のだれかならダメだと言いたげな口調だったが、あまりに趣味にぴったりのウェアを勧められた真澄は、疑問を感じずに流した。

　ジャージを揉もむように触りながら、ひっそりと吐息を漏らす。

「しかも、触り心地までいい……。買う、絶対に買う……」

「その服はどうしますか？」

「これも買う。裾が絞ってあるの、好きだな。オレがいつも行く店にはない感じ」

「デザイナーズブランドだから、ニュアンス、ちょっと尖ってるんです。さっきみたいな特殊な服もあるから、買うときは慎重にね。おれが一緒なら、まず間違いない。……また来ようね」

　さりげなく誘われ、試着室へ押し戻された。

　花島のアプローチは繊細だが強引だ。有無を言わせないのはもちろん、真澄のことを本当によく知っている。

　服を着替えながら、首をひねった。

　不思議な感覚だ。親兄弟と買い物をしても、ここまで理解されたことはない。しかも、世間にはひた隠しにしてきたセンスの悪さまで見透かされているのだ。

　服を着替え、試着室のドアからちょろっと顔を出す。男性店員と親しげに話していた花島が、覗く真澄に目ざとく気づいた。ひらひらと手を振る仕草は癪しゃくに障るほどさまになっている。

「じゃあ、行こうか。この近くに美お味いしいランチの焼き肉屋が……」

　真澄が持っていた商品を受け取り、店員へ渡す。金を支払おうとした真澄は、背中を押されてつんのめった。

「支払い……」

「在庫が奥にあったから、もう済ませておいた」

　花島が掲げてみせる大きなショッパーはひとつ。そこにふたり分の服が入っているのだろう。

「なんだ、それ。意味がわからない」

「わかってる、わかってる」

　真澄の気持ちを勝手に決めつけた花島に背中を押され、店の外へ出た。

「わかってないだろ。じゃなくて、わからないってのは、オレが、おまえに対して……。あぁ、もう！　こういうことは、されたくない」

　背中へ回された花島の腕を振り払う。

「……カレシ気取りかよ、って言うぞ」

　むっすり睨みつけると、花島の顔に戸惑いが浮かんだ。どうせ、言って欲しいと思っているのだろう。答えを聞くまでもない。

「どうせなんだから、ランチもおまえ持ちな！　今日はもう、ビタ一文払わない」

「もちろん、そうさせて」

　スタスタと歩きだした真澄を、花島は大おお股またに追ってくる。さりげなく店へと誘導された。

「真澄さん。怒らないでね。一緒に住んでもらったのに、着替えも用意してなかったから。……気になってたんだ。それだけだよ」

　いまさら、けなげな言い訳を聞かされ、真澄は歩調をゆるめた。

　こういうところも、この男はよくない。いつだってそうだ。三歩遅れてついてきて、わがままを言ったかと思えば、急に気の弱い言い訳を口にする。

「……あれ？」

　真澄は立ち止まった。初夏の光が、茂った街路樹の間から差し込んで揺れる。

　だれのことを考えていただろう。一瞬、わからなくなった。

　花島が腰を曲げて覗き込んでくる。

「だれのこと、考えてる？」

　視界に影がかかり、真澄はぼんやりしたまま相手を見た。

「おまえの、こと」

　噓は言っていない。ただ、語弊はある。

「そう。嬉しい」

　信じているわけでもないのに、花島は素直に受け止めて微笑んだ。真澄は眉根を引き絞り、碧がかった茶色の瞳に見惚れる。時間が揺らぐような感覚がやってきて、淡くとりとめのない既視感が現れる。

　花島の瞳には、真澄が映っている。いかつい顔つきの『達也』とは正反対の、繊細な線で形作られた美青年だ。

「なにが、嬉しいんだか」

　そっけなく言って、真澄は一歩だけあとずさる。

　このまま見つめ合っていたら、またキスをしてしまいそうだ。好意を隠そうとしない花島からは、期待する雰囲気が惜しみなく溢れ出ている。

　少しは隠してくれと言いかけて、真澄は顔を背けた。

　真昼の往来でなければ、人の通らない公園の片隅だったなら、誘いを断れない気がしたからだ。あの夜、足元に膝をついていた花島にキスを仕掛けたのは真澄だ。

　酒に酔った勢いで、キスのひとつやふたつ、減るものでもないと思った。

「真澄さん」

　すっと、あごの裏側に指が沿い、引き戻される。うつむいて目を伏せるような柄でもなく、真澄はまっすぐに相手を見つめ返した。

　花島は知っていたかのように、そこで待っている。微笑みに迎え入れられた真澄もたじろがなかった。

　ふたりのまわりでだけ、時間が止まり、行き交う車のエンジン音さえ聞こえなくなる。

　花島の好意が、真澄の心にひとしずく落ちて、沁しみてくる。

　強引な口説きではなく、ただひっそりと、真澄の心が傾くのを待っている我慢強さは、まるでアルファらしくない。

　恋のやり方は人それぞれだといっても、彼らは圧倒的に選ぶ立場にいる。

　達也の生きていた男女しかいない世界では、ほとんどの女が男から選ばれるのを待っていた。この世界では、オメガが、自分を幸せにしてくれるアルファを待っている。

　そしてアルファも、自分たちが選んで初めてオメガとの恋が始まると、そう認識しているはずなのだ。

　アルファが好意を持ち、相手を口説きながらオメガであるどうかを探っていく。そして、第二の性別が違っても求めるのか、あきらめるのかは、そのときどきだ。

　恋愛は結局のところ、激しい思慕ではなく、固定観念の行き着く先だ。かつての『達也』も、男のことは好きにはならなかった。

　興味本位で手を出しても、恋をした覚えはない。

「まつげが、ついてる」

　花島の指で、目の下をそっと押さえられる。肌を拭われた。

　絶えず溢れている微笑みは、彼の癖ではない。稽古場にいるときや、共演者やスタッフと話すときの花島は、凜り々りしい顔つきで神妙にしている。

　だから、真澄に対してだけ、どうしても抑えきれないとばかりに微笑む。そばにいるだけで幸せだと言わんばかりだ。

　にこりと笑いかけられた真澄は、めんどくさい素振りで視線を逃がす。

　真しん摯しに傾けられる愛情が、くすぐったくてたまらない。そして、花島は、この一瞬でさえも楽しんでいるようだ。口説き落とすよりも、もっと大事なことがあるのかもしれない。

　それはたとえば、一緒に買い物へ出ることで、並んで歩くことだ。

　見つめ合って微笑み、頰についたまつげを拭うこと。

　そんなことのなにが楽しいかと、真澄はあきれ半分に目を奪われる。

　花島の一挙手一投足が気になってしかたがない。

　けれど、あの夜、花島から『達也』と呼ばれたことは、忘れようとしていた。

　無意識に、そうしていた。　
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　雨の音が遠く、かすれていく。

　けれど、どこまでも、いつまでも、雑音のように聞こえてくる。

　倉庫の暗がりに充満する湿気へ、血の臭においが混じって不快だ。

　横たわる達也の上に人影が伸びる。上半身裸の男だ。彼が押さえているのは、脱いだばかりのシャツだった。悪態をつきながら、達也の脇腹をぎゅうぎゅうと押さえてくる。

　痛みはもう麻ま痺ひして、雨の音も、男の声も、遠ざかっては近づき、大きくなっては小さくなっていく。

　血で濡れた手を伸ばし、頰へ触れる。

「……泣くな」

　バカが、と続けた声がかすれた。視界が利かなくなり、気づいたときには腕に抱かれていた。若い男の腕で抱き寄せられ、達也は最後の力を振り絞って首へと手を回す。

　弟のようにかわいがった相手だ。子どもの頃はどこへ行くのも一緒で、守りながら育ててやった。同じ施設の、同じ孤児みなしご。

　天涯孤独なふたりの道は、やがてふたつに分かれた。

　達也はヤクザに身をやつし、彼は、正反対の警官になった。学校へ行く金を出したのは、達也だ。まっとうに生きてくれと願ったことはない。そんなことを願える育ちだったなら、もっとはっきりと、生き方を区別することができただろう。

　他人を殺して、他人に殺されるような、こんなことにはならなかった。

「達也さん、達也さん……」

　繰り返し呼ぶ声は子どもの頃とまるで変わらない。

「……いい、んだ……」

　いままでどれほどの危ない橋を渡らせただろう。これきりを繰り返して、引き戻せないところまで追い込んでしまった。

　だから、殺されてもかまわない。

「一回ぐらい……しとけば、よかったな……」

　達也の声がだんだん小さくなり、相手はくちびるに耳を押しつけるようにして声を拾う。意識を朦もう朧ろうとさせながら、達也は最後の言葉を口にする。

「生まれ……な、おまえの……」

　もう、腕に力が入らない。血が多く流れすぎたのだ。

　頰に落ちる雫が、涙とわかって、達也は目を閉じる。意識が急速に失われ、視界が暗転した。
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　泣きながら目覚めた真澄は、見知らぬ天井をぼんやりと見つめた。

　呆然としたまま、まぶたを閉じて、開く。これが現実だと理解して、息を吐き出した。

　知らないと思った天井は、花島のマンションだ。客間の洋室だと認識して、まなじりを手のひらの付け根でぐいぐいと拭った。ゆっくりと身体を起こす。乱れた髪は汗に濡れ、額へ貼りついていた。

　パジャマ代わりのＴシャツも湿っている。

　首を左右に動かして髪を揺らし、ベッドをおりた。部屋を出る。右にはトイレと風ふ呂ろがあり、突き当たりを左へ曲がれば、右手側すぐのドアが主寝室だ。ノックしようとして、リビングから明かりが漏れていることに気づいた。

　そっと覗く。大きなソファに座る花島の背中が見えた。

「……はなしま」

　小さな声で呼びかけると、相手はすぐに振り向く。

「眠れないの？」

　手元には台本が見えた。カーテンを閉じていない部屋は間接照明に浮かび、窓の向こうのテラスは闇の中だ。まだ夜は深い。

　台本を置いて立ちあがった花島は、音を立てずに歩いてきた。真澄の目の前に立つ。音楽が流れていないリビングは、しんと静まっていた。

「夢を見たのか……」

　花島がひとりごとのように言ったのは、真澄の目元に涙のあとを見つけたからだろう。ハッと息を飲んだ真澄は、自分の目元を両手でこする。

　慌てた花島に、手首を摑まれた。

「こすったらダメだ。タオルを絞ってくるから。座って、待っていて」

　腕を引かれ、ソファへと促される。

　座ってぼんやりしていると、タオルを持ってきた花島が隣に並んだ。真澄を振り向かせて、目元をそっと拭う。されるに任せたのは、まだどこか寝ぼけているからだ。

「……はぁぁ……っ」

　深く息を吐いた真澄は、ソファの背もたれへ、ぐったりと取りすがった。

「夢見が悪かった……」

「いつもの？」

「うん。だんだん、生々しくなってくる……」

　断片的には話していたが、夢の全容までは知らせていない。朝食タイムの、なにげない雑談にすぎなかった。

「台本を読んでたのか」

　テーブルに置かれた台本をちらりと見る。

「うん。変更があっただろう。頭に入れておかないと。……なにか、飲む？　温かいものを作ろうか」

　腰を浮かそうとする気配に気づき、裾をつまんで引き止める。紺地に白いパイピングが施されたパジャマだ。やわらかな布地で、触り心地がいい。

「ごめん。ここにいて……」

　真澄はうつむき、座り直した花島へと片膝を向けた。上半身を倒して、肩へ額を預ける。

　悲しい夢だった。達也のままならない後悔が生々しく尾を引いて、真澄の中にまだ残っている。

「なぁ、花島。おまえさ、オレのことを、違う名前で呼んでただろ？　酔った日」

　花島の肩に、かすかな緊張が走る。うまく隠していたけれど、肩へ触れている真澄は、わかってしまう。それでなくても、花島の行動が読めるようになってきた。

　キスをして、服を買いに出かけて、ふたりの同居生活は日常に変わりつつある。花島が微笑んで見つめてくることも、真澄がそっけなく受け流すのも、慣れたやりとりだ。

　ふたりの距離は、同居前とは比べものにならないほど、ぐっと縮まっている。

「そうだった……？　間違えたのかな」

　静かな声で答える花島に対して、肩へ額を預けたままうつむいた真澄は失笑した。

「噓つけよ。あれさぁ、夢の中のオレの名前だった……たぶん、そうだ。どうして、知っているんだ」

「……今夜は、どんな夢だったの」

　花島に話をそらされ、真澄は肩から額を離した。

　横顔へ視線を向けると、今度は花島がうつむく。端整な横顔を見つめた真澄は、ここ数日でまた場面が変わった夢の内容をなぞり直してみる。

「オレはヤクザで、相手は警察……たぶん。オレはだれかに刺されて……死ぬところだった。死んだ、のかな。……あれ、なに？」

「おれに聞くの？」

　ふっと視線を向けてきた花島は苦々しい表情を浮かべる。

「あの夜に呼んだのは、真澄さんが、うなされながら口走ってた名前だよ。どんな反応をするだろうと思って……あれを言ってみただけなんだ」　

「違うだろ」

　そんなはずはない。うなされながら口走った名前については『チヒロ』だと言われたのだ。キスした夜は、たしかに『達也さん』と呼ばれていた。

　しかし、そんなことを問い詰める気にはなれない。

「……そうだよな」

　真澄はソファへもたれて、つぶやいた。

「おまえが知ってるわけ、ないんだよな」

　そのまま、ずるずるとソファへ沈み込み、花島の腕へもたれる。甘えたような仕草だがかわされることはなかった。

　真澄は地方都市の生まれだ。ベータの両親とベータの姉弟に囲まれて育ち、ごく普通に甘やかされてきた。不安になると人肌が恋しくなるのはそのせいだろう。

　家族の中でひとりだけのオメガだったが、守られていた記憶しかない。物心ついてからも、思春期に入ってからも、家族仲はよかった。

　悲しいことがあって眠れないときには、だれかがそっと寄り添っていてくれる。それは真澄に限らず、兄弟のだれであっても同じだ。

　達也だった頃は微塵も信じなかった家族の優しさを目の当たりにして、物心ついたばかりの真澄は戸惑ってばかりいた。気遣われるたびに、いつ嫌われるのかと怯おびえてしまう。達也の育ちからすれば、当然のことだ。

　しかし、嫌われたくないと思うことさえ懐かしい記憶だった。ヤクザになった達也は、見栄とはったりを振り回して、傍若無人に生きていたのだ。

　達也の記憶を引きずりながらも、やがて真澄として家族のために寄り添えるようになり、両親からは、恥ずかしがり屋なのにがんばっていると優しく励まされた。人より劣ったコミュニケーション能力が、蔑さげすまれるのではなく励ましの対象になる世界も想像したことがない。

　鏡に映る真澄を見るたびに、外見の姿かたちが人生を決めるのかと考え、そうではないことも悟った。周囲の人間は善意のかたまりだ。強奪よりも努力が勝り、正当な評価が当たり前のように与えられる。

　達也が生きていた世界でも、そんなふうに育った人間はいたのだろう。

　なるべく出会わないように、関わらないようにしていたことが、胸に沁みて苦しくなる。

「夢だから、断片的なんだけどさ……」

　真澄は、ひとりごとのような小さな声で言った。明るく爽やかな朝ではなく、暗く沈んだ深夜だから言えることもある。

「なんか、いま生きてる世界とは違うんだ。オレの、見る夢……。日本なんだけど、現代なんだけど……。第二の性はないみたいな世界。なんだろうな。『異世界転生』ってやつかな」

　自分で口にしていて、可笑しくなる。非現実的だ。

「おかしくない？　なんか……こんな夢なんだか、前世なんだか、ワケのわからないものに振り回されて。でも、小さい頃からずっと見てる夢だ。それが、おまえと暮らすようになって、どんどん見たことない場面まで出てくるようになった……」

　そして、現実は夢の中に干渉している。止まっていた夢の中の時間が動き出したのだ。

　死ぬ前、たしかに達也は人を探していた。けれど、相手ははっきりとしない。記憶に霧がかかって、まるで思い出せなかった。思い出すことが必要にも思えなかった。

　けれど、夢の中で探し続けていたことは事実だ。

　相手は若い男で孤児院育ち。そこでふたりは出会い、達也はどこに行くにも相手を連れ回し、離れてからも金を送っていた。優しさだけではない打算の関係だ。

　その相手の顔も名前も、思い出せない。達也の記憶は深い場所に沈み込んでいて、はっきりさせようにも手立てがなかった。

「おまえのせいじゃないの……？」

　真澄はくちびるの片端を歪める。

　動き出した夢の中の時間。達也の名前を口にした花島。そして、繰り返す既視感。

　疑いを持ってもおかしくはないだろう。

「運命だったら、どうする？」

　振り向いた花島は、穏やかな笑顔を浮かべていた。

　川沿いの遊歩道で交わしたキスが脳裏によみがえり、真澄の腰は、もぞもぞとこそばゆくなった。男と、あんなこと、どんなに酔っぱらってもしたことがなかった。

　達也の持つ苦い経験の数々は、いつも真澄のストッパーになっている。同じ失敗は二度としない。だから、後悔しそうなことにも近寄らない。

　すべては現い世まの両親と兄弟のためだ。

　それなのに、どうして花島とはキスをしてしまったのだろう。

「運命……？　前世からの？」

　ありえないと思いながらも、真澄はぼそぼそと繰り返した。花島と行動するとよみがえる懐かしいような苦さ。それは、思い出そうとしても指先からこぼれ落ちてしまう、達也の記憶の頼りなさだ。

「この場合は、前世が異世界ってことに、なるの？　おまえは……」

　いったい、だれなのか。

「だとしたら、真澄さんは、おれを好きになってくれる？」

「ん？　どうして？」

　素直に首をひねった。花島へもたれかかったまま、真澄は片膝を抱き寄せる。

「夢の中に出てくるふたりは恋人じゃなかったよ」

　達也が一方的に相手を利用していたのだ。おそらく、好意と信頼につけこんで、言うことを聞かせていた。達也は、ヤクザをやっていなくても、倫理観のズレた悪い男だ。

　利用されていた男が花島だとしたら、恨まれていてもおかしくはない。時間や世界を越えてめぐり逢あうものが、温かな愛情ばかりだとは限らないだろう。

　悪意が追ってくることだって、ありえる話だ。

「真澄さん、おれのベッドへくる？」

　静まりかえった部屋の空気が、花島の声に応じて、わずかに震えた気がした。

「ひとりで寝るから悪い夢を見るんだ。それならさ、一緒に寝たら、どう？」

「……わかってて言ってるなら、ひどいな」

　アルファの花島と同じベッドで寝るなんて、とんでもないことだ。間違いが起こっても、文句は言えない。

　黙った花島の手が、ソファの上に置いていた真澄の指をきゅっと握る。力は強いが優しい仕草だった。口では誘っても、花島自身にはまだ遠慮がある。

　アルファが踏み込むと決めたなら、関係は確実に動く。そんな、ふたりだ。男と女が惹かれあうように、アルファとオメガも惹かれあう。男同士でも。

　そして、遊びのように抱きあうこともできる。

　つがいの関係を構築するアルファとオメガのセックスは、男女のセックスよりも快感が強いと聞く。

　興味がないわけではなかったが、ひとつ間違えれば地獄のような依存状態に陥ることが想像できて、真澄は未経験のままだ。

　花島はどうだろうかと、指先に体温を感じながら考える。だれかを好きになって、抱きあったことがあるのだろうか。

　引き寄せた片膝にこめかみを預け、横顔をぼんやりと見つめた。

　振り向かない花島がうつむき、かすかに笑う。

「そんなに見ないでよ。恥ずかしい」

「なーにが、だ。きれいな顔して、よく言う」

「真澄さんだって、きれいなんだよ。……振り向いてもいい？」

「やだ」

　引き締まった頰を見つめたまま答える。

　振り向かれて視線が絡んだら、緊張するのは真澄だ。ならば、このまま気楽に見つめていたい。

「花島は……、恋をしたこと、ある？」

「あるよ」

　あっさりと振り向く花島を軽く睨み、今度は真澄が視線をそらして前を向く。　

「どんな、相手……。いつのこと？」

「ずっとずっと、ひとりだけが好きだ。おれは、その人しか見えてない」

「……バカ」

　息を吐くように声を漏らす。だれのことを言っているのかは、すぐにわかる。

　花島は、好意を隠そうともしない。彼が熱心に視線を送る相手。それは真澄だ。

　花島の気配が近づいて、こめかみにくちびるが押し当たる。すぐに離れたが、真澄の身体は火ほ照てるように熱くなった。背中がぶるっと震える。

「なに、するんだよ……」

「謝らない。おれは、あなたが好きだから……。ずっと、ずっと、好きだ」

「だめ、だ……」

　花島の手から指を引き抜き、両足を抱えて背中を向ける。

「おまえとそういうことになったら、オレがオメガだっていつかは世間に知られることになる。子どもを産む気はない。……おまえが相手じゃなくても」

「でも、好きなんだ」

　Ｔシャツを着た真澄の背中に、花島の手のひらが当たる。続いて、肩に重みを感じた。花島の額が押し当たっている。

　じんわりとした熱が首筋に広がり、真澄は生まれて初めて『その場所』を意識した。露あらわになった無防備な、うなじだ。

　真澄の身体が大きく揺れたが、花島は引かない。

　背中から腕を回し、真澄を抱き寄せる。

　アルファとオメガには『つがいの儀式』がある。性交をしながらアルファがオメガの首筋を嚙むのだ。詳しいことはまだ解明されていないが、一説では、『嚙む快感』と『嚙まれる快感』によって脳の一部が刺激を受ける、とされている。

　結果、お互いに強く依存するようになるのだ。現在では『強い共存を望む』と表現される関係だった。

　しかし、つがいも絶対ではない。不用意な儀式のあとで別れることになれば、依存関係を構築したアルファとオメガの双方に深い精神的外傷が残る。それでも、優位な遺伝子を持つアルファの立ち直りは早いようだ。

　淡い緊張に囚とらわれた真澄は、大きく息を吸い込む。離れて欲しいと言いたいのに言葉が出てこず、首筋の近くに花島の息づかいを感じるだけで身体の硬直が増す。

　途中で気づいた花島は、さりげなさを装って、反対側へ顔を背けた。呼吸がかからないだけで安心感が広がって、真澄はようやく、ゆるゆると息を吐く。

　アルファに近づくだけで、自分の中のオメガを意識してしまう。

　なのに、いまはひとりでいられない。

　花島に抱き寄せられていると、不思議に心が凪ないだ。

　そして、花島を意識しないでは、いられなくなる。

「真澄さん……。酔ったとき、キスしたこと、覚えてる？　あれ、嬉しかったな」

　花島が笑うと、真澄の身体もかすかに揺れる。身体へ回された腕に力が加わり、ほんのわずかに引き寄せられた。

「あなたは少しも変わらないから……。すごく……、嬉しかった」

　ひとりごとのようなささやきに、真澄は答えられない。

　花島はなにかを知っている。しかし、花島が過去を匂わせるたび、真澄の心は冷めてしまう。気にはなっても、強く問い詰めることができない。

　花島がだれであろうと、どうでもいいと言いたくて、言えなくて。期待と不安が交錯して、心は激しく揺れ動いた。

　指先がふいに震え出し、奥歯を嚙んで拳を握る。花島の手がゆっくりと動き、真澄の指をほどいて絡んだ。

「大丈夫だよ、真澄さん」

　優しい声で慰められ、今夜の悲しい夢が溶けていく。

　過去からよみがえるものの正体を知ることが、真澄にはこわくてたまらない。達也が望みながら手に入れられなかった『幸福な人生』が崩れてしまうような気がするからだ。

　あの頃の苦しみには戻りたくない。

　なのに、花島は動かしてしまう。停滞していた夢は動き出し、ふたりの関係も、やがては明らかになる。

　目を閉じた真澄は孤独に耐えた。

　花島の体温を背中と肩で受け止めていく。

　遠い世界の、ここではない、どこかで、ふたりはたしかに出会っていた。
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　雑誌のインタビューが終わり、メッセンジャーバッグを斜めかけにした真澄は出版社の会議室を出た。エレベーターに乗ってロビー階までおりる。

　こぢんまりとした空間を横切りかけて、マネージャーの安田の姿に気がついた。

「高石くーん！」

　向こうも気づき、陽気な表情で手を振ってくる。うだつのあがらない人の良さが、彼の売りだ。見るたびに心がなごむ。

「おつかれさまです、安田さん。ご用事ですか」

　合流する予定はなかったので、別件だと踏んで尋ねる。

「うん、急ぎで確認するものがあるらしくって、呼び出されたんだ。あれから、どう？　高石くんがなにも言ってこないから、こっちも連絡を控えていたんだけど。遠慮しているわけじゃないよね？」

「してませんよ、大丈夫です。あいつ、ちゃんとイイやつでした」

　その理由が、自分に対する恋心ゆえだとは言えない。差し障りのない笑顔を向けると、安田は胸を撫でおろした。

「そう、それはよかった。アルファもいろいろだからねぇ。……あ、高石くん。その服、いつもの店？」

　真澄が着ているのは、花島と買いにいった服だ。選んだ人間を信用してはいるが、いざ、安田に指摘されると評価が気になってしまう。

「別の店なんですけど……、どうですか？」

　おそるおそる尋ねると、安田の表情がパッと明るくなった。

「……だよね！　あの店のテイストじゃないよね。いいよ、すごくいい。いつも同じ店だと高石くんも飽きるだろうって話が、事務所でも出ていてね。あー、よかった。センスが育ってきたんだなぁ」

　しみじみと言われたが、真澄のセンスは一ミリも変わっていない。花島のマンションでは杜若色のジャージで過ごして、ご満悦な日々を送っているぐらいだ。

「実は、花島くんに選んでもらったんです……。ぼくの趣味は変わってません」

「え！　そうなの！」

　安田は大げさに声をあげた。花島と買い物へ出かけたことよりも、服の趣味が変わっていないことに驚かれた気がする。センスの悪さを自覚している真澄は複雑だ。　

「残念で、すみません」

「いや、謝ることじゃないんだけど……。ごめん、ごめん。いや、まぁ、そこはソレだもんね。あぁ、そうだ。……薬は飲めてる？」

　もごもごとごまかしながら肩を叩かれ、ひょいと顔を覗き込まれた。

「効きが悪くなってるように感じたら、すぐに連絡してよ」

　小声で言った安田は、心底から心配している表情だ。

　顔合わせから本番まで三ヶ月弱。それが終わった頃にヒートが来るように調整している。もしも早まってしまった場合は鎮静剤で対応できるが、アルファと一緒にいるときに始まると厄介だ。互いのフェロモンが作用して、収拾がつかなくなる恐れがある。

　つまり、セックスしないでは、いられないということだ。

　いくら紳士然と振る舞っている花島でも、好意を寄せているオメガのヒートには自制が効かないだろう。

「いつもご心配をおかけして……、申し訳ないです」

　頭をさげた真澄は、花島から告白されたことを告げなかった。

　本来なら、すぐにでも同居を解消して離れるべきだとわかっている。しかし、できなかった。問題は、あの夢だ。

　花島と離れたら、夢の中の時間が動かなくなる可能性が高い。

　人を探している夢を見るぐらいならやり過ごせるが、痛みをこらえながら後悔に襲われる場面を繰り返すのは気き鬱うつだ。前に戻るか、先に進むか。とにかく、場面が切り替わって欲しい。

　同居の期限は、十日後の通し稽古が始まるまでだ。それまでには替わるだろうと、楽観主義の真澄はたかをくくっていた。

　花島が達也を知っていることについては、心の中の高い場所へ隠して考えもしない。やはり、知ることはこわかった。

　肩を落とした真澄を相手に、安田が手を振り回す。

「いやいや、僕のほうはいいんだよ。今回の舞台は、高石くんにとっても正念場だ。難しい役だからね」

　アルファの王子を守る、オメガの騎士。

　それだけならまだしも、演出家は、世の中に定着しているオメガ像を壊すつもりだ。真澄の演技によっては、酷評に晒さらされることも覚悟しなければならなかった。

「心配はないよ。僕が見てきた、高石真澄はすごいんだから」

　安田は満面の笑みで自分の胸を叩く。

「花島智紘を引き立て役にして食っちゃうところ、楽しみに待ってるからね！」

　長い付き合いだからこその信頼と確信が伝わってきて、真澄も笑って返した。

「……無茶振りだなぁ」

　ふざけて天を仰ぐふりをする。その瞬間も、花島のことが脳裏を過ぎった。

　ふたりきりでいるときは終始穏やかに微笑んでいるが、立ち稽古に入ると真澄を相手にしても別人だ。ぴりっとした空気は、明らかにライバルに対する緊張感を持っていて、真澄も絶対に手は抜かなかった。

　花島の集中力が途切れないので、真澄の集中力も引きずられて続き、見学している共演者やスタッフが息を飲む場面も多い。夏華にいたっては、ふたりの演技に引きずられ、こっそり涙ぐんでいるほどだ。

　しかし、課題はまだ山積みだった。

　互いに力が入りすぎて、恋愛部分の感情が表現しきれない。恥じらいが原因ではなく、ふたりの感情が嚙み合わないことが問題になっている。

　恋に落ちた『アルファ』と『オメガ』を、対等な関係として演じることは難しい。これが、アルファからの一方的な愛情に晒され、翻弄されていくようなオメガなら簡単だ。

　しかし、その解釈では、いままでの『サンドリヨンの鐘が鳴る』と変わらない。演出の北河豪ごうは、男同士の魂のぶつかりあいから互いを求め始めて、対等に愛し合っていく主人公ふたりを模索している。

　だから、今回の舞台でもっとも困難な役柄は真澄が演じるオメガ騎士だ。本来のオメガらしくない雰囲気を出すためにベータの俳優を起用した側面もあるのだろう。

「でもまぁ、やってやりますよ」

　安田に向かって、にやりと笑って見せる。さらさらと額へ流れた髪をかきあげた。

「それぐらいのことをしないと、壁は壊せませんから」

「君の後ろに、仲間が続くと思えばねぇ。よろしくお願いしますよ、稼ぎ頭！」

「安田さんのボーナスためにも！」

「それ、最高！」

　ふたりで朗らかに笑い、明るく手を振って別れた。

　安田はいいマネージャーだ。新人の頃から担当してもらっているが、どんな苦境でも、ものごとの明るい面を見ようとしてくれる。そして、暗く淀よどんだ部分は、さっと隠してしまうのだ。

　そのさりげない気遣いには、何度も救われた。真澄がオメガであることについても同じだ。オメガだからヒートに振り回されてしまうのではなく、だれでも体調の良し悪しを抱えているのだと諭された。目に見えない持病はいくらもある。そのことに、真澄は思い至っていなかった。気づいてからは、オメガであることのコンプレックスはやわらいだ。

　今度の舞台が成功すれば、安田はきっと心から喜んでくれるだろう。事務所の社長も、他の社員も。

　そして、所属するタレントたちには、嫉妬しっとと羨せん望ぼうを抱いて欲しい。

　褒め言葉は外面だけでかまわないから、ピリピリした緊張感を忘れずに切せっ磋さ琢たく磨ましていきたかった。それも、達也だった記憶の中には存在しないものだ。

　あの頃は、他人の足をいかに引っ張り、生き残るか、そればかりを考えていた。

　足どり軽くビルを出て、夕暮れの街を横切って地下鉄の駅へ向かう。帰宅ラッシュの人の波にまぎれ、携帯電話で時間を確認した真澄は行き先を変えた。

　花島のマンションへは戻らず、稽古場へ向かう。

　ちょうど終わる頃に着くはずだ。驚く花島を想像した真澄は、にやりと笑う。

　迎えにきたと言ってやれば、喜ぶに違いない。たまには、こちらからのサプライズでマウントを取ってやろうと決めて、乗客待ちのタクシーへ手を挙げた。







　稽古場にいる花島は、やはり別人のように凜々しい。

　一緒に暮らすまでの印象を思い出し、真澄は小さく笑いをこぼした。

　帰り支度を終えた共演者たちと目が合い、くちびるの前に人差し指を立てて見せる。みんな、挨拶を引っ込め、会釈だけを交わしてすれ違う。真澄はそろりと忍び込んだ。スタッフの後ろに隠れて壁に貼りつく。

　花島はフロアの片隅でダンスを踊っていた。劇中で見せるワルツの練習をしている。

　相手は夏華だ。長い髪を後頭部の高い位置で団子にまとめ、真剣な表情で花島と組み合っていた。どうやら、夏華がダンスを覚えきれず、居残り練習に付き合っているらしい。

「ナッカちゃんは、花島くんを意識しすぎなんだよなぁ」

　前に並んだ若いスタッフがふたり、噂話を始める。

「しかたがないだろ。彼女、オメガだし」

　ひとりが答え、もうひとりもうなずく。

「あー、それね。ベータの女だって、メロメロになるんだもんな。花島くんのフェロモンは半端ない。もしかして、これを機会にうまくいっちゃうとか？」

「アリかもね。ナッカちゃん、おっぱい大きいし」

「……花島くんが巨乳好きと決まったわけじゃないだろ」

「え！　おっぱい、嫌いな男がいる？」

　真澄が真後ろに潜んでいるとは知りもせず、言いたい放題に楽しげだ。真澄は薄笑いで聞き流し、踊るふたりを見た。

　胸の大きさはともかく、夏華の見た目はかわいい。性格だって素直で、かわいげがある。花島と並んでも違和感のない『お似合いのふたり』だ。

　そう考えた瞬間、真澄の胃の奥が重くなる。

　手のひらを押し当て、なおもふたりを目で追う。花島が一歩踏み出すと夏華が押されてさがる。横へ進んで、次はターンだ。それから、また花島が踏み込む。

　一歩引かなければならない夏華のタイミングがズレて、カウントが止まる。

　ふたりはまた最初からステップをやり直す。夏華は真剣だ。ふざけているのでも、花島に気を取られているのでもない。コツが摑めずに右往左往しているのが、見て取れる。

　真澄はたまらず、深いため息をついた。

　前に並んだスタッフが、驚いたように飛びあがって振り向く。

「高石くん……ッ」

「しっ！」

　片手を胃のあたりへと当てたまま、もう片方の指をくちびるの前に立てる。

　そのとき、スタッフの向こうで、夏華が足をもつれさせた。花島の腕でとっさに抱き寄せられる。真澄の心臓が小さく跳ねた。嫌な感覚が小さな稲妻になり、生まれた不快感が胃の奥にぐるぐると渦を巻く。

「花島くんは、貧乳派らしいよ。ぺたんこがいい、って」

　真澄は適当なことを言い、その場を離れた。胃から手を離し、フロアを横切る。

　うまく踊れない夏華は、ぺこぺこと頭を下げている。それを止めていた花島は、真澄に気づくなり破顔した。

　あけっぴろげな笑みは、花島のマンションでしか見せないようなものだ。突然に現れた真澄のサプライズは成功したが、想像以上の笑顔に驚いた。

　スタッフたちが誤解するのではないかと思うほど、花島の表情からは真澄への特別な想いが溢れていた。しかし、真澄だけが、そう思っているのかもしれない。

　彼らを振り向いて確認することはせず、花島と夏華へ近づく。

「ナッカちゃん。ちょっと、いい？」

　うまく踊れず、すっかりしょげている背中をそっと撫でる。ちらりと向けられた瞳には涙がにじんでいた。

「このダンスは、お互いの腰の端が連動してるって考えるんだよ。先生にも言われたんじゃない？」

　言いながら、メッセンジャーバッグを床に置く。両手を挙げてホールドの形を取った。花島へ視線を向けると、同じように形を作る。夏華の代わりを演じる真澄は引き寄せられるように近づき、左手を、花島の肩寄りの二の腕へと置いた。

　右手はまだ組まず、右側の腰骨を指差した。

「ここ。オレの右の腰骨と、花島くんの右の腰骨。ここに、ジョイントがあるんだ。あとは、彼のリードに従う」

　言いながら、右手も預ける。背中をやや左へそらして首も倒す。

　カウントを取った花島が大きく足を踏み込んでくる。合わせて沈み込むように足を引く。あとはリードされるままにステップを繰り返すだけだ。

「ナッカちゃん、一番初めに花島くんが踏み込んでくるとき、少しこわいだろう？　でも、思い切り後ろへ退いて。そのとき、お尻しりを突き出さないように沈み込む」

　教えながら、何度か、繰り返して踊ってみせる。それから、花島と離れて、夏華に向かってホールドの姿勢を取った。男側のポジションだ。

「おいでよ。気楽な気分で」

　からかうように笑いかけると、花島とのダンスを必死の形相で見ていた夏華がくちびるを引き結んだ。右手の肘先を挙げて、左手の肘は斜め後ろへ、腰骨をしっかりと立てて胸を開く。

　すっと組み合い、カウントも取らずに真澄は大きく踏み込んだ。わざと腰骨をぶつけるように動く。

「あっ！」

　小さく叫んだ夏華が大きく後ろへ退いた。身体のバランスが崩れてよろめく身体を、真澄は強引に引き寄せる。
















「姿勢！　背中を意識して……っ！」

　声をかけると、夏華は即座に対応する。優雅ではなかったが、足がもつれることもなく最後までステップを続けて踊り抜く。

「わかった？　じゃあ、花島くんとも踊ってみて」

　夏華から離れて、花島へ目配せを向ける。なにか言いたげな表情をしながらも、花島はホールドの姿勢を取った。

「おまえの踏み込みがいい加減なんだよ。ぐいっと行け」

　真澄が花島に向かって言い放った瞬間、手を挙げた夏華が振り向く。彼女の手を自分から摑みに行った花島は、始まりのカウントだけを取って踏み込んだ。

　真澄との練習で、足の引き加減を学んだ夏華は戸惑わなかった。優雅に沈み込んでさがる。そして、流れるような動作で今度も踊りきった。

「上半身が崩れてるから、そこは自主練を忘れないようにね」

　夏華の肩をポンと叩いて顔を覗き込む。

「ここは、ナッカちゃんの見せ場なんだから」

　最後まで踊りきれたことで安堵した夏華の表情を確かめ、真澄は床に置いたバッグを斜めがけにする。

　夏華がぴょこんと頭を下げた。

「ありがとうございました。……あれ？　高石さん、今日……」

「東浦さんに用事があって。それじゃあね」

　稽古のない日だと口にされる前に適当な言い訳をする。さっと背中を向けたのは、花島と話したくなかったからだ。理由はない。ただ、いまは無性に嫌だった。

　その場を離れ、一部始終を見ていたスタッフたちに手を振ってから部屋を出た。

　どうせ、帰る先は花島のマンションだ。でも、毎日、律儀に泊まる必要はないのかもしれない。そう思った。

　話題作りはじゅうぶんにできている。毎日が二日に一回になっても、このまま終わってしまっても、『役作りのための同居』を行った事実はすでに存在する。

　夢の内容だって、離れてしまえば元へ戻る可能性があるのだ。花島にこだわりすぎていると自じ嘲ちょうしながら、真澄は、彼と達也との繫がりを想像しないようにした。

　そこになにかがあっても、思い出したくない。いまを、失いたくない。

　そう繰り返して目を向けた先に、エレベーターを待つ東浦がいた。

「高石くん。どうしたの？　今日は参加じゃなかっただろう？」

　軽く片手を振りながら声をかけてくる。

「……東浦さんに、会いにきたんです」　

　夏華への言い訳をそのまま繰り返すと、東浦は大きく目を見開いた。

「え？　なに？　……こわいな」

　笑いながらも、冗談半分に両手を広げる。

「抱き合っておく？」

「どうしてですか。しませんよ」

　笑い返して睨み、肩をすくめた。

「この前の脚本の直しに不満があるなら、僕じゃなくて北河さんに言ってくれ」

「不満はありません」

　エレベーターの扉が開き、ふたりで乗り込む。閉まる瞬間、人影が扉の前に見えたが、ボタンの前に立った真澄は容赦なく『閉』のボタンを連打した。

「花島くんとケンカでもした？　さっきの、彼だろう」

　ロビーに出てから東浦に言われ、真澄はつんとあごをそらした。

「そうでした？　人がいたんですね」

「いたように見えたけど……。まぁ、それよりも食事はどう？　同居生活の愚痴なら聞いてあげるよ」

「愚痴なんて……」

　ないと言いかけてくちごもる。

「ありそうだ」

　笑った東浦が身を屈かがめた。視界の中に入ってきて、にこりと笑う。

　それを見た真澄は違和感を覚えた。相手が東浦で、花島ではないことが不思議だ。ここ最近、真澄の顔を覗き込んでくるのは花島ばかりだった。

　雰囲気のある端整な目元を思い出す。するとまた胃がぐるぐると重くなる。

「ゆっくり話せる穴場の居酒屋を見つけたんだ」

　誘ってくる東浦の目が真澄の向こうを見た。

　乱れた息づかいが聞こえたかと思うと花島の声がした。

「真澄さん、また約束を……忘れて……」

　肩越しに振り向くと、バッグを肩からかけた彼がいた。エレベーターに乗りそこねて、階段を駆け下りてきたのだろう。二の腕を摑まれ、とっさに振りほどく。

　東浦は訳知り顔でふたりを見比べ、からかうように微笑んだ。

「これは……どっちが、どっちに、どうなの？」

　まったく要領を得ない質問をされる。けれど、当事者にはよくわかる。真澄は肩をいからせて答えた。

「花島くんが、ぼくに、懐いているんです」

「それで、高石くんの機嫌が悪くなってるわけじゃないよね？」

「ぼくらの問題です」

　息を整えた花島の声が冷たく響いた。失礼に思えるほど辛しん辣らつだ。

「やめろよ。オレの態度が悪かったんだ」

「やっぱり、気のせいじゃなかった」

　東浦を気にしながら、花島は大きく息を吐き出した。長めの髪をかきあげた仕草がさまになる。こんなささいな瞬間でも花島は見目のいい完全無欠の色男だ。　

　だからこそ、夏華と並んでいる姿が憎らしかった。

「すみません、東浦さん。居酒屋は、また今度にさせてください。見ての通り、めんどくさいやつに懐かれているので……」

「そうみたいだね」

　苦笑を浮かべた東浦は、真澄から花島へ向き直る。

「高石くんの優しさにつけこむのはよくないな。そんな役作りで、いい結果が残せるとも思えない」

「ご忠告、感謝します」

　花島は不敵に微笑み、小首を傾げた。

「あなたからだと、真実味がありますね」

　口調からも言葉からもトゲが出ていて、聞いている真澄はハラハラしてしまう。東浦が寛容でなかったら、口論になりかねない態度だ。

「……すみません、東浦さん。オレが叱しかっておきますので」

　花島を押しのけ、割って入る。

「いやいや、高石くんが謝ることじゃない。早く同居生活が終わるといいね。食事は舞台が終わったあとにでも。それじゃあ」

　さっと手を挙げて、東浦がその場を去る。

　ぐったりと肩を落とした真澄は、長く尾を引いて息をつく。花島を横目で睨み、なにも言わずにその場を離れる。

「真澄さん……っ」

　小走りに追ってくる花島に手首を摑まれ、そっけなく振りほどく。やめろと睨む気にもなれなかった。

「どうして怒ってるんですか」

　花島の声を背中に聞いて、ようやく、自分が怒っているのだと、その可能性にも気づく。けれど、これが怒りである意味がわからない。

「怒ってない」

　と、冷たく答える。胃の奥はまだじんわり重い。押し隠した本心がうごめくように顔を出してくる。自分の感情を持て余した真澄は、肩越しに花島を睨んだ。







「東浦さんに、あんな態度、どうかしてるぞ」

　マンションまでタクシーを使い、リビングのソファへバッグを投げる。腰に片手を当てて振り向くと、ダイニングテーブルの脇に立つ花島は目に見えてたじろいだ。

　いつもの微笑みさえ、うまく作れないのだろう。一瞬だけうつむき、髪をかきあげた。

「真澄さんは知らないんでしょう」

　目を細めて、不遜げに鼻で笑う。

「東浦のオメガ好きは、一部で有名なんですよ。キャスティングをちらつかせて、若手を泣き寝入りさせてるんだ。本人はベータだろうから、アルファコンプレックスがあるんでしょうね」

「毒されてる……」

　業界に流れている噂なんてろくなものではない。あることないこと騒ぎ立てて、足を引っ張り合っては泥まみれになっているだけだ。

「あなたは、昔からそうだ」

　花島がどこか悲しげに言う。

「評価してくれると思った相手に、心を開きすぎる」

「なにを言ってるか、わからない。……おまえ、『だれ』なんだ」

　まっすぐ見据える真澄の視線を、花島も真正面に受け止める。けれど、ふたりの距離は手を伸ばしても届かないほど離れていた。

「記憶にないなら、忘れたいんじゃないんですか？」

「気になってるから聞いてるんだ」

「自分で思い出してください。それぐらいのこと……っ」

　だんだん声を大きくした花島は、言葉を詰まらせる。そっぽを向いてくちびるを引き結んだ。

　その仕草を、真澄はたしかに知っている。

　年齢に似合わない、拗すねた横顔。一いち途ずな瞳。強情なくちびる。思い通りになるようでいて、まったくならなかった。そういう人間を知っている。

「オレの気を引こうとしてるなら、夏華とベタベタするな」

　言葉がするりとくちびるから出ていく。

「は？」

　花島が驚いたように眉を跳ねあげたが、もっと驚いたのは真澄だ。自分がなにを言い出したのか、自覚するのに数秒を要した。

　見つめ合ったまま、苦々しくくちびるを歪める。

「ダンスのひとつぐらい、コツを教えれば済むだろう。それを、あんなに時間をかけて、イチャイチャ、イチャイチャ……。なにを考えてんだ」

「えっと、それは」

　花島がふらふらと近づいてくる。

「やきもち、焼いてる……の？」

「はぁ？　違うし！　彼女はオメガだ。見るからにアルファなおまえと、だらだら接触したら……っ。そこを考えてやれって言ってんだ！」

　真澄は一歩二歩とあとずさった。しかし、なにもないところでバランスを崩す。ぐらりと揺れた身体を、とっさに駆け寄った花島の腕に支えられる。淡いコロンが香った。

「アルファとオメガでも、そんなに単純には引き合わないよ」

「離せ」

　もがいて身をよじらせる。花島の胸を、両手で押し返した。

「離せって、ば……っ！」

「わかってるはずだろ。真澄さんだって、どれほどのアルファと会ってきた？　公にしてない俳優だっているはずだ」

「そういうことを言ってるんじゃない！」

　どんと突き飛ばして、腕から逃げる。

「そうだよね」

　花島の表情がわずかに歪む。

「おれが、ナッカちゃんと親しげにしてた。それが嫌なんだよね」

「……言ってない」

　ぐっと拳を握って、あごを引き、上目づかいに花島を睨む。そうしていないと、身体が震えそうでこわかった。

　花島と楽しげにしている夏華を見たときの焼けつくような違和感が、胃の奥からふつふつと湧き起こる。空調が行き届いた部屋で、真澄の肌はしっとりと汗ばんだ。

「そういうのじゃない」

　首を振って否定する。髪がやわらかな音を立てて揺れ動いた。

　その動きを、花島はまぶしそうに見つめながら言う。

「おれは東浦に嫉妬してるよ、真澄さん。当たり前みたいに食事に誘われないで」

「どうして。そんなことを言われる筋合いはない。オレはおまえのものじゃない」

　好きだと言われたが、答えは出していない。そもそも付き合ってくれとも言われていないから、答える必要もない話だ。

　しかし、花島は意表を突かれように目をぱちくりさせた。

「……考えたこと、なかったな」

　ぼそりと言われ、真澄は目を大きく見開いた。

「なんだよ、それ！　わけ、わかんない！」

　その場で地団駄を踏み、

「オレを好きだって言ったぐらいで、恋人面するな！」

　花島の胸に指先を突きつける。

「……ごめん、なさい……」

　素直に謝った花島の指がするりと手首に絡んだ。かと思うと、ぎゅっと摑まれる。

「おれはあなたのものだから……。束縛できるような気がしてた」

「オレのものにした覚えもない。手を離せ」

　振りほどこうとしたが、強く握られていてほどけない。真澄の手首が痛むだけだ。

「花島、いいかげんにしろよ」

　睨みつけると、引き寄せられた。同時に踏み出した花島の胸にぶつかり、片腕で抱きくるまれる。当然のように、くちびるがこめかみへ当たる。

「あっ！」

　思わず声をあげてしまった真澄はくちびるを嚙む。睨みつければ、顔を向けてしまうことになる。かと言って、無駄に暴れたら、関節を痛めてしまうかもしれない。摑まれた手首も危険だ。

「ねぇ、おれのものにするには、どうしたらいい？　恋人になってと頼むだけでいいの」

「だけ、とか言うな。オレはまだおまえを好きじゃ……、くそっ。『まだ』じゃないし」

　くっと喉を鳴らすと、耳元に花島の息が当たる。真澄は舌打ちをして言った。

「笑うな」

「だって、かわいい。すごくかわいい」

　手首が解放される。しかし、身体に巻きつく花島の腕が二本に増えただけのことだ。

　通じているようで、まったく話を理解していない花島が額を合わせようとしてくる。

　逃げ回る真澄の額とぶつかり、こつっと音が立つ。

「いたっ！」

　たいした痛みではないが、大げさに声をあげる。花島がたじろぐかと思ったが、真澄を抱きしめる腕の力は少しもゆるくならない。

「逃げるからだよ」

「逃げるに決まってるだろ。どうするつもりだ……」

「うん、キスをする、よね……」

　額に押し当たったくちびるが目尻へ移動する。

「ばっ、か……。するわけない。いまは酔ってないし！　付き合っても、ないだろ！」

「そういうこと、めんどくさいでしょう。あなたは」

「はぁ？」

　凄むように声を低くする。わかったようなことを言われて苛立った。

　なによりも、間違ってはいない。だから、余計に腹が煮えた。

　恋愛に興味はないし、花島が相手でときめくこともない。一言で表現すれば、花島の言うとおり『めんどくさい』になる。

「したら、ぶん殴る。あざがついたって、本番までに消えればいいだろ」

　鼻先がぶつかりそうなほどの近さで、真澄は相手を睨みつけた。

　腕力はともかく攻撃力は真澄が上だ。その気になれば、数発で沈められる。

「ダメだよ、殴らないで。写真撮影があるのに」

　花島は困ったように眉をひそめた。どこか飄々として摑みどころがない。

　真澄はふんと鼻を鳴らした。

「化粧で隠せよ」

「……キス、したくない？」

「だから……なんで、そうなる……」

　顔を背けた真澄はぐったりと肩を落とした。キスを避よけるために花島の肩へ顔を伏せると、すかさずくちびるを髪へ押し当てられる。油断も隙もない男だ。　

「やめろ。そんなこと、したくない」

　真澄はあきらめ悪く、身をよじらせた。一生懸命な夏華の姿が脳裏に浮かび、自分なんかよりもよっぽど花島の隣にふさわしいと思う。

　男同士のカップルも珍しくはないが、花島のように華やかな王子の隣なら、無粋な騎士よりも、たおやかな姫の寄り添いが絵になるに決まっている。

「ごめんね。おれは、したい……」

「謝るなら、やめろ。……いや、だ」

　言い終わる前に、花島のくちびるが頰へ押し当たってきた。

「……んっ」

　片手で頰を包まれ、すべったくちびるが重なる。身をすくめた真澄は、どうにか逃れようとあとずさり続けた。しかし、背中が行き止まりに触れて、逃げ場を失う。真澄はドアを背にしていた。

「真澄さん。くちびる、開けて……。舌を入れたい」

　肘先を閉じたドアへ預けた花島が、ねだるようにささやく。

　突き飛ばして殴ることはたやすいのに、甘い美声は真澄を支配した。まるで悪い魔術のように身体の自由を奪われる。

「っん……ぁ」

　濡れた肉片の動きは艶めかしく、真澄はぶるっと震えた。うかつにも下半身が反応する。

　それだけでも嫌悪が湧いたのに、

「ん……っ、ん……」

　ありえないほど甘い自分の息づかいに気づき混乱した。

　主導権を奪われた耐えがたさにも、ぶるぶると全身を震わせる。

　花島のキスは丁寧で上手だ。がっつくことなく、真澄の呼吸に合わせてくる。酔ったときには感じなかった生々しさに、真澄は喘あえいだ。

　あごをそらして息を大きく吸い込み、責める視線を花島へ向ける。

「気持ちいいね……」

　真澄の気持ちを置き去りにするように、花島はうっとりと目を細める。その息が舌先にかかり、真澄はじれた。

　もっと先まで求めてしまいそうな自分がいる。嫌悪感に重ねて、じわじわと湧き出す感情は、欲情だ。久しぶりの劣情に戸惑い、真澄は指先で花島の腰裏あたりのシャツを摑んだ。

　達也だった頃、さんざん溺おぼれたセックスを、真澄の身体は知らない。それでも、年頃の性欲だ。簡単に溢れかえる。

「おれが、だれであっても、真澄さんを好きになる権利はあるよね。……好きだよ。……好きなんだ、本当に」

　繰り返す言葉は穏やかでやわらかいが、どこかに懇願のニュアンスを含んでいる。

　そこまで下した手てに出なくても、花島なら相手を落とせるだろう。他人ひとごとのように考えた真澄は目を細めた。

　身の内に募る性欲は、達也だった頃の記憶を引きずっている。いつかの花島と関係するのだろう。だとしたら、『達也』との関係を、いま、問いただしたい。はっきりさせれば……と考え、ハッと息を飲んだ。

　その隙にさえ下くちびるを吸われ、今度こそ両腕で突っぱねた。

「好きに『なる』権利はあっても、好きに『する』権利はない。自分だけ気持ちよくなるようなことをするな。オレは嫌だ」

　達也だった頃がどうであっても、真澄としては受け入れられない。　　

「……気持ちよかったでしょう？」

　花島は、平然と聞き返してくる。だからダメなのだとは言えず、真澄は冷たく睨みながら、拳でくちびるを拭う。

「おまえの気持ちはわかった。今度の舞台で、王子を拒む騎士の気持ちも、いま、わかった。命令であれば、くちびるでも身体でも差し出す。でも、それだけのことだ。この行為と気持ちは、別のものだから……。目的がまるで違う」

　話の矛先を変えるべく、舞台の役作りを持ち出す。

　花島は形のいい眉を少しだけ歪めた。

「そうやって、命さえ投げ出すつもりなんですか。……真澄さん。いまさら『恋人になってください』なんて、言ってもいいの。『おれのものにしよう』なんて思ってないんだよ。やっとめぐり逢えたのに、付き合うとか付き合わないとか、恋人だとか愛人だとか、そんな言葉に縛られたくない」

「じゃあ、どうして欲しいんだよ」

　言葉のはしばしに過去をちらつかせる花島は卑ひ怯きょうだ。思い出せない真澄の気を引いて、心を乱してくる。

　不満をぶつけるように睨むと、花島はうっすらと微笑んだ。その表情は遠慮がちでありながら、夢を見るように甘い。

「おれと一緒になって、子どもを産んで……。だれよりも、幸せになって欲しい」

「……おまえは、どこまでぶっ飛んで……」

　それでは『恋の告白』にも『愛の告白』にもなっていない。あらゆる過程をすっ飛ばして、もはやプロポーズだ。

　頭をかかえた真澄は、右の足先で床をパタパタとせわしなく叩いた。苛立ちとあきらめが同時に湧き起こり、怒りに変わる一歩手前でしぼんでいく。

　その瞬間にも、こういうヤツだったと納得する気持ちが浮かんでは消える。思い出すまであと少しなのに、記憶のかけらは摑めそうで摑めない。

「どこへ行っても、おれほどあなたを愛している人間には会えないよ」

「だから、おまえにしとけって話？　冗談じゃない。おまえはオメガをバカにしてるんだろう。オレたちだって、妊娠したら命がけだ。気持ちいいだけのおまえらとは……」

　言葉が途切れる。花島が肩を摑んできたからだ。

「おれは、あなたを探し続けてきた。そのあたりのアルファと一緒にしないでください」

　思い詰めたように、花島の声が低くなる。よほど気に食わないのだろう。不機嫌が表情にもはっきりと現れる。

「真澄さんが……自分で気づいてくれないと意味がない。そうじゃないと、ずっとアルファだ、オメガだ、ってそんなことばっかりが理由になる。……おれが嫌いですか」

「嫌いな相手とはキスしない……。でも、好きとも言えない」

「いまは、まだ……ですか」

　期待を繫ごうとする花島に対し、真澄は眉根を曇らせた。

「これからだって、そうかも……」

　花島は『達也』を知っている。その上で、正体を明かすつもりはないのだ。

　自然に思い出すのを待っているとしたら、先の長い話だ。達也の記憶には鍵かぎがかかっている。花島の存在は頑丈な箱の中だ。振れば、音がするけれど、中身は見当もつかない。

「おまえがもしも、夢の中のオレを知ってるんだとしたら、わかってるだろう。オレは異性愛者だ。男とは寝ない」

　花島との関係は、まるで想像がつかなかった。同じ男だったのか。それとも、紙くずのように捨ててしまった女のうちの、だれかである可能性も否定できない。

　真澄の目の前に立つ花島の肩から力が抜け、うなだれるようにうつむいた。

「……そんなこと、ない。たしかに、以前のあなたは女を選んだけど……、でも」

　出会えば、引き合うように思い出すと信じていたのだろう。花島は途方に暮れた瞳でまばたきを繰り返す。

　しょげたさまを見せつけられ、真澄の胸の奥は引きつれた。黙って去ることができず、言葉を探す。

「できれば、思い出してやりたいよ。……けど、本当におまえを思い出すことが必要なのか？　喉まで出かかってるのに、言葉にならない感じがずっとしてる……。これって、思い出すな、って、鍵がかかってるような……」

　瞬間、花島が顔を跳ねあげた。強い力で真澄の両腕を摑んだ。

「……夢を、見てるよね？　雨の中の夢……」

　必死の形相で詰め寄られ、真澄は小さく息を飲んだ。胸の奥がチクチクと痛み、非の打ちどころのない花島のことがかわいそうでたまらなくなる。

「あれが、おまえなの……？」

　真澄の問いかけに、花島の表情が強こわ張ばった。こんなふうに問いかけられたくなかったのだろう。しかし、いつかを待つ花島は、同時に焦っている。

　本音では、少しでも早く、思い出して欲しいのだろう。

「あなたが、夢も見なくて、記憶もなかったなら……。それは、おれだって、そう思うよ。ごく普通に出会って、ごく普通に好きなったふりで気を引いて。……そのための努力はするよ。おれは、ずっと、してきた」

「思い出すことが、そんなに大事なのか。思い出せば、オレはおまえを好きになるってことか？」

　そういう仲の相手がいた記憶はない。

「……わからない」

　眉根を引き絞った花島はため息をつく。それはいつになく斜に構えた、粗野な仕草だ。

「でも、おれが言うことじゃない。あのとき、あの人がなにを考えてたかなんて、おれは知らないんだ」

「あのとき……」

　真澄は繰り返したが、花島は首を振って話を終わらせようとした。

「酔ったあなたからキスしてもらって、かなり舞いあがったことは、確かだ。すごくいい状態で思い出してもらえるんじゃないかって……。どこかでさ、これが神の采さい配はいかって、そんな気分にもなった」

　自分の首の後ろへ指を這わせ、花島は恥ずかしそうに視線をそらす。

　真澄は、不思議な気持ちで目の前の男を見た。知っているはずの相手のことを、まったく知らない別人のように感じる。

　真澄の知っている花島が本当なのか。それとも、達也の記憶に眠る花島が本物なのか。

　見分けがつかず、考えることさえ混乱していく。

「真澄さん。あなたに聞いて欲しいことは山のようにある。でも、思い出してもらえないなら、口に出さないのがいいんだって、おれも思ってる……。もう思い出さないほうがいいって考える気持ちも、理解はできる。でも、でもね……もしも、おれのことを少しでも……好きになれそうなら、異性愛者だった過去を否定して欲しい」

　花島は一歩あとずさり、真澄から離れた。そして、苦しげに目元を歪めながら微笑む。

　極まっている感情を抑え込んだ瞳が潤んでいるように見えて、それがどうしようもなく魅力的だ。泣き出しそうだからじゃない。目の前の人間を心から愛していると伝わってくる瞳をしているからだ。

　真澄はまっすぐに見つめ返し、心の奥に溢れてくる苦い罪悪感に痺れた。

　明るい部屋の景色がなにも目に入らなくなり、ただひとり、花島だけに目を奪われる。

「好き、だよ……。好きなんだよ……」

　繰り返す花島の声で頭がくらくらと揺れ、目は燃えるように熱くなって痛んだ。

　記憶と感情が一致しないからだと、真澄は思った。すべてはバラバラになったパズルのように散らばっているばかりで、どこから手をつければいいのかもわからない。

　そうしようと伸ばす手にさえ戸惑うありさまだ。

　真澄はただ口をつぐむしかなった。










　どちらからともなく答えの出ない問いから逃れ、寝支度を整えて布団へ入る。今夜は就寝の挨拶をすることもない。

　暗い部屋で目を閉じた真澄は、今夜も見るだろう夢に怯えた。

　こんなにも、眠るのがこわかったことはない。それは、夢の中の時間が進んでいくからではなく、現実と夢が食い合って、どちらの感情が真実なのか、わからなくなってしまいそうだからだ。

　夢に繰り返し出てくる、あの青年こそが花島なのだろうかと考える。ベッドに横たわり、闇の中で目を見開いた。

　よくよく考えれば、登場人物がふたりとは限らない。

　雨の中を駆け回って捜していたのは、モカシンシューズを履いた上総組の暗殺者だが、倉庫の床に倒れた達也を止血しようとしていたのは、弟のように思っていた施設仲間の警察官だ。

　真澄は当然のように、後者の警察官を花島だと思っていた。

　夢の中の彼への想いは、淡い後悔と、泣きたくなるほどの罪悪感だ。

　その罪悪感が記憶を封じているのだろうか、とも考える。

　可能性はあった。夢の内容を思い出そうとするだけで、胸の奥が痛くなることの説明にもなる。

　一方で、血に濡れたナイフを持っていた暗殺者が花島である可能性も否定できない。彼を捜し回った達也は、ある廃倉庫で彼を見つけた。そして、刺されたのだろう。

　倒れているところへ警察官の男が駆けつけて止血をした。それが達也の最期だ。以降のことは記憶になく、まだ夢にも出てきていない。

　真澄はふたたび目を閉じる。心臓が早鐘を打ち、息があがる。それと同時に火照りを感じた。覚えのある異変に気づく。

　手探りでサイドテーブルに置かれたライトをつけると、ぞわぞわとした感覚が足先から這いのぼってきた。小さく喘いで、身体中を意識的に強張らせる。

　肌が粟あわ立だち、背筋が痺れ、息がいっそう浅くなっていく。

　それは、周期をコントロールしているはずの、ヒートの発作だった。

「……ぁ」

　身体がわなわなと震え、下半身に熱が集まる。じんわりと勃ぼっ起きしていくのを感じ、真澄はベッドから這い出た。

　部屋の隅に置いたバッグを探り、緊急用のヒート鎮静剤を取り出す。チュアブル錠を口に入れて嚙み砕いたが、ヒートの初期症状で唾だ液えきが足りず、喉へ引っかかる。

　咳せき込みながら部屋を出て、キッチンよりも近い洗面所へ向かう。

　コップを出さずに手で水を飲んだ。液体を嚥えん下かしただけで全身がぶるっと震え、肌がじわりと汗ばむ。

　周期が乱れて起こるヒートは通常のものよりも強い発作になりやすいというが、真澄には経験がなかった。そうならないために、ベータとオメガの友人しか持たないようにしてきたから、突然起こるヒートにも不慣れだ。

　しかし、こんなときのために、安田からヒート鎮静剤を渡されている。即効性のある薬だ。しばらく様子を見て、やり過ごせないようならもう一錠、追加で飲めばいい。

　顔をあげて鏡を覗いた真澄は、そこに、欲情した自分を見る。

　長いまつげに鳶色の瞳。愁いを帯びた、線の細い顔立ちは、肌の白さも手伝って中性的だ。達也の名残を微塵も感じさせない美青年だが、ヒートのたびに湧き起こる性欲の強さには達也の影響がある。他のオメガとは違うことを、真澄だけは感じていた。

　だれにも話したことはない。説明して伝わることではなかった。

　身の内に募る負の感情を暴力でしか晴らせなかった達也にとって、性行為もまた、他人から情けを奪う行為だ。どんなに相手が心を尽くしてくれても、信じることはできない。裏切られるぐらいなら、最初から傷つけ合っているほうがいいと思って女を抱く。

　愛情を否定するための、乾いた情交だ。

　真澄は、固く張り詰めていく勃起に痛みを感じ、下着の中で位置を整え直した。鏡の前で奥歯を嚙みしめる。

　いますぐ自慰に耽ふけりたい欲求に突き動かされたが、まだ我慢する理性が残っていた。

　ふらふらしながらキッチンへ入り、ミネラルウォーターのペットボトルを冷蔵庫から取り出す。

　すでに明かりの消えたダイニングからリビングは、昼間に見るよりもいっそうがらんとしていた。花島がいなくてよかったと思いながら、壁伝いに部屋まで戻る。

　はちきれそうになっている下半身はしきりと脈を打ち、歩くこともままならない。部屋のドアに鍵をかけ、ズボンと下着を一緒くたに脱ぐ。床はフローリングで、毛足の短い、さらっとしたマットが敷かれている。

　真澄はすぐに自身の屹きつ立りつを摑み、先端を慰めながらベッドにもたれた。持ってきたペットボトルは適当に転がしておく。

　妊娠可能なオメガの性器は、おおむね小さい。男の指ならすっかり回るほどの太さだ。長さは、根元に小指をつけて握ったときに先端が少し覗くぐらい。しかし、感度は達也の記憶にあるものよりも強かった。

　リズミカルにシゴくと、労することもなく射精感が募り、サイドテーブルに手を伸ばす。棚板に載っているティッシュの箱を引き抜くと、バランスを保っていられない身体が傾いで、手元が狂った。箱が床に落ちる。

　一枚二枚と手早く取り、体勢を整える間もなく仰向けに転がった。シゴく手が止まらず、息が詰まる。すかさず先端にティッシュをあてがって果てた。

「は、ぁ……ぁ」

　呼吸が戻り、艶めかしい達成感に目を閉じる。

　スケジュール通りにやってくるヒートの期間は、常に休暇と重なっていた。強い薬で抑えている副作用でヒートの発作が激しく出る可能性があり、仕事を入れることはできない。

　だから、したくなればすぐに耽り、ひとり遊びの快感を享受する。そこには気楽さしかなく、達也の頃の手癖が残っているのも都合がよかった。

　未体験の身体では戸惑うぐらいに、ヒート中の快感は強い。

　オメガに生まれて自慰が下手だと、悲惨な思いをする。屹立での快感を得たあとに、後ろが欲情を始めるからだ。

　それは真澄も経験があった。普通のオメガなら違和感がないのだろうが、異性愛者の男性だった達也の感覚が残っていると、後ろを使っての自慰は気が進まない。

　今夜の発作は強いが、じきに鎮静剤が効いてくる。二度三度、精を抜けば、発情も落ち着くはずだ。

　それでも身体が火照るようなら薬を追加で飲む。

　繰り返し考えながら身体を起こし、片手を動かし続けてティッシュの箱を引き寄せた。今度こそ、ベッドにもたれて行為に耽る。二度目は、一度目よりも快感が強い。たまらずに声を出してしまうのでＴシャツの裾を嚙んだ。

「ふっ……ん、ふっ……」

　花島に気づかれないようにと気づかうたびに、真澄の股こ間かんは不用意に脈を打つ。

　普段からアルファを避けている真澄には、同居期間が長すぎたのだ。

　ただ、同じ家で暮らしている程度ならよかったが、抱きしめられたり、キスをしたり、過去の記憶を意識したり、濃厚な接触を続けたせいでホルモンのバランスが崩れている。

　いまも、胸の奥がせつなく搔きむしられ、無意識にキスを思い出してしまう。

　花島の微笑みと、穏やかな指の動き。そして、東浦に対する猛烈な嫉妬。

　そのどれもが忘れがたくて、甘美だ。

　熱っぽい息をこぼしながら二度目の熱を放った真澄はすぐに三度目に入る。そして、それもすぐに達した。

　調子づくともうダメだ。いままでは女を想像して自慰をしてきたのに、脳裏に浮かぶ映像を入れ替えられない。

　真澄は二錠目のチュアブル錠を嚙み砕いた。

　すでに初期症状は収まり、中期症状としての体液の分泌が始まっている。唾液が口の中を潤し、直腸も濡れ始める。指をあてがうと、すぼまりから沁み出している分泌液でぬるりとすべる。

「んっ……」

　ぞくぞくっと震える肩をすぼめ、撫でる程度でやり過ごそうと試みる。股間がまた熱く張り詰め、脳裏に花島の姿が浮かぶ。

　好きだと繰り返す必死さが痛ましいほどの美形は、どんなふうにオメガを抱くのか。

　考えてはいけないことほど、頭の中を占めていく。意志と反する行為に、真澄はどんどん悲しくなってしまう。　

　できれば、過去などと関係なく出会いたかった。

　達也の記憶に囚われず、花島も忘れていてくれたなら、いますぐに身を委ゆだねたい。

　気持ちも身体も不安定になるヒートを慰めてもらうのなら、花島のような男がいいに決まっている。

　かつて達也がそうだったように、粗野に快感を貪むさぼるだけのアルファには身を任せたくない。傷つけられるだけだ。

　あてがった指先を後ろの穴へ差し込んでしまいそうになりながら、真澄はくちびるを嚙んだ。恋愛はしたくないと思う真澄でさえ、ヒートが来るたびに他人の熱を求める。適当な相手を選んで、セックスだけを楽しむこともできると、達也だった経験から知ってはいるが、孤独だった達也とは違い、真澄には家族がいる。

　彼らが大事にしてくれた自分だから、貞操を粗末にはできない。それは、達也の記憶があるからこそ、いっそう強い誓いになった。

　指を離して胸に引き寄せ、もう片方の手で押さえる。床の上で丸くなり、浅く乱れる息を繰り返した。

　すぐに効くはずの二錠目は少しも効かず、意識が朦朧としてくる。自分の身体がびくびくと痙けい攣れんを繰り返し、その律動の刺激を感じるだけで、触ってもいない昂たかぶりから精が飛び出す。

　真澄はあごをそらして息を吸い込んだ。恍こう惚こつとした快感に飲まれ、夢を見るような浮遊感に包まれる。

　脳の片隅で危険信号が点滅した気がした。すでに理性はひとかけらしか残っておらず、真澄は床に手をついた。下着もズボンも、その存在は微塵も思い出さなかった。

　裾が濡れたＴシャツのまま、下半身は剝むき出しでゆらゆらと上半身を起こす。

　鎮静剤は二錠、飲んだ。三錠目は過剰摂取オーバードーズになってしまう。

　しかし、このままでは失神する予感があった。だれかに見守ってもらわなければ、痙攣発作が誘発される。真澄に経験はないが、体験談なら読んだことがあった。

　ヒート抑制剤と鎮静剤を併用したときの副作用だ。

　這うようにドアへ近づき、震える指先で内側の鍵を探す。どこにあるのか、思い出すことができなかった。手のひらでドアを叩き、鍵がかかって動かないレバー式のドアノブをガチャガチャと鳴らす。

　そうしながら、長いＴシャツの裾を押さえた。勃起が持ちあげている布地は知らずに出した体液で濡れ、上から握るだけでまた達してしまう。

「……な、し……っま……」

　名前を口にしたのと同時に、向こう側から開錠の音が鳴る。ドアノブがさがった。ドアが真澄側にゆっくり開き、身体に当たる。向こう側に立っていた男は、躊ちゅう躇ちょなく膝をついた。

「真澄さん……っ」

　なにが起こっているかを説明する力は残っていなかった。ドアの隙間へと身体をねじ込んで入ってきた花島へ両手を差し伸ばし、力ずくで首筋を抱き寄せる。

　真澄は泣きながらくちびるを合わせた。

「……し、て……っ」

「ヒートが……」

　花島は口早に言った。すぐさま、横抱きに抱きあげられる。キスは真澄からだ。貪るようにくちびるを吸いながらベッドへ運ばれた。

「鎮静剤は？」

　尋ねられたが、理性を失い、キスをするのに忙しい真澄は答えない。すると、斜めに覆いかぶさってきた花島の手がＴシャツの上を這った。

「あ、ふっ……」

　やわらかな胸の筋肉を揉まれ、しこり立った乳首を布地ごとつままれる。いつもはくすぐったいだけのそこも、今夜は完全な性感帯だ。

　しどけなく膝を開き、真澄は背をそらす。

「真澄さん、鎮静剤を飲んだの……？」

　乳首をいじられながら、耳元にささやかれる。やっと脳に言葉が届き、真澄はこくこくとうなずいた。

「チュアブ……にじょ……」

「チュアブルタイプを二錠？　じゃあ、しばらくは追加で飲めないね。……救急車を呼ぼうか？」

「いや……、いや」

　だだをこねるように首を左右に振り、花島の首筋に腕を巻きつける。

「しよう。……したい。して欲しい。……チヒロ」

　名前を呼んだのは真澄に残った理性ではない。胸の奥深くに沈んでも戻らない記憶のかけらだ。

「こういうときだけ……、あなたは」

　花島は顔を歪めていた。

「セックスをして思い出すなんて、最低なんだよ。わかってるくせに……」

　言いながら身を起こし、すがる真澄の手を引き剝はがし、Ｔシャツをまくりあげる。かいがいしく介護するように脱がすと、真澄の首へ巻きつけた。

「あとで、怒鳴りつけないでよ……」

　端をきゅっと結び、真澄の首との間に指を入れて、苦しくないかと問いながら、巻き具合を確認する。

　問題がないとわかると、自分のパジャマのボタンをいくつかはずして手早い動作で脱ぐ。真澄がズボンに触れると、腰を引いた。

　手首を摑まれ、ベッドに押さえつけられる。

「真澄さん、真澄さん……」

　何度も呼びかけられ、細く開いた目で相手を見る。感じきった身体を持て余し、快楽の中に浸っている真澄は夢心地だ。

　一方の花島は真剣な目をしていた。真澄がしっかりと視線を合わせるまで、何度も呼び続ける。

　それから言った。

「いいの？　病院にだって、行けるよ」

「……いい」

　首を振ると、涙が溢れた。制御できないヒートはひどくつらい。

　けれど、救急車を呼ぶわけにはいかなかった。

　ヒートを暴走させて、花島のマンションから救急車で病院へ担ぎ込まれるなんてゴシップネタは、ベータを装っている真澄には致命傷だ。

「キャリアより、舞台より、あなたの身体が大事なんだよ」

「だから、……抱け、よ」

　ただ喘いでいたい欲求の中から、わずかに浮上して、花島を睨む。　

「そんな、こわい目をして見ないで……。できる限り、丁寧にするから」

　小首を傾げて、花島はせつなげに微笑む。それだけで真澄は喘いだ。けだるく浅い息を継ぎ、足を花島の方へと動かしていく。

「……いら、な……」

「ダメだ。それだけは、ダメだよ。乱暴に貪ったり、しない」　　　

　摑んでいた真澄の手首を解放して、片方の肘に指を添えながら首筋へ促す。

　ふたりの身体が重なり合い、花島のキスが真澄のくちびるに落ちる。

「この日を、どれだけ待っていたと思う？　あなたを舞台の上に見つけたときから……、ずっと焦がれてた。……だから、忘れないで、ね……」

　頰をすり寄せてきた花島は、感動で涙ぐむような表情だ。情感たっぷりの印象的な瞳で、真澄の視界を独り占めにする。

「おれは、ちゃんと、あなたが好きだよ。真澄さん」

　頰にくちづけたくちびるが肌を伝い、間違えて嚙んでしまわないように首に巻いたＴシャツの上をたどる。同時に指が鎖骨を撫でていく。そして、裸の胸になめらかな線が描かれる。

「ん……」

　しこった尖りを、こりっと撫でられ、真澄はせつなく身をよじらせた。

「……やっ」

　細い声で拒むと、花島が耳元で笑う。

「くすぐったいの？」

　言いながら真澄の背中をぐいと抱き寄せる。ふたりで向かい合うと、花島の膝が真澄の足の間へ割って入った。ズボンも下着も脱ぎ去った素肌だ。

「ん、ん……っ」

　激しいヒートの熱に襲われながらも、真澄は羞恥を覚えた。花島のなめらかふとももに屹立が当たり、自分で腰を動かしたくなる。

「や……」

「なにが、いや？　もっと、キスをしよう」

　顔を覗き込むようにキスをされ、あごがあがる。片手を花島の首に巻きつけ、真澄は喘いだ。そのくちびるのあいだに、濡れた舌がすべりこむ。

「あぁ……。真澄さん、すごい濡れてる」

　熱い肉片で、上と下の歯列を艶めかしくたどられ、真澄の口の端から唾液が流れ出す。

「甘いね。蜂はち蜜みつみたいだ」

　冗談みたいなことを本気の口調で言い、花島はこぼれ落ちた唾液を舌先で舐なめる。

　そのまま真澄のくちびるも舐め、またゆっくりと舌を差し入れる。逃げ惑う真澄の舌を追い詰めることもなく、肉片は濡れた口の中をなぞっていく。

　ふたりの舌が出会うまで時間はかからず、ぬるっとした感触で舌のふちをなぞられた真澄は口を開けたまま、四肢を突っ張らせて、ぶるると震えた。

　花島の手がまた肉の薄い胸を揉み、根元をつまむように指のあいだに突起を挟んだ。

　真澄の身体に淡い電流が打ち寄せ、ゆるやかに気が遠くなる。

「あ、あ……」

　指はゆっくりと先端へ動き、小さな突起を繊細にいじる。

　泣きたいような情感に襲われ、真澄は戸惑った。くすぐったさの中に淫みだらな快感がひそみ、それを求めようとする自分自身がこわい。

　知れば引き戻せない感覚の瀬戸際に立ち、達也の記憶の中に眠る名前も思い出せない女たちの身体を、断片的に思い出す。愛情もなく、情欲に任せて貪った異性だ。

　相手の身の内にどんな快感が芽生えていたのか、想像すらしたことはない。

　けれど、いまの真澄にはすべてがわかる。不確かな想像でしかない感覚も、これから実体験に変わっていくはずだ。

「い、や……」

　胸の突起を執しつ拗ようにいじられ、声を引きつらせて身をよじった。花島の首筋から腕をすべらせて胸を押し返す。肘で腕をどけようとすると、反対に摑まれた。

「もう少し、我慢して。気持ちよくするから。……真澄さんも、そんなに恥ずかしがらないで。おれのほうが照れる」

「だ、って……。こんな、女みたいな」

「……そうだね」

　ふと動きを止めた花島に体重をかけられ、仰向けに転がる。胸にくちびるが押し当たり、音を立ててキスが繰り返される。

「んっ……ん……」

　手のひらが腰を撫で、脇腹や足をまさぐるように動く。真澄はそのたびに身み悶もだえ、やがて、期待していることに気がつく。

　胸を吸って欲しい。指の愛あい撫ぶだけでは物足りなさを覚えて、ひっそりと息を飲む。

　目を細めた花島はすべてを悟っているかのように、真澄の淡い尖りを口に含んだ。くちびるに挟まれ、先端をちろりと舐められる。

「あ、ぁん……」

　声が跳ね、真澄はとっさに拳を握って、くちびるへ押し当てた。

　こりこりとしこり立っているのが、舌にいじられるといっそうよくわかる。そして、くすぐったさよりも快感が勝ち始めていくのも理解できた。

　吸われるたびに腰が脈を打ち、花島の肌に当たる。

「気持ちいい？　……さっきよりも硬くしこってる。やらしい乳首。でも……かわいい。もっといっぱい吸ったら、大きくなるかな」

「や、ヤダ……っ。あ、くッ……ん、ん」　

　想像以上に甘い声ばかりがこぼれ、真澄は耐えきれずに花島の背中を叩いた。

「もう、するな……。やだ、いやだ。変な声ばっかり……っ」

「変じゃない。男だって、いやらしい声を出すよ」

　それは、真澄の中にある達也の自尊心への呼びかけに思えた。ヒートの熱に煽あおられながら、なおも戸惑う固定観念への最終通告だ。

　汗ばんだ真澄の肌へ息を吹きかけながら、興奮した息づかいを繰り返す花島のくちびるが右側の胸へ移動する。腰も動き、反り返った裏筋がなぞられる。

「ん、はぁ……ぅ、ん……」

　喉の奥で息が細く鳴り、真澄はあごをそらして目を閉じた。

　失神寸前まで追い込まれていた発情の熱は、アルファとの肌の触れ合いで安定し始めている。花島の愛撫が優しく穏やかだから暴走せずに済んでいるのだ。

　激しさで煽られることがなければ、オメガの発作も情緒もアルファの存在に支えられ、落ち着いてくる。

　しかし、花島には悟られたくなかった。

　これで終わりと言われたら、悲しい。言って欲しくなかった。それが花島の優しさでも、今夜は聞きたくない。

「あ、あっ……も、いくっ……胸で、いく……」

　夢中になって身体をよじらせた真澄は、自分の下半身へ手を伸ばす。

「……その、まま……して。ぁ……あぁ……」

　自分の先端を揉みしだきながら、胸への愛撫をねだる。しかし、下半身を摑んだ指は剝がされた。

「真澄さんは、こっち」

　そう言って握らされたのは、花島のシンボルだ。

　握った真澄は驚いた。生なま唾つばを飲まなかっただけマシだが、思わず真顔になってしまう。オメガのそれとは比べものにならないほど、隆々とたくましい。

「太い……」

「さぁ、どうだろ。他の人と比べたことはないから。……真澄さん、胸でイクの？　これを挿いれないと、ヒートの暴走がまた起こりそうだけど……。でも、一晩中、こうして、いじっていても、おれはいいよ」

　優しいふりをしているが、かなり変態的な発言だ。鎮静剤を追加で飲める時間になるまで、真澄を愛撫し続けるつもりでいる。

　きっと身体中を舐められるのだろう。想像した真澄の腰が跳ね、握った花島の分身も脈を打った。

　これを挿入するということは、セックスをするということだ。胸をいじられ、股間をシゴかれるような遊びのやりとりじゃない。

　わかってはいたが、真澄は、オメガの欲望を打ち消せなかった。花島の言う通り、今夜の行き着く先はひとつだ。

　素肌がふやけるほどの愛撫だけでは我慢ができない。

「挿れて、いい……」

　かすれる声で答えると、

「ここに？」

　指がするっと動き、奥地を突く。

「あっ！」

　真澄は驚いて叫んだ。自分が触れるのとはまったく違う、他人の指の感触におののいた。

　ぬるぬると撫でられ、指先ですぼまりを突かれる。ぐぐっと圧がかかり、男の指で広げられた。真澄の身体が、花島の太い指を飲み込んでいく。

「あ、あっ……」

「よく濡れてる。……我慢したんだね」

　ねぎらうように、胸の中心へ、ちゅっとキスをされる。恥ずかしくて身悶えたのを、花島は見透かしたように微笑む。

　体温以上に熱く感じられる指がさらに奥へと進み、ゆっくりと抜き差しが始まった。

「あ、あっ……あぁ……っ！」

　布団をぎゅっと握りしめ、真澄は身体をさらに開いていく。花島に胸を吸われ、指を差し込まれ、頭がくらくらとした。落ち着きかけていた熱がふたたび高まり、肌が汗でしっとりと濡れていく。それさえも花島の舌先に舐め取られ、苦しいほどにせつなくなる。

「花島……っ」

「うん」

　すべてを理解しているような声でうなずき、指が増える。

「……狭いね、真澄さん。自分でも触ったことがないの？」

　感心するように言われ、真澄は息を乱しながら花島の腕を叩いた。

「んな、こと……言うな。あ、あっ、ん……っ」

　急に抜き差しが早くなり、濡れた場所がかきまわされる。いやらしい水音が響き、はぁはぁと息を繰り返しながら、真澄は覚悟を決めた。

　花島を欲しいと思う気持ちの根源を考えず、目を閉じた。

　言い訳はしたくない。いまはただ、花島が欲しい。

　ここにいるのが、別のアルファだったなら拒んだと思う。

　花島だから、真澄は安心して身を晒す。これが自分の初体験だとわかっていながら、それを後生大事にするつもりもない。

「も、……はや、く……」

　息が震え、声が頼りなく揺れる。真澄の足のあいだに身を置いた花島は、ハッと息を飲む。

「真澄さん、ちょっと待ってて。スキンを取ってくる」

「え……」

　いらないと言いかけた真澄は、引き止めようと手を伸ばしたまま動きを止めた。

「そんなの、なんで、持ってるんだよ」

「アルファの嗜たしなみ、かな。もしかしたらと、思ったんだよ。……とにかく、待ってて」

　すっかり臨戦状態になったまま、花島はベッドをおりた。残される真澄はごろりと背を向ける。

　部屋を出ようとした花島が、急に駆け戻ってきた。

「すぐに戻るから、気分を変えないでね」　

　丸くなった真澄の肩へくちびるを押しつけてささやく。

　そんなことをされた真澄は、あ然としてしまう。口をぽかんと開き、ぱくぱくと空気だけを吸い込んだ。

　心が痺れ、肌が震える。そして、せつなさが熱い感情へ変わっていく。

　うっかりヒートが誘発されて、しかたがなく抱き合うだけだと、いまさらな言い訳を繰り返しながらさらに小さく身体を丸めた。

　せつなくて、いたたまれなくて、心細い。

　尻が無防備になっていることに気づき、いまさらだが、布団の中へ逃げ入る。花島はすぐに戻ってきた。

「……気分、変わった？」

　笑った声が、Ｔシャツを巻いた首のあたりへ息を吹きかける。上機嫌に聞こえるが、花島の声にも緊張感はあった。

「聞くな。恥ずかしい」

　ふつふつと湧き起こる性欲と戦っていた真澄の息は少し乱れている。ほんの少し放って置かれただけで、ヒートの熱は悪化しかかっていた。

　行き場のない欲情が身の内で暴れ回り、熱が身体にこもる。目には涙がにじんだ。

「あぁ、また暴走しそう……？」

「いいから。もう、そんな、理由なんて……」

　布団から腕を出して差し伸ばす。その指先に、うやうやしいキスが触れ、真澄はかすかに笑った。

　緊張をほぐそうとする花島の行動はすべて逆効果だ。明るい声も、ふざけたキスも、すべてが特別でどうしようもない。

　まぶしいほどの優しさが貴公子然とした花島の全身を覆い、真澄は特別なものを見るように目を細めた。

　感情に名前をつけないまま、初めての行為を受け入れたいと本心から願う。

　ただ、目の前にいる、花島という名前の男に、すべてを委ねて救われたい。

　布団を剝いだ花島は、ふたたび真澄の足のあいだに陣取る。膝を立てるように促し、大きく開いた。

「入れるときは、膝をかかえてくれる？」

　ゴムを装着する花島の手際よさに目を見張り、身体を起こす。

「なぁ、どうして……」

　そんなに手早くできるのか、と問いかけたくちびるにキスが当たる。

「野暮だな。ソロプレイでもゴムぐらい着ける。あなたを好きになってから、だれも抱いてない。もう、ずいぶん、久しぶりだ。……がっついたら、叩いていいよ。気持ちよくなくても、怒って」

「そうしなくていいように、しろよ。……初めてで文句をつけるなんて、いやだ。これが一生の記憶に残るかもしれないのに」

「男に抱かれるのは、初めてだった？」

「なにの、話……」

　睨もうとした瞬間、時が戻る。花島が問うているのは、達也の過去だ。

「知らない」

　そっけなく言って首を左右に振る。達也に限ってはありえない話だ。しかし、いまは過去さえ引き合いに出したくなかった。

「昔と、いまは違う。オレはオメガだ……。でも、おまえに会わなかったら、こんなことはしてない。男に抱かれるなんて、考えたこともないのに。……こんなふうにしたのは、おまえだ」

「……じゃあ、おれが責任を取ってもいい？　ね、怒らないで。おれを見て。……恥ずかしい？」

　甘い声は明らかに機嫌を取っている。優しく哀願されて、真澄はくちびるを嚙んだ。

　自分がオメガだから、アルファの花島が欲しいのではないと、言葉は喉元まで出かかっているのに、声にならない。名前のない感情が先走って、心さえ置いていかれる。

　ちらりと、部屋の明かりに淡く浮かびあがる花島を見上げた。ベッドサイドテーブルのランプだけが頼りだ。

　花島の端整な顔立ちは、猛たける欲望を隠している。

　同じ男だから、嫌というほどよくわかった。しかし、なにも言うことはない。

　待っている真澄へと顔が近づき、くちびるが重なる。膝の裏を順に押され、腕で持っているように促された。

　従いながら、真澄は浅く息を吸い込む。

　この行為はヒートによって引き起こされた、突発的なアクシデントだ。しかし、お互いに予想はついていた。

　一緒にいれば、こうなることぐらい、わかっていた。

　だから、今夜かき口説いて抱こうとする花島が、真澄はたまらなく好きだ。

　決めるところは決めて欲しい。

　そういう思い切りのいい人物が、真澄は好きだ。

　そしてきっと、そういう花島だったから、抱かれてもいいと思っている。

「……はぁっ」

　指が沈み、真澄は息を吐く。

　もう一度、ほぐされる。よく濡れているかを確かめる花島の淫いん靡びさと、両足をかかえて待つ自分の卑ひ猥わいさに、わずかにあごをそらした。

「ん、んっ……」

　内壁をこする指が前後に動き、それ以上に太いものが押し入るのだと考えるだけでめまいがする。

　本当に、抱かれてしまう。

「あ、そこ……っ」

　ぞくっと身体が震え、手から離れていく膝をふたたび引き寄せる。真澄は背を丸くして、びく、びくっと腰を震わせた。

「ここ？　……気持ちいい？」

「ん……、うん……」

「そっか、じゃあ、こっちでもしてみよう……」

　指がずるりと抜け、切っ先があてがわれる。真澄が息を飲むと、花島が上半身を傾けた。キスが鼻先に当たり、頰へも吸いつかれる。そして、あご先にも。

　最後は汗に濡れた胸に額を押し当てるようにして、花島は腰を前に突き出す。髪がひっそりと真澄の肌を撫で、気を取られかけた瞬間、ぐうっと圧がかかった。

「ん、く……」

　真澄は奥歯を嚙んだ。ぐぷっと先端がめり込み、圧倒的な太さがねじれ入ってくる。

　あとは、ぬめりけを助けにして、ずりずりと道がついていく。

「ん、んんっ」

「真澄さん、声、出して……息が抜けるから」

　花島の息が胸にかかり、色づく尖りがくちびるに弾はじかれる。真澄の身体がびくっと反応して、不要な力が抜ける。腰がわずかに引かれ、また押し入った。
















「あ……っ、あ、あー……っ、あ、あっ！」

　真澄は声を絞り出した。そうでもしないとやり過ごせないほどの強い快感が目の前で閃せん光こうをまたたかせる。

「あ、ぁん……っ。あぁ……あ、あ、あっ」

　男のたくましい腰が前後に動き、息が弾む。もう足をかかえていることができず、手を離した。花島の指が追ってきて、片手が押さえつけられる。指が探るように絡みついてきた。

「あぁ……、真澄さんの中、すごく熱い……こんなに、ヤラシイなんて」

「言わなくて……っ、いい……あぁ、ん、んっ」　

　ぐいぐいと突きあげられ、苦しさにのけぞった。けれど、それだけの感覚ではない。鈍い衝撃には必ず快感が付き添い、真澄の腰をうごめかせる。まるで自分から求めるようによじれて、花島をきゅうきゅうと締め上げてしごく。

　真澄の顔を覗き込んできた花島は、それさえ嬉しいと言いたげな表情を浮かべていた。

「痛くない？　……つらさは？」

「んん、ふと……いっ……」

　素直な感想を口にしただけなのに、身体に突きたてられた花島の分身が、脈を打ってさらに奮い立つ。いっそう太くなる。

「う、んっ……、も、これ以上、ぃやだ……っ」

「真澄さん、ごめん。ごめんね。……本当に、気持ちよくて……」

　焦ったように繰り返す花島は、ふっと笑顔を見せ、真澄を気づかうように動きをゆるめた。熱っぽい息をゆるやかに吐き出し、

「もっと、動きたい」

　甘えるようにささやく。真澄の心はぎゅっとせつなくよじれたが、あっさり許すには、初めて受け入れる太物の存在感は容赦がない。

　しかし、揺すられるたび、内側から押し広げられたやわらかな肉壁は快感を覚える。

「……あぁっ」

　思わずいやらしい声が出てしまい、それにさえ興奮した。

「あ、あっ」

　止められずに喘ぎながら、指に触れた枕まくらの端を握りしめる。　

「今夜は、真澄さんを、中でイかせてあげられないと思う。ここ、まだ慣れてないから」

　そんなことまでは望んでいなかったが、花島は真面目に案じている。

「きもち、いい……から、……はぅ……っ、へぃ、き……」

　揺さぶられるだけでは物足りなさを感じ始め、真澄はおずおずと花島を見た。

「本当に？　気持ちよくなってくれてる？」

　花島は、くいくいと腰を動かし、ゆっくりと円を描いて回す。そのたびに内壁に当たる角度が変わり、真澄は慣れない快感に喘がされる。

「あっ、あっ……んっ、あぁっ……あっ」

「噓じゃないね……。こんなに溢れてる」

　頰を両手で包まれ、唾液で濡れた頰にキスがすべった。唾液が溢れるように、花島を迎え入れた場所も濡れそぼり、花島が動くたびにぐちゅぐちゅといやらしい水音が立つ。

「すごい……。ぬるぬるしてるのに……こんなに、きつい」　

　真澄の顔のそばに肘をつき、肩を押さえるようにして、花島が腰を動かす。低くけだるげな息がリズミカルに乱れ、男の最終目標に向かって走り出していく。

　受け止める真澄は、与えられる快感に没頭した。

「あ、あっ……いい……っ」

　全身を震わせようとする悦に乱され、喘ぎを弾ませて背中をそらす。

「あ。あんっ……はぁ、ぅ……っ」

　しどけなく声を振りしぼり、花島の腰へ足を絡める。身体を押しつけて、もっと欲しいと意志を示す。

「真澄さん、真澄さん……」

　切羽詰まった声に呼ばれ、返事をするように、こくこくとうなずいた。さらにピストン運動が早くなり、互いの息が乱れていく。

「あっ。あっ……はな、しま……っ、あ、あっ」

「真澄さん……っ。ぁ、く……」

　額に汗を浮かべた花島は、ある瞬間でぐっと押し黙る。深々と差し込まれた熱が、飽和を迎えて膨張した。

　ゴムを隔てていても、根元から溢れてくる熱情を放っているのがわかるほど、花島の若い性は真澄の中で跳ね回った。

　ピストンの動きでほぐされた内壁は、たくましい肉に打たれ、けだるい痺れにさざなみ立っていく。

「あ、あぁ……」

　花島が感じ入った声を放ち、片腕が引かれる。指を絡ませ、くちびるを重ねてきた。

　精いっぱいに丁寧な素振りの、感極まった強引なキスだ。溢れ返っている愛情の濃さは、何度もくちびるを押しつけながら見つめてくる瞳にも現れている。

　真澄は半ば放心して、獰どう猛もうな獣の欲情を秘めた花島を見つめた。心が激しく乱れていく。

　思うままに貪って欲しいと思う自分が浅ましい。けれど、これが恋だった。

　達也がもっとも恐れ、もっとも否定し、絶対に近づかないと決めていた感情だ。

　人の情は、脆もろくはかない。そんなものに自分を任せるのは嫌だと、生まれ変わる前は考えていた。けれど、もっとも求めて続けた感情は、そこにしか存在しなかったのだ。

　絡んでいる花島の指を握り返し、真澄は目を閉じた。

　感じきっている自分の顔を晒すことが微塵も恐ろしくなく、いっそ花島にだけは見ていて欲しい。

　ゆっくりと腰をよじらせながら、花島のやわらかくて熱い、濡れた舌先に吸いつく。

　ふたりのキスは、不思議とこなれている。相手の行動を待ち、反応を確かめてから次の動作に移る。まるで長く付き合った間柄のようだが、それでも、ときどきはタイミングがずれる。

　真澄が笑うと、花島もホッとしたように息をつく。

　ヒートの火照りが移ったかのように、花島の下半身がまた硬くなる。律儀に一度離れ、新しいスキンにつけ替える間も、真澄はキスをねだり、自分からも仕掛けた。

　花島に触れていることで胸の奥が熱くなり、同時にせつなくチリチリと焦げていくようだ。真澄はもう一度、自分の感情に名前をつける。

　これは恋だ。それで、かまわない。

　ベッドの上で折り重なったふたりは、飽きることなくキスを交わして求め合った。




　　　　　　　　＊＊＊　

　　　　　　　　＊＊＊




　雨、雨、雨。屋根へと激しく打ちつける豪雨の音を聞きながら、達也はコンクリートの上を転げ回った。 

　腰の一部分が熱く燃えた気がした瞬間、どくどくと音を立てるように血が流れ出す。二度、三度と刃物がぶつかった傷の位置は判然としない。

　うめきが遠く聞こえ、達也は痛みに身悶える。

　倉庫の中は暗い。夜目はわずかに利いたが、黒々とした物体のうごめきがわかるぐらいだ。顔までは判別できなかった。

　身体を起こそうとしながら、額をコンクリートに押し当てる。力を入れるとさらに血が流れ出していくようだ。痛みが慢性化して、引いてはぶり返す。

　どうして、こんなことになったのかと思いながら、因果応報だと諦てい観かんも生まれてくる。闇に目を凝らして、自分を刺した相手を見た。

　懐中電灯とは別の小型照明が転がっているらしく、男の足が浮かび上がっている。

　モカシンシューズ、それから、血で濡れたナイフ。

　さらに視線をあげようとして、痛みに襲われる。

　達也はうめきながら仰向けに転がった。ナイフがコンクリートに落ちるのを最後に見た。

　視線はまた闇に戻る。倉庫の壁の、高い場所に取り付けられた明かりとりの窓も、きっと雨に濡れているはずだ。

　大きく息を吸い込んで、あごをそらした。耐えがたい痛みに襲われながら死ぬのが、自分には似合いだと思う。そんな生き方しか選んでこなかった。

「達也さん……っ」

　声がした。傷を押さえる達也の手に触れてくる指がある。

　ちらりとだけ視線を向けると、見慣れた顔がそこにいた。闇にまぎれてはっきりしなくても、それがだれなのか、達也にはわかる。

　男はシャツを脱ぎ、達也の指を引き剝がした。あてがったシャツの上から体重をかけられる。　

「……泣くな」

　血で濡れた手を伸ばし、頰に触れた。
















　どうせ助からないのだから。そう思い、静かに目を閉じる。

　なのに、相手は騒がしかった。

「バカ！　バカ！」

　罵ののしられながら抱き起こされ、達也は相手を睨みつける。奥歯を嚙みながら、首へと腕を回した。

「チヒロ。逃げろ……。逃げて、くれ……」

「嫌だ。すぐに追うから。ひとりにしないから」

「バカ言え」

　首を振って拒む。

「一回ぐらい……しとけば、よかったな……」

　急に視界が危うくなり、相手の首に爪を立てる。

「生まれ変わったらな、おまえの子を、産んでやる……」

　達也は意地悪く笑って、くちびるの端を歪めた。何度生まれ変わっても、きっと自分は男に違いない。そんな気がする。

　だから、こんなときまで、できない約束しか言えない自分をあざ笑う。

　けれど、もしも、どこかでもう一度、出会うことができたら、今度はもう絶対にハズレくじを引かせない。

「そんなの、だれが約束してくれるんだよ！」

　怒ったように言った男に揺さぶられたが、達也の身体からは力が抜けていく。腕がぼたりと肩からすべり落ち、首も傾いた。

「……くそっ」

　達也をコンクリートにおろした男が立ちあがる。細く開いた目には、まだわずかに視力があった。

　ナイフを拾って駆け出した男の、モカシンシューズを見送って、すべてが終わる。

　残されたのは、闇に朽ちていく達也の亡なき骸がらだけだった。
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　夢から醒さめた真澄の頰には、温かい人肌が当たっていた。

　それは、花島の素肌だ。ヒートをやり過ごす行為のあとで、乱れ濡れた寝具では眠れないと主寝室へ移動したのだ。

　ベッドに横たわる真澄の首の下には、花島の腕がある。ふたりの片手は花島の腰のあたりで指を絡めるように触れ合っていた。

　真澄は途端に恥ずかしくなる。

　一晩中、こうして眠っていたわけではないだろう。しかし、目覚めた瞬間の状況としては、あまりに衝撃が強すぎる。

　慌てないように指をほどき、そっと転がり出る。ふたりで使っていた枕が花島の腕のすぐ上にあてがわれている。こうすると真澄が首を痛めずに寝やすいのではないかと微笑んだ花島の顔がよみがえってきた。真澄は大きく息を吸い込んだ。

　なにを、どう捉えればいいのか決められず、主寝室を出て風呂場へ逃げ込む。

　シャワーを浴びようと浴室へ入ると、バスタブに湯が張られていた。いつの間に用意したのかはわからないが、花島の仕業だ。バスタブのふちには、個包装の入浴剤が置かれている。

　真澄はまずシャワーを全身にかけた。身体を拭ってもらったような気もするが、思い出すのがこわくてよくわからない。しかし、性交渉があったことは疑いようのない事実だ。

　キスマークを残されてはいないかと焦ったが、わざわざスキンを取りに戻る男に限って、そんなことはない。首にも、肩にも、胸にも、脇腹にも、鬱うっ血けつの痕あとは見られない。安心した真澄は、シャワーを止め、入浴剤の丸いボールを湯の中へ沈めた。

　なにげなく足を入れ、しゃがもうとして立ちあがる。片足をバスタブに置いた。

　腿ももの付け根の内側に、紅い痕が散っている。

「……ぁ」

　つけられたときのことを思い出し、真澄はざぶんと湯に浸つかった。そのまま顔を伏せ、バシャバシャと洗う。

「噓だろ……っ」

　足を大きく開かれ、男の象徴もその下の袋の部分も、あますことなくキスに埋められ、舌で舐められ、しゃぶられ、泣き出すぐらいに責められた。

　おそらく花島は愛撫のひとつだと思っているだろう。

　それも間違いではないが、真澄には認められない。あんな恥ずかしくて、気持ちのいいことは生まれて初めてだった。

　呆然としてうつむき、間近にある水面を見つめて息を飲む。

「そうか……」

　夢の内容がオーバーラップして、すべてを納得した。

「チヒロ……、ハナシマ……」

　モカシンシューズを履いた、上総組のヒットマンだ。いま、はっきりと思い出す。

　花島智紘。

　達也の幼おさな馴な染じみで、援助を受けて警官になった。ゆえに巻き込まれて利用された男だ。

　彼は、達也の頼みで、上総組のヒットマンとなり、三陸会の幹部を射殺した。他にも数名、同じように手にかけ、あの夜、三陸会と上総組の両方から追われていたのだ。

　忘れていたのも不思議はないと納得する。

　ひとりの男の人生をめちゃくちゃにしたからじゃない。

　達也にとって、智紘は特別だった。血の繫がらない家族であり、思い通りに動き、絶対に裏切らない相手であり、だからこそ、どこまでも依存していた。どんな女を抱くよりも、智紘に慕われていることで心が躍った。

　彼から、愛していると告げられて殴りつけた日も、飲んだくれてクダを巻き、ただひたすらに悲しかったほどだ。もう少しだけ、違う人生なら、もう少しだけ、価値観がズレていたら、男同士であることを受け入れてもかまわないはずだった。

　しかし、達也にはそれができない。生育環境の過酷さゆえだ。

　涙がポタポタと落ちて、湯に小さな波紋が生まれる。

　真澄として生きてきて、どれだけ達也の心が癒いやされたか、わからない。

　理不尽に殴らない大人。略奪を正当化しない家族。そういったものが、ごく当然の善意だと信じるのには、勇気がいった。

　そのためには、智紘のことを思い出すわけにはいかなかった。彼への罪悪感は深く、真澄の心も蝕むしばんだ。だから、達也は忘れることにした。

　花島よりも、自分の幸福を選んだと言われたら、まさしくそうだろう。

　あの頃、恨みを募らせ憎んだ世間に対して、達也は、もっと優しくして欲しいと思い続けていたのだ。あと少しの手助けがあれば、道を外れずにカタギでいられた。

　だから、やり直したかったのだと思う。

　まともな親と兄弟に恵まれたら、こんな自分でもまともに育つと信じていた。そのあきらめの悪さで、達也は今度こそ自分の期待を裏切らずに生きてきたのだ。

　愛情を信じて、自分に希望を持ち、真澄として生きる夢を見た。

「……智紘」

　つぶやきをこぼして、真澄は涙を洗い流した。

　めぐり逢いは奇跡だ。けれど、必ずしも幸運とは限らない。

　達也を刺したのは智紘だった。逃げていくモカシンシューズを見送ったとき、達也はどこかで絶望を感じていた。

　自分を裏切るはずのない相手だ。

　まさか、智紘に殺されるとは考えもしなかった。

　顔を上げて、ぼうっと宙を見つめる。記憶は遠く不完全だ。

「……真澄さん、ここにいる？」

　ふいにドアの向こうから花島の声がして、驚き慌てた真澄は溺れかけた。

「……だいじょうぶ……っ!?」

　頭まで湯に沈み、バシャバシャ暴れていたところを引きあげられる。

「死ぬかと、思った」

　花島のパジャマにすがりつき、はぁはぁと肩で息を繰り返す。

「昨日も、そんなことを言ってたね」

　耳元でかすかに笑われ、真澄は耳まで真っ赤になる。そんなことは言った覚えがない。けれど、覚えていないだけという可能性は否定できなかった。

　夢中になって抱かれ、花島の優しい愛撫に溺れた。ヒートの発作がきっかけでも、真澄はたしかに花島を求めていたのだ。

「……ばか」

　ぼそりと言って、花島の腕へ額を押し当てる。濡れた髪にキスをした花島は楽しげに笑う。

　揺れるパジャマがはだけて、肌に小さなあざが見えた。真澄は目を細めて、じっと見つめる。胸と脇のあいだに、小さくいびつな四つの丸が集まっている。まるで四つ葉のクローバーみたいだ。

　それは、かつての智紘のあざと同じだった。夢の中で見たものではない。達也の記憶に残っている智紘の身体的な特徴だ。

　真澄は感情をぐっと飲み込む。

　見た夢のことも、智紘を思い出したことも、花島には告げないで、口をつぐんだ。
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　稽けい古こ場に怒声が飛び、夏華が身をすくませる。泣き出しそうに顔を歪ゆがめてあとずさった。

　しかし、叱しっ責せきを受けているのは彼女ではなく、真澄だ。

「てめぇ、ふざけてるのか！　この、ダイコン！」

　演出の北河豪が長机を叩たたきながら立ちあがる。パイプ椅い子すが音を立てて転がった。

「ダイコンのが、まだマシだ！　食えるからな！　てめぇは腐ってんだろ！　花島！　動くな！」

　真澄をかばおうとした花島までもが標的になる。

　北河の演技指導が厳しいのは業界でも有名だ。しかし、ここまで激怒する姿は、今回の稽古で初めて見る。稽古場に緊張が走り、スタッフも共演者も居心地悪そうに目を伏せていた。

　原因は明らかに真澄にあった。叱責されるのは、今日が初めてではなく、もう何度も同じところで止められている。それは花島とのラブシーンだ。

　騎士と王子が、互いの気持ちを確かめ合う大事な場面で、最後はキスをしなければならない。もちろん、本当にくちびるを合わせるわけではない。だからこそ、本当以上に官能的な雰囲気を出してくれと北河に注文をつけられていた。

「高石！　おまえ、童貞か！　なにを青臭いことやってんだ！　おまえが童貞でも限度があるぞ！　男とくっつくのが嫌なら、こんな仕事を受けるな！」

　台本を鷲わし摑づかみにして投げた北河が長机を蹴け飛とばした。両隣はもうすでに逃げている。真澄は答えられずに身体からだの横で拳こぶしを握った。

　やれます、という返事は、すでに何度も口にしている。猶予はたっぷり与えられたのだ。

　それでも、花島がそばに近づくと気が削そがれる。求められるままに寄り添ってしまったら、オメガであることがまわりにバレるのではないかと気持ちが乱れてしまう。

　花島と身体を繫つないだのは、完全な失敗だった。あのときはそれが最善だったのだが、ヒートの期間は一週間近くある。

　自分を抱いたアルファとの接し方もわからず、ヒート期間中のいまは、感情の乱れが特に制御しがたかった。

　安田には、性交渉があったことを伏せて報告し、花島との同居も即時解消した。決められた時間に予防のための鎮静剤を飲み続け、ヒート期間も終わりが近づいている。

　しかし、支障は別のところにも出ていた。

　ひとり暮らしに戻ったことが、ひどくさびしいのだ。いままで普通に暮らしていた部屋なのに、閉へい塞そく感がひどくて気が滅入る。なによりも、達也が感じていた孤独がよみがえり、気分が沈んでしまう。

　それもヒート期間だけだと自分を叱しっ咤たして、真澄は奥歯を嚙かみしめる。まっすぐに北河を見つめた。

　いまさら降板はありえない。だからこそ、このままでは公演そのものが失敗に終わる。

「てめぇ、オメガをバカにしてんのか！」

　北河に怒鳴りつけられ、ハッと息を飲む。

「おまえがやってるたらたらした演技はそうなんだよ！　アルファから求められて、深窓の令嬢みたいになよなよしてるのがオメガだと思ってんだろ！　ナッカがやってる役はな、てめぇがやってる騎士と対照になるように、わざと、かよわくしてんだ！　あれはオメガのナッカがやるから生々しい。そこに、てめぇの役が、ガツンと来るんだろ！　何回！　何回っ、説明、させんだ！」

「すみません」

「謝罪なんか、聞きたくねぇんだよ！　てめぇの思うオメガが、かよわいなら、それでいいって何回言った？　かよわいままで、王子をガツッと求めていくんだろ！　運命だからじゃない！　ただ、好きだからだ！　なにが、わからない！　なんだよ！」

　怒鳴り続けている北河が、唸うなりながら頭を搔かきむしる。

「先生、そのあたりで……」

　血管が切れはしないかと心配したスタッフがおそるおそる声をかける。

「これなら、オメガの若手を探せばよかった！」

　北河が叫ぶ。

「……いなかったから、高石くんを選んだんですよ……」

「だから、腹が立つんだろ！　今日は解散だ、解散！　高石！　今度の公演が失敗したら、二度とこっちの舞台には立てねぇと思えよ！」

　びしっと指先を突きつけてきた北河は、苦く悶もんに似た表情を浮かべた。転がったパイプ椅子をさらに蹴飛ばして稽古場を出ていく。

　真澄はすぐに、全方位へ頭をさげた。共演者、スタッフ。夏華。それから花島にも深々と腰を折る。

「明日、もう一度お願いします」

　涙がこみあげ、声が震える。花島の答えは聞かず、うつむいたままで壁際の荷物を取って稽古場を出た。非常階段を使い、地上まで駆け下りる。

　ふがいなさに涙がぼろぼろとこぼれたが、それもここ数日、続いていることだ。感情が高ぶり、涙もろい。

「高石さん！　高石さん！」

　女の子の声が聞こえ、足音が追ってくる。

　夏華だとわかり、真澄は一階の日陰で待った。

「……高石さんっ」

　額の汗を拭ぬぐいもせず、階段を駆け下りてきた夏華が立ち止まる。足に両手をつき、肩で息を繰り返す。

「平気だよ」

　彼女から言葉をかけられる前に言った。

「私に、できること、ないですか……」

「ナッカちゃん。童貞だろうって怒鳴られた男を追いかけて、そんなことを言うものじゃない」

「あ……」

　そんなことは微み塵じんも考えていなかったのだろう夏華が真っ赤になる。耳も首も、ばら色に染め、あわあわと手を振り回す。

「オレが、花島を意識しすぎてるのかもね」

　同じシーンを毎回、同じように演じこなせず、どこをどう直せばいいのかもわからない。

　真澄は弱く微笑ほほえんだ。

「花島さんがいけないんですよ」

　真澄の肩を持ち、夏華が頰を膨らませた。

「距離感を近づけすぎたんだと思います。それに……高石さんは気づいていないかもしれないけど、花島さん、本気です」

「本気……」

　言葉の意味がわからずに首を傾かしげる。夏華は胸を張って言った。

「高石さんのこと、好きなんだと思います」

　あまりに自信満々な口調で告げられ、真澄の心は不思議に凪ないだ。

「……そう見えるの」

「わざとらしくしてるけど、高石さんを見る目は恋する女と変わりません。そういうの、男も女も変わらないでしょう？　気づいて欲しくて、まわりをぐるぐる回ってるの」

「みっともない？」

　問いかける真澄の胸はわずかに痛んだ。そんなことはありえない。

　花島はいつだって完かん璧ぺきな男だ。

　だからこそ、オメガの真澄は萎い縮しゅくする。アルファに囲い込まれ、伴はん侶りょとして子を成す運命を思い出すからだ。

　それはつまり、真澄のキャリアの分断だ。

　智紘の人生を踏みにじった達也の行いを恨み、今度は真澄の人生を壊すつもりでいる可能性も否定できない。このまま公演が行われたなら、花島には実力に応じた最高の評価が与えられ、一方の真澄には、彼の演技を台無しにした最低の評価が与えられる。

　悪いのは、メンタルを強く保てない真澄だ。しかし、過去を恨む花島によって窮地へ追い込まれたとも言えてしまう。

　花島が優しいからこそ、真澄には信用しきれない。

　善行の裏で他人を貶おとしめる人間を、いくらでも知っている。達也自身もそうだった。

　花島を信じたい気持ちと、疑わなければならないと警戒する気持ちの狭はざ間まで、真澄は追い詰められるばかりだ。

　暗い表情に気づいた夏華が、胸の前で手を振った。

「違います。みっともないんじゃなくて……。アルファなのに、かわいいな、って思うんです」

「……かわいい？」

「はい。あんなアルファとなら、仕事を辞めずに女優でいられそうだと思って」

「ベータとだって、結婚できるんだよ」

「知ってます、そんなことぐらい」

　こめかみからあごへと伝い落ちる汗を、手の甲で拭い、夏華はにこりと微笑んだ。いつもの彼女に見えるが、眼まな差ざしの奥に兆す感情は初めて見るものだった。

「でもね、高石さん。だれかにすがって生きるなんて、面白くない、って思うんです。いまの役も、お腹の中では笑いながらやってますよ。こんなテンプレ女性オメガ……って」

　それが彼女の本心なのだろう。まわりが望む『若いオメガ女性』として振る舞いながら、夏華の中にも赤々と燃える野望がある。

「……いま、オレにケンカを売ったね」

　オメガの騎士を演じきれない、男性ベータ俳優へのあてつけにも聞こえる。

「いいえ。わたしはそんなことしません」

　夏華は、かわいらしく肩をすくめ、ふふふと笑う。強気の発言を聞いたあとでは、真偽のほどは疑わしい。

　笑ったままの夏華は、非常口のドアをちらりと見た。

「あ、東浦さん……」

　声に促されて顔を向けると、顔を出した東浦が苦笑していた。

「こんにちは、ナッカちゃん。……北河さんがキレた、って？　みんな、きみを心配してたよ」

　真澄へ視線を向け、ニヤリと笑う。

「心配したほどじゃなさそうだ。どう？　僕に相談してみる？」

「……お願いします」

　今回ばかりは自分ひとりでは解決できそうにない。糸口だけでも見つけ出したくて誘いに乗った。

「どこへ行くんですか？」

　無邪気な口調で夏華が言う。

「あ、ごめんなさい。東浦さんって、素敵なお店をたくさん知ってるから」

　屈託のない仕草で小首を傾げた。東浦はつられたように微笑んで答える。

「青山の骨こっ董とう通りにある隠れ家カフェ。今度、夏華ちゃんも案内するよ」

「はい〜。楽しみにしてますね」

　どこか甘えたような声を出し、非常階段から外へ出るふたりを見送って手を振る。

「彼女は、いい子ですね」

　いつまでも手を振っている夏華を振り向き、手を挙げて返した真澄は肩を大きく上下させた。力を抜く努力をする。

「そうだね。……あぁいうタイプが好みなの？　花島くんとのラブシーンがうまくいかなかったんだろう」

　東浦に言われ、真澄は苦々しく笑った。

「まぁ、そういうことなんですけど」

「しかたがない。ベータとアルファじゃ、釣り合いを取るのが、……あぁ、これは、悪い意味じゃなくて。アルファが突出しすぎることもあるから」

「オレの実力不足のような気もします」

「いつになく弱気だなぁ。しっかりしろよ、『２・５次元の王子さま』。ファンが楽しみに待ってるぞ」

「……あいつとのキスシーンをですか……？」

「そういう向きもいるだろうな」

　はははと笑った東浦の手が背中に回る。そんな仕草にさえ花島を思い出した。

　マンションのリビングから眺めた緑溢あふれるテラスがなぜか恋しく、すべてを忘れられたらいいのにと願ってしまう。

　達也の記憶も、智紘の記憶も、両方がなくなってしまえば、なにひとつ真実を知らずに済む。知らなければ、花島とも素直に向かい合えるだろう。

　花島を疑いながら、決定的に悪人だと断定することもできない真澄は、物憂く表情をかげらせた。ふたりの過去がどうであっても、いまは違う人生を生きるふたりだと思いたい。

　けれど、できない。そのことが一番つらかった。







　路地の奥にある小さなカフェの二階は、客も少なく話しやすい。

　元は役者でもあった東浦から、演劇人としての見解を聞き、役作りの方向性を洗い直した。

「一緒にいるのが長すぎたのかもしれないよね」

　東浦が注文した二杯目のコーヒーが届く。

「……どっちかというと、彼が『騎士ナイト』みたいじゃないか」

　すぐに真澄の荷物を持ちたがり、東浦から食事に誘われようものなら飛んできて邪魔をする。言われてみれば、その通りだ。

　東浦は苦笑いをして言った。

「たしかに、ふたりの同居で話題性は作れたからね。悪いことばかりじゃないよ。前売りもよく売れてる。でも、肝心なのは本番だ。そうだろ？」

「オレも、そう思います。同居は、数日前にやめたんです」

「あぁ、それはよかったんじゃない？　北河さんにはもう少し様子を見てくれるようにかけ合っておくよ。きみを推薦したのは、僕だしね。必要があれば、マンツーマンで指導が入るかもしれないけど……。でも、それなら、花島くんにも釘くぎを刺しておくように言っておかないといけないな。これが、高石くんだけの問題だというのはおかしいから」

「おかしいですか」

「自分ばかり責めても意味がないよ」

　ぴしゃりと鋭い口調で言われ、真澄はうつむいた。

　窓の向こうでは、雨が降り始めている。ガラス窓に雨粒が当たり、夢の中で繰り返す雨音が漠然とよみがえっていく。

「東浦さんは、前世とか信じます？」

　冷たくなったコーヒーを飲みながら、真澄は眉まゆ根ねをひそめた。

「前世？　ロマンチックだね」

　からかうように微笑んだ東浦の口調はいつも通りだ。どこか楽しげでもある。

　だから、真澄は話を続けた。

「もしも前世で好きだった相手とめぐり逢あったら、やっぱり好きになるかな？　……東浦さんなら、どんな脚本にするかなと思って」

「あー……、それは、けっこうなメロドラマだね」

「ですよね」

「俳優仲間が、劇団で演やるとか、そういう感じ？　僕なら、愛憎劇にするね。小さな劇団なんだろう？　そういうところでしかかけられない演目もあるから、王道よりも少しエッジを効かせるのがいい」

「そう伝えておきます」

　誤解させたままで返事をする。本当のことなんて、言えるはずがなかった。

　花島と共通の記憶を持っているなんて話は『お試し同どう棲せい』よりもゴシップだ。それとも、怪しすぎて、だれも信じてくれないだろうか。

　しかし、真澄の中では、存在を疑う余地さえない事実だった。

　モカシンシューズを履いた男は、たしかに達也の記憶に存在する。

　名前まで一緒なのはできすぎていると思ったが、これは花島がわざと芸名に使っているからだ。彼の本名は『羽はね石いし藤とう吾ご』で、名門一家の出身であることを隠すために『花島智紘』の名前を使っている。

　おそらく、達也とめぐり逢う可能性を考えてのことだろう。

「高石くん、このあと、時間があるんだろう？　夕食でも……」

　東浦に誘われたが、どうにも気分が乗らない。真澄は静かに首を振った。

「すみません。今日は、ちょっと」

「そんな気になれないか。でも、考えすぎてはいけないんだよ。……あぁ。あれ、花島くんだね」

　東浦が、雨粒の当たる窓ガラスを指差す。下を見ると、黒い雨傘が路地端に開いている。

　傘を傾けてこちらを見上げているのは、たしかに花島だ。

　東浦が重いため息を吐き出した。

「こんな目立つことをして……。彼は、本当に、この舞台を成功させる気があるんだろうか……。スポンサーを集めるのには、かなり苦労をしたんだけどねぇ」

　腹立たしげに言ったかと思うと、真澄に向かっては眉根を開いた。

「藤田Ｐピーに相談されて、手持ちの札をね、少しばかり融通したんだ。……彼は、きみを待ってるんだろう。面倒だから、先に出てくれる？」

　ひそかに流れる東浦の暗い噂うわさを信じている花島との仲は目に見えてよくない。

　特に、真澄と三人でいるときの花島は敵意を隠そうとしなかった。

　大人の対応を見せている東浦だが、本心では困っているのだろう。テーブルに肘ひじをついて笑い、真澄に向かって肩をすくめた。

「ぼくはね、彼なんかよりも、高石くんの演じるオメガを楽しみにしてるよ」

「ありがとうございます。がんばります」

　財布から金を出そうとすると睨にらまれた。

「そんなことはいいから。彼が気づかれて騒ぎになる前に、早く」

　追い立てられるように急せかされ、真澄はその場を離れる。階段を下りる直前に東浦を見た。頰ほお杖づえをついたまま外を眺める横顔は、死角に入ってよく見えない。

　向けられた期待に応こたえたいと自分を奮い立たせた真澄は、階段の途中で足を止めた。

　違和感を覚える。それは、真澄の演じるオメガを楽しみだと言ったときの東浦の表情だ。いつもの彼とはどこか違っていた。

　もやもやと胸の内が濁り、くちびるに指を添える。

　真澄が、花島と夏華に嫉しっ妬としたとき、花島は真澄と東浦に嫉妬した。東浦の悪い噂についての発言が思い出され、胸の中に苦さが広がる。真澄はまるで知らなかったが、インターネットを注意深く探せばそれらしき話題も見つかった。

　しかし、すべては噂の域を出ない。その程度で疑うのは私し怨えんに近いだろう。そう思っているのに胸の奥が騒ぐのは、花島と関係を持ったことにより、自分に対して他人が向けてくるセクシャルな視線を感じ取れるようになったせいだ。

　そして、優しげな笑顔の裏に邪悪な欲望が潜むことを真澄は知っていた。達也の記憶だ。カタギの人間には想像もつかないような身勝手な行為をいくらでも想像できる。

　だから、わかる。あの一瞬だけ、真澄は、東浦の性的な対象だった。

　オメガ好きのベータ。それも、もてあそぶための対象として見ている。

　東浦が楽しみにしているのは、そういう意味での『真澄が演じるオメガ』かもしれない。そこまで考え、ありえないと思い直し、真澄は店を出る。

　雨が吹きつけてきたが、傘は持っていない。花島は出入り口のそばにいて、すぐに真澄の腕を摑み、傘の下へ引き込んだ。

「帰ろう」

　固い声はいかにも不機嫌で、真澄の背中にヒヤッとしたものが流れる。

「なにを、怒ってるんだよ。……今日の稽古のことなら」

「いいから、帰ろう。話がしたい」

「……花島。ふたりきりは困る。まだ、ヒートが終わってない」

「だからだよ。もしも、東浦がベータを装ったアルファだったらどうするの。考えなかった？　もっと危機感を持つべきだ」

「おまえが言うの」

　そんな危機感は、これまで微塵も持っていなかった。階段を下りながら、ようやく理解したばかりだ。

　ベータであれば感じなくていい危険が、オメガにはある。

「……言ってもいいはずだ」

　まっすぐに見据えられ、手首が摑まれる。引き寄せられて、傘が大きく真澄のほうへ傾いた。

「おまえが濡ぬれる」

「かまわないよ」

「かまう。タクシーに乗車拒否される」

　指先で傘の骨先を押し返す。ふたりは視線を合わせずに歩き、タクシーを使って花島のマンションへ向かった。







　玄関へ入るなり、キスを奪われ、真澄の肩から荷物がすべり落ちる。

「んっ……、ぁ、ん……」

　押しのけようとした腕が摑まれ、花島の膝が容赦なく足の間へ割り込む。ふとももで股こ間かんを刺激され、真澄は身をよじった。

「だめ……だ。……や、だ」

　薬でやり過ごしているヒートの症状がぶり返して高まるのを感じ、力の限りに顔を背ける。しかし、反応してしまった下半身を収めるすべはひとつしかない。

「花島……はな、しま……」

「この数日間、おれがどれだけ我慢していたか。知ってる？　稽古場でも不用意に近づかないようにした。でも、まわりに不審がられないようにもして……。目を合わせてくれないことも、しかたがないって思った。だけどね……」

　両手が真澄の顔を包む。額同士がぐりぐりと押しつけられ、頰がすり寄り、くちびるがまた重なる。

「あっ……」

　ねっとりと下くちびるを吸いあげられ、真澄はつま先だって背筋をそらす。

「もう、だれかに奪われるなんて嫌なんだよ」

　花島が口にしたのは、ふたりの過去だ。達也と智紘だった頃の話だった。

「……っ」

　真澄は大きく息を吸い込む。花島の瞳ひとみを見つめ返せず、不格好に視線をさまよわせた。

　小さな声で答える。

「東浦さんは、オレを、ベータだって思ってる。あの人は、オメガを抱くのが趣味なんだろ。今日だって、別に……」

「それって、オメガだとわかった瞬間に射程圏内に入るってことだよ。もしかしたら、ベータでもいいって、思うかもしれないだろ」

「そんなことない」

「ある」

　むすっとした声で答えた花島の手が真澄の頰を撫でる。

「真澄さん、おれのこと、どう思ってる？　あの夜、気持ちが通じたと思ったのは、おれだけ？」

「……は？」

　力なく息が抜けた。いつものように強気に返せず、真澄は壁に貼はりつく。

　逃げ道を探すが、そんなものはどこにもない。残された方法はひとつ。花島を殴ることだけだ。

「あれは、不可抗力だ。おまえだってわかってるから、なにも言わなかったんじゃ……」

「おれは好きだって言った。それとも『つがいにしたい』って言うべきだった？」

　苛いら立だった声を向けられ、真澄は弱々しく眉をひそめた。

「怒るなよ……」

「おれにだって、感情はあるんだからね」

「知ってるよ、そんなこと。おまえは怒るとしつこいし、長いし、機嫌を取るまで帰ってこな、い……し……」

　自分が口にしたことが、遅れて頭に届く。真澄はぼんやりした。

　いつの話をしているのか、一瞬、わからなくなる。

「……真澄、さん？」

　花島の声がかすかに震えていることに気づき、ハッと息を飲んだ。くちびるを手のひらで押さえてブルブルとかぶりを振る。

「違う、違う、違う」

「違わないよね？」

　花島の手が伸びて、真澄の手首を摑んでおろす。

「思い出したね」

　ゆっくりと花島が言い、真澄は苦く顔を歪めた。

「……思い出さない」

「うそ。さっきのは『おれ』のことだ。達也さんのわがままに振り回されて、怒って拗すねて、それでも従った『おれ』のことだ」

　身を屈かがめた花島が用心深く視線を合わせてくる。真澄はすっと目をそらす。

「あの日、どうしてオレを刺したんだ」

　尋ねまいとしていたことを、このタイミングで問う。

「え……」

「オレを殺しておいて、いまさら『好きだ』『子どもを産んでくれ』って、けっこうなサイコパスだ」

「待って。そう言ったのは、達也さんだ」

「冗談に決まってるだろ。男が子どもを産めるわけがないんだから、比ひ喩ゆだろ。それをおまえ、こんなところに転生させて……。これってなに？　オレの夢？　それとも、おまえの夢なのか。だれのせいで、オメガなんかに生まれてんだよ」

「達也さん……」

「だいたい、おまえは前といまと、どっちが好きなんだ。オレを女の代わりにして孕はらませたいがために、あんなふうにチヤホヤしてきたなんて、サイテーもいいとこだ」

「そんなことを考えてたの」

「そうだよ！　だから、おまえとのキスシーンなんかうまくいくわけがないだろ！　ヒート中だし、おまえとはセックスしたし！」

「避妊はしたよ」

「そーいう……そういう問題じゃねぇ……」

　真澄は壁に沿ってずるずると沈み、自転車も止められそうなほど広い玄関の隅にしゃがみ込む。

「どうしてなんて……、答えは持ってない」

　同じようにしゃがんだ花島が言う。転生したことについてだ。

「じゃあ、なんで刺した」

　膝ひざに顔を伏せて、真澄は問うた。

「それが答えなんだろうね」

　花島の乾いた声は、なにも明らかにしていない。

「意味がわからない」

「だって、思い出してないからだよ……。そうしたいんだろう。おれと一緒にならない理由を探してるからじゃないの？　それが無意識だとしても、達也さんの求めていることなら、おれは」

「……悪いけど」

　真澄は顔をあげた。

「オレはもう、達也として生きてない。オメガなんて本当にイヤだけど、人生をやり直した代償だと思ってる。あの頃、喉のどから手が出るほど欲しかった『普通の家庭』に生まれて、幸せに育ってきた。……この人生が死に際の夢でもオレはいい。でも、最後まで続けたい」

「そこに、意味のわからない過去の男はいらないって、そういうこと？」

「言ってない」

「じゃあ、なに？」

「おまえだって、不自由なく育っただろう」

　自分だけが幸福だったなら、智紘に申し訳ない気がしてしまう。しかし、花島の実家は資産家の羽石一族だ。穏やかな性格からしても、苦労をしたとは思えない。

「……そうだね。そうだよ」

　花島は吐き捨てるように言った。

「あなたのいない世界で、何度も何度も、それなりに幸せだった。……でも、あの頃のほうがマシだと思った。そう思ってきたんだよ」

　顔を背けた花島はくちびるを嚙む。感情をこらえる横顔は小刻みに震えていた。

「何度生まれ変わっても、人の心は広くなったりしない。本質は一緒なんだ。……あの夜、どうして刺したのか、言おうか」

「……いらない」

　真澄は首を左右に振って拒む。自分で聞いておきながら、心が怯おびえて受け入れられない。

「本当のことを教えても、きっとあなたは信じない」

　花島の手が真澄の後ろにある壁に触れる。もう片方の手であごを持ちあげられ、くちびるが重なる。

「……んっ」

　逃げようとした身体のバランスが崩れ、真澄はその場に尻しりをついた。

「今日限りなら、もう一度、させて」

「……む、り」

　くちびるを貪むさぼられながら、真澄は花島のシャツを引っ張った。

「ヒート、だって……っ、言って……っ」

「知ってる。こっちだって、けっこうムラムラきてる。だから、芝居もうまくいかないんだ。要はセックスしないからだ」

「……あっ」

　無遠慮に下半身を摑まれ、真澄の呼吸が引きつれる。その間も、花島はキスを止めない。

　ねっとりと歯列をなぞる舌先に、身体は浅ましいほど明らかな欲情を見せた。

　腰が疼うずき、股間が硬くなり、乳首さえ布地にこすれてせつない。

「や、だ……っ」

「うそだね。こんなにして……」

　まさぐるように胸を這はう手が、カットソーの上から真澄の乳首をつまんだ。キュッとひねられて、いやらしい声が出てしまう。

　真澄はくちびるを嚙んでうつむいた。抵抗らしい抵抗のできるはずもなく、身体は交わりを欲しがる。それは、達也だった頃に知っていた快感とはまったく違う種類のものだ。

　オメガが、アルファに抱かれたときだけに感じる、深い充足感。そこを目指してかき集める悦楽のひとつひとつを、真澄の肉体は知ってしまった。

「花島……。やめ、ろ……」

　お願いだと言いかけて、言葉を奥歯ですり潰つぶす。

　カットソー越しに根元をつままれた小さな突起の先端がそっと押し潰される。いやらしいもどかしさに、真澄は顔を伏せた。花島のくちびるが耳へ移動して、真澄の目には自分の胸元が見えた。花島の指先は、いつかと同じく薄紅の色に染まっている。

　それが繊細な仕草で動き、真澄の身体をわななかせた。

「……ぁ……っ」

　こらえようとすれば余計に意識してしまう。だから、快感は容易に真澄を捕らえた。

「乳首、すごい立ってるね。気持ちいいんでしょ？　もっと、して欲しい？」

　甘く聞こえる声に被虐の響きが混じる。

　あの夜とはまるで違う花島に、真澄の心は萎縮した。アルファの息づかいが首筋に触れるたび、つがいにされてしまう恐怖に晒さらされて恐ろしい。

　首を振って拒むことも忘れ、真澄は壁に貼りつく。

「オレを、恨んでる……」

「だれが？」

　花島の声は無感情だった。怒っているのかもしれない。

　かつては智紘が恐れていた冷たい声色を、いまは花島が真ま似ねている。そして、代わりに真澄が怯えているのだ。

　ふたりの関係は逆転していた。常に優位に立っているのは花島だ。真澄の弱みを握り、どんなふうにも扱うことができる。

　花島は深いため息をついてから、言った。

「……そういうことを、さ。どうして聞くんだよ。もっとちゃんと、考えて。おれのこと、ふたりのこと……。それでも嫌だって言うなら……」

　話し続ける花島の手がカットソーの裾すそに忍び込み、しこった乳首が直じかにいじられる。

「んっ……」

　思わず達してしまいそうになった真澄は腰を揺らす。力の抜けた膝が左右に開かれた。

「抜いてあげる」

　乳首をこりこりと刺激しながら、花島の手が真澄のチノパンをくつろげる。

　ヒートを煽あおられている真澄は全身を硬直させ、天井を仰ぎ見た。それが、唯一できる抵抗だ。引きずり出された先端に、うずくまった花島の熱い息が吹きかかり、ぬるっと吸い込まれる。

「ひぁ……っ」

　真澄はくちびるを嚙み、腰を引く。まさか口でされるとは思っていなかった。熱いぬめりけに包まれ、快感は一気に募る。真澄はなんとかしてこらえようと試み、重だるい腕を動かして花島の髪を握る。

「う……っ、ん、ん……ぁ」

　けれど、引き剝はがすことはできず、それよりも先に、花島の手に尻を摑まれた。

　アルファから強引にされると、オメガは抵抗できない。心がすくんで、動けなくなる。

　じゅるっといやらしい音を立てて吸われ、真澄は震えながら花島の髪を引く。痛いはずなのに、花島は抗議ひとつせずに舐なめしゃぶる。

　息を乱した真澄の腰はおのずと揺れてしまう。快感は艶なまめかしく積み上がり、やがて息を継ぐだけの、ほんのわずかなきっかけで溢れ、真澄の身体をガクガクと震えさせた。

「だ、め……だめ……」

　片方の乳首をカリカリと搔かれ、もう片方も、と無意識に考える自分が悲しい。

「あ……、花島っ……こんな、の、……」

　嫌だと声色で訴えても、腰は卑ひ猥わいに乱れて前後に動く。

　高級マンションの広い土間で、花島は臆おくすることなく這いつくばっていた。頭を上下に振り立てる、これみよがしな奉仕は真澄の喘あえぎ以上に淫みだらだ。

「あっ、あっ……」

　両足を開いた真澄は、きつく目を閉じた。我慢が利かずに、腰がぶるっと震える。じわっと先端に溢れた体液を、花島の舌が舐め回す。

「や、だっ……ぁ……」

　快感と羞しゅう恥ちが入り乱れ、真澄は喉を引きつらせる。

　なにも考えられなくなると、胸に押しこめた記憶がよみがえった。　　

　あの雨の夜のことだ。夢の中で見た景色ではなく、達也が持っている記憶。

　雨に囲われて薄暗く、遠い。

　自分の喘ぎ声を他人のもののように感じながら、真澄は記憶をなぞっていく。

　捜し出した智紘に殺されても、かまわなかった。恨みはしない。

　けれど、復讐のために、いまここにいるのなら、悲しみが募る。

　真澄はもう、花島のことが好きだ。達也として踏みにじった智紘ではなく、自分に向かって微笑む花島が心を占める。だから、過去を清算して、新しくやり直したいとさえ思う。

　智紘としての記憶持っている花島はどうだろうか。

　あの夜の達也が、後悔の中で願ったものは『償い』だ。自分に惚ほれて、すべてを投げ出した智紘を慰めるには、子どもを産んでやるという陳腐なセリフしか思い浮かばなかった。

　その程度の知性と教養だ。達也が偏見にまみれていたことは、真澄に生まれて、初めて理解できた。

　しかし、根本にある智紘への懺ざん悔げと後悔に噓うそはない。

　どこかでもう一度出会うことができたら、今度こそ当たりのくじだけを渡したいと思ったのだ。

　すべてを智紘の思う通りにしてやりたかった。人生の終わる、あの一瞬は、そう願ったのに。

　人間は結局、自分の欲のためにしか生きられない。

　真澄はもう、達也の願いも忘れて、なかったことにして、自分の恋のためだけに生きていたい。

「……い、くっ……はなしまぁ……、あ、あっ……」

　はぁ、はぁ、と息を弾ませ、真澄は身体を突っ張らせる。熱が弾はじけ、先端を咥くわえた花島のくちびるの内側へと体液がほとばしった。

「く……ぅ……」

　艶めかしい感覚に全身を震わせ、真澄は腰を小刻みに動かす。余韻があとを引き、花島がすべてを嚥えん下かしたことにも気づかなかった。

「真澄さん……」

　名を呼ばれ、次は自分が同じ行為を望まれる順番なのかと、真澄は落胆する。

　花島とはこんな関係になりたくなかった。これでは、アルファとオメガの性欲を解消するためだけの肉体関係セックスフレンドだ。

　真澄は虚むなしく思うけれど、花島が望むなら拒めない。

「ごめん」

　小さな声で言ったのは花島だ。真澄の衣服が整えられる。

「シャワーを使う？　もう、なにもしないから」

　言葉の意味を理解するのに、時間がかかった。

　セックスフレンドにされるのも悲しいのに、なにもしないと言われても胸が痛む。恋する心は複雑だ。

「……帰る」

　真澄はふらりと立ちあがり、荷物を摑んだ。

「待って……。送るから」

　手首を摑まれたが、投げ捨てるように振りほどいた。

「いらない」

「怒った……？　おれが子どもを産んで欲しいと思ってるから？」

「……違う」

「じゃあ、もったいぶって、本当のことを言わないから？　説明したっていいよ」

　焦ったように声をうわずらせた花島も立つ。真澄は顔を背けて言った。

「それは、おまえの本心じゃないだろ」

「でも、本当のことを、達也さんが知ってるとも限らない。あのとき、倉庫の中は暗かった。誤解されたってしかたない。でも……、助かったはずなんだ」

「……え？」

　真澄はわけがわからず、首をひねる。花島が続けた。

「都合のいいでっち上げだって、誤解されたくないから言えないだけなんだよ。どんなふうにだって言えるんだから。でも、いつまでも誤解されたままでいるのも嫌だ。……刺したのはおれじゃない。なんでそうなったかは、知らない。だって、達也さんはいつも利用するだけで、裏の事情は聞かせてくれなかった」

「……おまえは、バカだから」

　ぼそりとつぶやく。真澄の思いではない。達也がいつも考えていたことだ。

　花島もわかっているのだろう。言い返すこともなく、笑いをこぼすような息をついた。

「せめて、身体が落ち着くまでは、ここにいて。……着替えを出すよ」

　性的に興奮してしまったので、鎮静剤も飲んでおく必要がある。このままでは、どこでヒートの発作が起こるかもわからない。真澄は強情を張らず、花島の提案に従った。

　鎮静剤を飲んでシャワーを借り、気分を切り替えて脱衣所へ出る。脱衣カゴの上に、黒地にキンラメのラインが入ったリラックスウェアのセットが置かれていた。上着は五分丈でドルマン袖のパーカーだ。

　いつかのために買い揃そろえていたのだろう。用意された服のセンスは、まさしく真澄のストライクど真ん中だ。

　着替えてリビングへ向かうと、花島がキッチンから出てくる。

「ノンアルコールの、モヒートだよ。おなかは減ってない？」

「いまは、いい」

　答えた真澄は、雨に濡れているテラスを見ながら、ダイニングテーブルの椅子を引いた。みっつ並んだ真ん中だ。

　いつもなら真正面に座る花島が、左斜めの椅子を引く。

「真澄さん、さっきは……」

「謝るつもりなら、黙ってろ」

　目の前のグラスを引き寄せて、真澄はうつむく。ライムの入ったグラスを覗のぞき込んだ。クラッシュアイスの中で炭酸の泡が弾け、ミントの葉が底に沈んでいる。

　玄関で無理やりにされたことは悲しかったが、それも過ぎれば、たいした問題ではない。

　真澄好みのアクの強い着替えを用意して、カフェで出てきそうなドリンクを作る男のすることだ。そして、行きすぎた愛情だからと許せてしまうのは、真澄自身が花島に対して好意を持っているせいだった。

　そうでなければ、あんな無体は許せない。

「あのな、花島」

　真澄は小さな声を出す。窓の外に降る雨の音が聞こえた気がして、くちびるをぎゅっと引き結んだ。雨は関係ない。過去も関係ない。

　夢の中に現れた男が達也を刺殺したのだとしても、それが花島だったとしても、過去の恨みを晴らすためにここにいるわけではないだろう。疑っていたが、触れ合えば、すぐにわかる。

　花島から向けられる感情に淀よどみはなく、打算があるとしたら、それは純粋な好意からだ。真澄に好かれたくて、つがいになりたくて、花島は愛情のすべてを傾けようと待ち構えている。

　それさえ疑ってかかれるほど、真澄は悪人ではない。

　達也の記憶を持っていても、その延長にいまがあっても、あの頃とは、なにもかもが違う。真澄は、達也を内包してなお、真澄でしかない。だから、決意して口を開いた。

「オレな……。おまえが、好きだ」

「……うん」

　落ち込んだ表情でうなずいた花島の動きが止まる。

「え？」

　視線が向けられたのがわかっても、真澄はうつむいたままで続けた。

「どうしてとか、いつからとか、まぁ、そのへんは、いろいろある。けど、あの夜、ヤッたからじゃないことだけは、言っとく」

「……え？　そこ、ちゃんと言おうよ……。どうして？　いつから？　っていうか、このタイミングはないと思う。抱きしめることも、キスもできない」

　しかも斜めの席に座ってしまったと、花島は不満げだ。

　真澄はほんの少しくちびるの端を歪めた。

「だから、このタイミングなんだよ。ソファで話したら、おまえ、ぜったい飛びついてくるだろ」

「いまも、そんな気持ち」

「危ないから、やめろ」　

　ふっと笑って、まっすぐ前を見る。それから、ゆっくりと視線を左へ動かした。

　花島を見ようとしたが、恥ずかしくなって目を伏せる。

「いまはヒートが続いてるから、あんまり刺激しないで欲しい。でも、ごめん。……オレは、言っておきたかった」

「……うん」

「おまえと言い争いはしたくない。特に、昔のことは意味がない。オレはそう思ってる。だから、ちゃんと話をしよう」

　うっかり触れ合ってしまえば、理屈はどうでもよくなる。だから『節度のある距離』を取って話したかった。

　このタイミングを逃したら、臆病になってしまう。それは真澄のほうが、だ。

「……わかった」

　納得した顔の花島をチラリと見て、うなずく。

「オレは死んだときのことを、あんまり覚えてない。夢が補ってるところもあるから、間違ってたり、記憶違いだったりするところもあるのかもしれない。……おまえは『花島智紘』なんだよな？　オレが、……達也が、利用して追い込んだ」

「それは、ちょっと違う。おれからしたら、喜んで従ってたんだよ」

「おまえの気持ちを利用しただろう。惚れてることも知ってたし……、でも、キスもしなかったな」

「あなたはガチガチの異性愛者だったからね」

「で。オレをこんな身体に転生させたんだろ？」

「だれが？」

　真剣に問われ、そっと指差す。

「まさか！　そんな能力はないよ！」

　花島は焦って身を乗り出す。グラスがぐらぐらと揺れる。花島がとっさに押さえ、大事には至らない。真澄は気を取り直した。

「じゃあ、どうして」

「わからない。おれが死ぬとき、すごく、本当にすごく、今度こそ、達也さんと幸せになりたいって願ったからかな……」

「『幸せ』ねぇ……」

　真澄はぼんやりと口にして、ノンアルコールのモヒートを飲む。ライム果汁とミントシロップをソーダで割ってあり、香りからして爽さわやかだ。

「それって、オレがおまえの子を産む、ってこと？」

　なるべく感情を入れないように口にしたが、花島は敏感だ。形のいい眉を跳ねあげた。

「……それは、ちょっと違って……。おれの望みというよりは、達也さんが言ったから、だよ。そうするのが『ふたりの幸せ』ってことなんだと思って」

「それは智紘が思ったことだよな。じゃあ、花島は？　いま、オレとのこと」

　はっきり問うのは恥ずかしい。ちらっと視線を向けると、花島の瞳が慌てたように揺れた。

　だから、今度は真澄が見つめる番だ。

　じっと見据えて待つと、懸命に答えを探そうとした花島が目を閉じる。長いまつげが淡くけぶるようで、現実感が薄れていく。

　こんなに見つめていたい相手を、他には知らない。

「おれね……、本当に一目惚れだったんだよ」

　真澄の気持ちを知ってか、知らずか。花島は真ま面じ目めな顔で言う。

「舞台に立ってる真澄さんを見て、この人が達也さんだと直感する前に、好きになるって思った。だから、本当はどこかで、達也さんじゃなかったらいいなって、思ったりして……。本当はもっと早くコンタクトを取れたけど、できなかった」

「……浮気者、って言うべき？」

　からかい半分で言ったが、それは該当しない。達也だって、智紘を忘れていた。

　償いをしてやりたい。今度こそ、きちんとした形で関係を築きたい。そう思っていたが、願いはどれも自己弁護の枠を越えていなかった。

　達也の記憶を持ったまま、真澄として生きてきたから、上手く言語化できるようになっただけだ。それも厳密にやれば、達也の悪い部分しか語れない。

「やっぱり、そうなのかな」

　素直に青ざめていく花島に対して、真澄の瞳は知らぬ間に潤んだ。かつての智紘は、幼いほどに妄信的で、警察組織に入ってさえ、ヤクザの達也にしか心を開かない男だった。

　おぼろげによみがえる記憶をそこで止め、真澄は静かに息を吐き出す。

　お互いに、たいした人間ではなかった。ヤクザと悪徳警官。金と女と暴力と、報復の連鎖。他人を袋小路に追い詰めたように、最後は自分たちが追い込まれた。

　そんなふたりだ。こうして人生をやり直すことができたのに、せっかくの暮らしが無に返るかもしれない。どこかで道を踏みはずし、互いに罪をなすりつけながら生きていくだけの、悪い連鎖を呼ぶかもしれない。

　そんなことをしたくないから、達也は智紘を忘れたのだ。真澄はそう考えた。

「智紘は、達也を恨んでないの？」

　過去の自分たちを名前で呼び、真澄は問いかける。花島はぐっと押し黙った。誤解を生まない言葉を探しているのだろう。

　長いまつげがかすかに揺れて、優しいキスの上手いくちびるが動く。達也が覚えている智紘の顔、そのままで、花島が言った。

「恨んでなんかないよ。あなたはどうか知らないけど、自分で選んだ苦労は楽しい。たしかに傷つくようなことはたくさんあったんだろうね」

　まるで他人のことを話すようだ。首を傾げ、薄く微笑む。

「不運だと思うことはぜんぶ、神さまが性悪だからと思ってた。その程度のことだよ。それだけのことだ。……智紘はさ、彼が生きているなら、それだけでよかったんだ。……真澄さん」

　優しく呼びかけられ、くすぐったさを覚えながら視線を返す。

　花島は恥ずかしげに目を細めた。

「もう何度も言ったけど、おれは真澄さんが好きだよ。あなたの中にいる達也さんごと好きだ」

「わからないな。どっちもオレだし、自分の中で区別はない」

「それなら、おれが好きなのは、あなたそのものだ。あの夜、勢いで抱いたけど……、すごく幸せだった。真澄さんが、おれのことを好きになってくれたって、そんな気がしてたから。気のせいじゃないよね？　……それなら、本当によかった。俺を受け入れてくれたのが、達也さんの気持ちでもあるなら満足だ」

「いま、勝ったと思っただろう」

　真正面から言葉にされて、真澄は恥ずかしさのあまり話を混ぜ返す。

「恋愛は勝ち負けじゃない」

　花島がたしなめるように言って眉根を引き絞る。でも、声は甘くやわらかな優しさに満ちて、戸惑いを残している真澄の心へ染みこむ。

「……ん」

　小さくうなずいて返す。花島は恋に真面目だ。一緒に暮らし始めたときから、彼なりに緊張して距離を詰めていたのだろう。

　それは智紘が見せていた達也への盲信とは違っている。

「真澄さん」

　椅子から立ちあがった花島がテーブルを回って近づいてくる。目で追いかけた真澄は、身体ごと横を向く。立ちあがろうかと思ったが、花島の手のひらに留とどめられた。

「大事なことだから、きちんと言わせてね」

　椅子ひとつ分離れたままで、花島が片膝をつく。アルファとオメガのフェロモンが影響しないギリギリの距離だ。

「オレと一緒になってくれる？　つがいに、なって欲しい」

　二重の目元はすっきりと爽やかで、まっすぐな瞳はまぶしいほどきらきら輝いている。

　求愛を断られる可能性は万が一にもないような容姿だ。それでも、自信や期待より不安が勝って見える。すべては真澄次第だと思っているのだろう。

「……でも」

　真澄は戸惑ってうつむき、くちびるを嚙む。

　即答はできない。つがいになるということは、子どもを作るということだ。それはまだ、できない。

「約束だけでいい。すぐにとは言わない。無理強いだってしないよ。でも、他のだれも選ばないで欲しい。そのことだけ、約束して欲しい」

「おまえ……。なんて顔をしてるんだ」

「わからないよ」

　膝をついて愛を乞こう姿さえ、目を奪われるほどにまぶしい王子さまだ。真澄は静かに息を吐き出した。

　達也の記憶が頭の中から遠のき、代わりに圧倒的な幸福感が押し寄せてくる。真澄は抗あらがわなかった。生まれて初めて感じた恋に、身を委ゆだねていく。

　好きだと言って、いますぐ、身を投げ出してしまいたいと思う。その衝動を余すことなく感じ取り、ぐっとこらえた。

　言ってしまえば、気持ちはもう止まらないだろう。つがいになって子を成す本能には逆らえない。自覚があるから、真澄はくちびるを引き結び、うつむく。

　自分の指先をいじくった。

「真澄さん。答えは、今日、いますぐ聞きたい。先延ばしにしないで」

　答えを急かす花島の声は、言質を取ろうと必死だ。気持ちは、真澄にも痛いほどよくわかった。

　ふたりはいま、真剣に恋をしている。

　そして、恋心の在り方は、それぞれ色も形も違う。求めるものも、返せるものも。

　ふたつの想いは重なり合って初めてひとつになり、まったく新しい感情に変わっていく。そのとっかかりを、花島はどうしても約束させたいのだ。

　より強く求めるほうが不安なのだと、真澄はそのことに気づいて息をついた。花島の想いの深さにせつなさを覚え、顔を伏せる。

「……わかった」

　小さくうなずいた真澄の指はいつのまにか震えている。そして頰が火ほ照てるように熱くなっていく。

　花島を受け入れた。将来を約束してしまった。

　その事実を理解した瞬間、言いようのない恥ずかしさに全身が包まれ、肌が一気に汗ばむ。

「本当に？　……手を、握ってもいい？」

　立て膝でにじり寄ってきた花島の指が、おそるおそる伸びてくる。

　真澄はパッと、その手を摑んだ。どちらの手も汗ばみ、濡れていた。

　そして視線が音を立てるようにぶつかる。

　もうなにも言わなかった。

　言葉で確認しなければいけないことは、ひとつもない。

　花島の目に安あん堵どの色が広がり、やがてひとつの決意へと変わっていく。それを真澄は眺めた。

　これからのことよりも先に、目の前の舞台を成功させなければならないと、お互いの目標を確認しあう。すべては、それからだ。

「タクシーを呼ぶね。家の前まで、一緒に行くから」

　花島が立ちあがる。名残惜しさを見せないようにした指が離れていく。

「過保護だなぁ」

　わざとからかうようにおどけた真澄は、拳を握っている花島の手を目で追い、自分も同じように指を握り込んでいることに気づいた。そうしていないと震えが止まらない。

「少しでも一緒にいたいんだ。それだけだよ」

　肩越しに振り向いた花島の笑顔は、見たことがないほど甘くとろけていた。

　そして真澄は、握り込んでいた指をほどいて見み惚とれる。真剣に、ときめいた。




　　　　　　　　＊＊＊




　花島とセットで受けた演劇雑誌の個人スチール撮影が終わり、真澄はスタジオの外へ出た。待っていたマネージャーの安田に手招きされて、休憩スペースへ移動する。

　壁際に自動販売機が並び、丸テーブルと椅子のセットがみっつ。他に人はいない。

「なにか飲む？」

　自動販売機の前で聞かれ、甘味料の入っていない炭酸水を頼む。安田は自分の分の缶コーヒーも購入した。

　奥の席を選び、通路に向かって座る。

「一時はどうなることかと思ったよ……」

　喉を鳴らして缶コーヒーを飲んだ安田が笑う。

　真澄の演技がまずくて、演出の北河を怒らせたことだ。

「昨日、謝罪も兼ねて、北河さんのところへ挨あい拶さつに行ったんだ」

「えっ！　そ、そうなんですか……。すみません、なにも知らなくて」

　炭酸水を吹き出しそうになった真澄は、手の甲でくちびるを拭う。安田は眉根をしかめて苦笑した。

「いや、いいんだよ。これは僕の仕事だから。……こうして話しているのは、感謝して欲しいからじゃないよ。北河さん、褒めてたんだよ。やっと役を摑んでくれたって」

「あぁ……」

　嬉うれしそうに報告してくれる安田に合わせて喜ぶことができず、真澄はテンション低く答えた。

「あれ？　喜んでくれると、思ったけど……」

「安田さん。黙ってたんですけど……実は、あのとき、ヒートが来ていて」

「やっぱり」

　安田は強い口調でうなずいた。真澄を責めている雰囲気ではない。しかし、眉をきりりと吊つりあげて、腰を落ち着け直した。

「彼と一緒にいたから、メンタルバランスが崩れたんだろう。そうじゃないかと思ったんだ。北河さんがキレるほどマズい演技をするはずがないんだからね。……でも、きちんと報告をしてくれないと困るよ」

「はい。すみません」

「……えっと、……続きは？」

「え？」

　おずおずと促されて、真澄は首を傾げた。

「つまり『しちゃった』ってことだろ」

　気まずそうに視線をそらし、安田は声をひそめた。

「不可抗力だと思うよ。抑制剤で押さえているから、鎮静剤の効きも悪いだろう。焦ってオーバードーズになってしまう話は、前にしたよね」

　失神して病院送りになり、運が悪ければショック症状で死に至る可能性もあるという話だ。抑制剤と鎮静剤を飲み、ベータとして仕事をすると決めたときに説明を受けた。

「二錠飲んで、効かなくて」

　真澄は素直に告げる。

「病院には行かなかったんだね。……行ってもよかったけど、まぁ、ねぇ……」

　安田は言葉を濁して苦笑いした。怒るに怒れないのだ。病院へ行けば、真澄が案じたようにゴシップスキャンダルへ発展してしまう。

「相手が彼じゃなかったら、ヒートが誘発されることもなかっただろうなぁ……。あのね、僕の経験則ではね、そういうときは、だいたい、相手に惚れちゃってるんだよ。高石くんの場合は、ほだされたって言うのかな」

　苦笑をしたまま、安田は続ける。

「オメガもアルファも人間だ。本能が惹ひきあうなんて言うけど、実際は、ちゃんと相手を選んでる。たまには悪人を選ぶこともあるけど、それはもう、好きずきだよね。……だからさ、責めるつもりはないよ。高石くんの人生だし」

「……安田さん、なにの話をしてます？」

　聞いているうちに、真澄の中で不安が湧わく。安田は深刻ぶって言った。

「そうなっちゃったんだろ？　若いんだし、しかたない」

「いや、それは！」

　真澄は口調を強めて言葉を遮った。安田は誤解している。若いアルファとオメガが、ヒートの暴走に我をなくして『つがいの儀式』をしてしまったと思っているのだ。

「なってません、まだ！」

「まだ……」

　安田が真顔で繰り返す。どう思っているのか、考えは読めない。

　真澄はまっすぐ見つめたままではっきりと言った。

「付き合うって話になっただけです」

「……え？　なに、それ」

　素を出して目を丸くした安田は、自分の膝をバチンと叩いた。

「……はー、高石くんらしいねぇ。古いというか、堅いというか」

　軽やかに笑い、肩を揺らしながら丸テーブルへ頰杖をついた。

「普通はさくっとつがいになるけどね。……それだけ真剣に、好きになったんだね」

　ふっと表情をゆるめて、嬉しそうに目を細めた。

「高石くんはさ。一生孤独に生きるんだって、そう決めてるように見えたから。実は、心配してたんだ。マネージャーとしてじゃなくて……ひとりの友人として。だって、いまはまだそれでもいいけど、いつか苦しくなるよ。好きにならないって、決めて生きるのは」

「そんなふうに見えてたんですか」

「勝手な思い込みだけど」

「……そうでもないです」

　真澄の肩から、ゆるゆると力が抜けていく。笑った安田に、二の腕をつつかれた。

「あれだけ肩肘張ってたのに、選ぶのが、あの花島智紘なんだもんなぁ」

　スペック重視だと揶や揄ゆされてもしかたがない。相手は、世の中の女の子がうっとり見つめる『王さま王子』だ。

「……いいヤツですよ」

「そうだろうね。それにしても、高石くんと花島くんは妙だね」

　肩を揺すって笑い、安田は首を傾げた。

「花島くんが口説き落としたに違いないのに、ものにしたのは高石くんだって感じがする。普通ならアルファがオメガをゲットした雰囲気になるけど……。花島くんは、そういうところが新しいんだろうな。もう、アルファの三歩後ろをオメガが追うような時代じゃないんだな」

　しみじみと言って、遠くを見る。

「いろんな、カップルがいたんだよ。ぼくが面倒を見たタレントにもさ……。女性オメガの俳優も、男性オメガの俳優もいた。家に入って幸せになったように見えても、自分の夢は捨てきれないものでさ……。せめて、出産のあとで戻ってくるとわかってれば、こっちにも手の打ちようはあるんだよな。でも、相手のアルファが許さなくってさ」

「オレは、続けますよ」

　真澄はひっそりと言葉にする。

「彼には言ったの」

　安田に問われて、うなずきを返す。そういう話も、少しずつするようになったのだ。

　真澄よりも花島のほうが、きちんとものごとを決めていきたいようで、これまで以上に真面目に詰めてくる。つまり、少しのすれ違いも許せないのだろう。

　一緒になると決めたことを、絶対に覆されたくない必死さの裏返しだ。

「あいつは……、オレが舞台から降りたら死ぬ、みたいな勢いで」

「なるほど、ガチの信者だったんだ……。僕は納得だし、不思議に思わないけどね。同居の話のときの必死さは忘れられないし……。それはともかく、今回の舞台に支障は出ないだろうね」

　安田の表情がビジネスライクに変わり、

「そこは問題ないです」

　うなずいた真澄は、廊下の向こうを見つめた。そろそろ花島が出てくる頃だ。

「安田さん、なにを納得したんですか？」

　ふと気になって、振り向く。

「うん？　うちの高石真澄がギラギラのダイヤモンドだってことだよ。花島くんには喜んで踏み台になってもらおうじゃないか」

　ふたりがつがいになるのなら、それぐらいのことは当たり前だと言いたげな口調だ。

　真澄は困って、自分の髪に手をやった。そんなことを花島が認めるだろうかと考え、じゅうぶんにありえる話だと思う。

　真剣勝負の結果、そうなるのなら、安田が想像する以上の全力で挑んでくるに違いない。本気と本気のぶつかり合いで互いが磨かれるなら、それが一番好ましい状況だ。

「あ、噂をすれば……」

　安田が言って、真澄は視線を追う。

　廊下の向こうから、スチール撮影を終えた花島が歩いてきた。

「おつかれさまです」

　安田がすっくと立ちあがって頭をさげる。真澄は慌てて花島へ目配せした。報告が済んだと知らせる。

　花島は承知したように微笑み、安田へと会釈を向けた。

「おつかれさまです。高石さんからお聞きになりましたか？　こちらのほうからご挨拶に伺うべきところを申し訳ありません。まずはあなたへ報告したいとのことで、従いました。後日、改めて事務所へ連絡しますが、窓口は安田さんでよろしいでしょうか」

「……あきれるぐらいに完璧だね」

　花島を見上げた安田が笑った。

「嫌味のひとつやふたつ、みっつやよっつ……、なんなら、怒鳴りつけてやりたいところなんだけど。まぁ、プライベートだからね」

　真澄を見てひょいと肩をすくめ、そつのない花島へ向き直った。

「窓口は僕でけっこうです。名刺をお渡しします」

　そう言って、ポケットから取り出した名刺入れを開く。

「うちの社長は怒鳴り散らすかもしれませんよ。それが嫌なら……」

「彼の前でそんなことは口にしないでいただけますか。そうでなくても、通し稽古が近づいて、ナーバスですから。お名刺、ちょうだいします。挨拶には、もちろん、こちらの社長と一緒に伺います」

「話はついているんだね」

「もちろん。いますぐにでも結婚できます」

　冷静な声で訥とつ々とつと、とんでもないことを口にする。

「しません」

　真澄は無愛想に割って入った。花島は肩を揺らし、嬉しそうに微笑んだ。

「これから、スケジュール確認で事務所に行かなくちゃいけないんだ。夕食を買って戻るから……」

「わかった。マンションで待ってる」

　真澄がうなずくと、安田がふたりを見比べた。

「同居は終了したはずだろ？　なにの自主練？」

　じっとりとした視線は、わざとだ。その証拠に、安田は耐えきれなくなって笑い出す。

「やだな。すっごく、年を取ったような気がする。ひとまず、ふたりとも、おめでとう。お祝いはしっかりまとまってからにしよう」

　そう言って、あたりをきょろきょろと見回した。

「盗聴器とか、ないといいけど」

「あったとしても、表に出る前に潰します」

　きらきら輝く『お星さま』のような笑顔で、花島はさらりと物騒だ。しかし、安田は胸を撫なでおろした。

「どうぞ、よろしくお願いします」

　頭をさげて、末永くと付け加えた。







　ふたりと別れた真澄は地下鉄の駅へ向かう。

　花島は事務所へ向かうタクシーに乗り込み、安田は新人の現場へ向かうために別路線の駅へ歩いていった。

　ひとりになると、真澄の口元は思わずゆるんだ。花島と安田のやりとりを思い出すと可お笑かしいからだ。

　なにげなく車道に目をやり、行き交う車の流れに目を細める。

　安田に打ち明けることに緊張はなかった。オメガであることを隠してきた真澄にとって、彼は一番の理解者だった。そして、だれよりも気づかってくれた相手だ。

　彼に打ち明けておけば、心配なことはなにもない。社長へも、うまく話を上げてくれるだろう。

　そして来週には通し稽古が始まり、一週間もすれば本番の幕があがる。

　花島とはつがいになる約束をしたが、それをいつにするかはまだ決めていない。舞台が終わったタイミングで話し合うつもりだ。

　成功すれば晴れ晴れと向き合えるが、もしも酷評に晒されたら、結婚の延期も考えなければならない。それでも、いずれは入籍となるだろう。

　問題は、公称がベータの真澄とアルファの花島の結婚が、世間的にイレギュラーだということだ。

　アルファとオメガ、もしくは男性ベータ同士なら納得してもらえるが、男性アルファと男性ベータでは世間の反応が読めない。

　アルファが、オメガ以外を選ぶことは、まだ一般的ではないからだ。

　かといって、いまさら花島にベータを騙かたらせるわけにもいかなかった。そもそも、だれも信用しないだろう。花島は、見るからにアルファだ。

　結婚の約束をした途端、急に艶めかしく見えるようになった花島の目元を思い出し、真澄はぞくっと背筋を震わせた。ヒートが終わっても、ふたりは身体を繫いでいない。

　性的な行為に及んだのは、マンションの玄関が最後だ。

　立ち稽古のあとで外食したり、テイクアウトの料理を花島のマンションで食べたりしていたが、軽いキス以上を求められることはなかった。泊まることもない。

　いつも決まって、真澄のマンションまでタクシーに乗り合わせ、部屋へ入ったのを外で確認して花島は帰っていく。

　恐ろしく過保護だが、好きにさせておけば機嫌がいいので、なにも言わない。その優しさが嬉しいとも思う。

　胸の奥に溢れてくる温かな感情を想い、真澄はディパックを片方の肩へかけ直す。

　瞬間、足を止めた。街路樹の間のガードレールへ寄って、自分の足の先をじっと見つめる。青いキャンバス地のスニーカーだ。なにの変哲もない。

　けれど、違和感に胸が騒いだ。

　言葉にできない虚無が足元からこみ上げてくる。そして、真澄の中で、達也の記憶が遠くなっていくような気がした。

　かつての智紘と、いまの花島を比べようとするたび、記憶はあいまいにぼやけていく。

　智紘の顔や仕草、ちょっとした思い出の一幕。

　そういうものが、達也自身の実感を伴わなくなっている。

　そして、あの夢を見なくなった。

　まだ数日のことだから、かつての頻度に戻ったとも言える。けれど、真澄には違和感があった。

　まるで半身が消えていくような心地は、日に日に強まり、捉とらえどころのない虚無感でさえ、やがては薄れていくのだと思える。

　真澄は足元に続いて、自分の手のひらを見つめた。握って開き、また握る。

　そうしていないと、どんどん身体が透けていて、透明人間になってしまいそうな気分だ。

　このことは、花島にも、まだ話していなかった。

　あまりに漠然としていて、相談のしようがない。それに、花島と相思相愛になったことでふたりの過去の記憶が消えていくのなら、ある意味では、妥当なのかもしれない。

　この世に残った霊魂が成仏するようなものだと思えばいいだけだ。

　しかし、実際はそれほど楽観的になれず、なにが正解かを決めかねる真澄は、拳を握りしめて大きく息を吸い込む。

　ゆっくりと吐き出しながら、ポケットの携帯電話が震えたことに気がついた。

　花島かと思ったが、そうではなく、夏華からの着信だった。個人的に連絡先を交換したことはない。連絡を回すように頼まれた夏華が、携帯電話の番号あてにショートメールを送ってきたことがあっただけだ。

　なにごとかと不審に思ってメールを開く。

『東裏の自宅助けて』

　それだけの短文だ。まるで意味がわからず、真澄は首を傾げた。

　そもそも、冒頭の挨拶を抜くような子ではない。間違えて送ったのだと思い、携帯電話をポケットに戻す。

　地下鉄の駅へ向かって歩き出しながら、今日の夕食のことを考えた。ほんの少しだけ、そのあとのことを期待してしまう。キスと、もう少し性的なことだ。

　夕暮れにはまだ遠い歩道を、真澄は気もそぞろに踏みしめる。日々の気温は高くなり、歩いているだけで汗がにじむ。

　真澄はふいに閃ひらめき、つんのめるように立ち止まった。後ろを歩いていた女の子がぶつかってきて悲鳴をあげる。真澄は慌てて謝りながら道を譲った。

「東、裏……ひがしうら……」

　小さくつぶやき、携帯電話の画面をもう一度呼び出す。

　東浦の自宅。助けて。

　そう伝えたかったのだろう。脳裏に彼の悪評が過よぎり、真澄はすかさず花島に電話をかけた。まだタクシーで移動中らしく、電話はすぐに繫がる。

「オレ。真澄。笑ってる場合じゃない。東浦の家、知ってる？」

『どうしたの？』

　鷹おう揚ようとした口調で答えながらも、声がわずかに緊張している。

　早口でまくし立てた真澄の言わんとしていることが、もう伝わっているのだ。花島は初めから東浦を警戒していた。

「ナッカちゃんから助けてメールが来た。たぶん、誘われてついていったんだろ」

『ひとりで行かないで』

　間髪入れずに返してくる花島は、真澄の性格をよく知っている。達也譲りの無鉄砲だ。

「いいから、場所をメールして」

『すぐにタクシーを回すから、ふたりで行こう』

　冷静な提案を受け入れる余裕はなかった。花島が雨の中で待っていたカフェで、帰り際に投げかけられた東浦の視線。あの気味の悪さが引き起こす行為を、真澄は知っている。

　達也だった頃、いくつもの例を見てきた。いまとなってはおぞましいばかりの犯罪だ。

　腹の底にぐっと力を入れた真澄は声を低くした。

「いいか。花島。事態は、一刻を争う。ピンチなのがオレだったら、そんな悠長なことは言ってないだろ？」

『わかった。すぐに住所を送る。くれぐれも、やりすぎないで』

　電話が切れて、メールが届く。中身を確認した真澄は、客待ちをしているタクシーへ乗り込んだ。

　夏時間の空はまだ明るく、ひとりの女の子が窮地に陥っている想像は不似合いだ。

　しかし、漢字の誤変換を正す余裕もなく送られてきたメールは現実だった。

　花島が言うには、オメガ好きの東浦は、若手を泣き寝入りさせている。

　本人がアルファなのか、ベータなのかはわからない。オメガである可能性だってあるだろう。男性オメガも挿入はできる。

「どうして……」

　真澄は小さくつぶやいて、下くちびるをつまんだ。

　東浦に対してではなく、不用意な行動をした夏華に対してだ。

　男が家に誘ってくるとき、下心があることぐらい夏華も理解していただろう。東浦の噂を知らなくても、それぐらいの警戒心は持っているはずだ。

　しかし、理由なんてものは本人にしかわからない。断れない理由だって、いくつも想像ができる。

　いま問題にすべきは、夏華がＳＯＳを発信したことだ。とっさの行動だとしたら、なおさら無視できない。

　怪け我がをしていないだろうかと案じながら、真澄は眉根を曇らせた。

　東浦がゲスい行為をしていても、舞台公演のためには表おもて沙ざ汰たにできない。それ以前に、夏華の事務所が、東浦とデートを勧めた可能性もある。枕まくら営業はいつだって秘密裏に存在している。

　とりとめなく考えているうちに、タクシーが高級住宅街へ入った。どの家も立派な塀で囲われている。

「いいところに住んでるんだな」

　走り去るタクシーのエンジン音を聞きながら、真澄は門柱に取り付けられた呼び鈴を押す。門扉は胸の高さまである鉄製で、鍵かぎがかかっている。敷地を覗くと、生け垣が見えた。向こうにウッドテラスが見える。

　呼び鈴の音だけが響き、待ってみても、応答はない。二回、三回と繰り返した。

　真澄はもう一度、身を乗り出す。セキュリティ会社のステッカーはどこにも見えないが、契約してあるなら警備が駆けつけるだろう。それはそれで好都合だ。

　そう思い、あたりに人通りがないことを確認して、ひらりと門扉を飛び越えた。

　荷物を門柱の裏に置いて、生け垣の切れ目から庭へ入る。独身宅だけあって、花は植えられていない。簡素な庭だが、視界を遮るための樹木と夏草に野趣が感じられる。

　デッキの先のリビングはカーテンが引かれ、留守のようにも見えた。カーテンの合わせ目はぴったり閉じられていたが、ガラス戸の端に中を覗けそうな隙すき間まを見つける。真澄はそっと近づく。

　家の中をうかがうと明かりがついていた。床にピンク色の上着が落ちている。

　夏華のものなのか、どうか、わからない。そう思った瞬間、かたまりがごろごろと転がった。ソファから落ちてきたのだろう。伸びた腕は細く、ピンクの上着を鷲摑みにして引き寄せた。

　夏華だった。顔がはっきりと見えて、真澄の心臓は大きく跳ねた。

　涙で濡れた髪が頰に貼りつき、必死に抵抗しようと奥歯を嚙みしめている。

　真澄は、たまらずにガラス戸を叩いた。その瞬間、夏華の視線が窓へ向く。ボタンの弾けたブラウスが乱れ、ふくよかな胸元が見えた。

　間に合ったのか、間に合わなかったのか。そんなことはもう考えていられなかった。鍵のかかったガラス戸は動かず、真澄は即座にウッドテラスへのぼった。

　アイアンチェアを手に取って振りかぶり、鍵のあるあたりへ思い切りぶつける。大きな音を立ててガラスが砕け散った。

　開錠してガラス戸を開け、カーテンを引きちぎる勢いで横へ引く。

　同時に駆け込み、逃げようとしている東浦の背中へ飛びかかった。跳び蹴りが肩に炸さく裂れつして、男の身体が吹っ飛ぶ。

　東浦は、開けようとしていたドアへしたたかに額をぶつけて転がった。

　二度三度と腰へ蹴りを入れながら、真澄はふいに自分のしていることがわからなくなる。

　怒りが暴力を呼び起こし、暴力が怒りを加速させていく。興奮に支配された脳内に、花島の声が響いた。

　それはお守りのような忠告だ。『くれぐれも、やりすぎないで』。花島はそう言ったのだ。それは、限度を知らない達也を案じる智紘からの言葉ではない。

　達也を内包する真澄への、最大限の信頼だ。花島は、真澄が、かつての達也とは違うことを知っている。

　真澄は混乱しながら、東浦のシャツを引き寄せた。その手首を東浦が両手で摑んだ。

「……た、かいし……」

　驚いた両目が大きく見開かれる。

　飛び込んできた相手を見もせず、夏華を置き去りにしようとしたのだろう。相手を知り、あからさまに動揺する。真澄は彼の胴体をまたぎ、ぎりぎりと眉根を引き絞った。険しい表情で睨みおろす。

「ナッカに、なにをした……」

「まさか、きみのアレか」

　ゲスの勘ぐりを隠そうとしない東浦は、浅ましい笑みをくちびるの端に浮かべた。

「まだ、なにもしてないよ。未遂だ」

　にやにやと笑いかけられ、頭の血管が数本、音を立てて切れた。片手を拳に握ると、短い爪つめが手のひらに食いこみ、ぶるぶると震える。

　未遂だから許されることではない。真澄はこらえきれずに拳を振りかぶった。

「そういうことじゃないでしょう」

　第三者の声がして、手首をぐいっと後ろから引かれる。叩きつけるはずだった拳は、宙に留まった。

　声の主は花島だ。息を乱し、ふたりのあいだに割って入る。

「東浦さん、警察を呼びましょうか」

　冷静な声で問いかけられ、あ然としていた東浦は体勢を整えた。加勢を得たと思ったのだろう。真澄の足の間から這い出す。

　ドアにぶつけた額からは血が流れていた。

「いや、大ごとにすると、ふたりのキャリアに傷がつくだろう」

　脱げかけたシャツを引っ張り直し、ボタンを留める。しかし、下半身は裸だ。下着も着けていない。

「彼女の誘いに乗った僕もいけなかった」

　都合のいい言葉で切り抜けようとする東浦の行動に、真澄は吐き気を覚えた。

　花島に摑まれたままの腕を引き戻そうとしたが、拘束は見た目以上に強力だ。びくともしない。力をゆるめれば、真澄が摑みかかっていくと察している。

　その花島が、東浦に向かって言った。

「夏華ちゃんは誘ったりしていないでしょう。このまま、警察を呼んで、部屋を捜索してもらえば証拠が見つかるのでは？」

　花島の声に感情はなかった。これが立ち稽古なら、棒読みすぎて演出から怒声が飛ぶところだ。

「なにを」

　東浦の声は、笑っているようでいて焦っていた。部屋に落ちている下着とスラックスを見つけ、両方をせかせかと一度に身につける。

　倒れ込んでいた夏華はすでに部屋の隅に移動していた。壁にぴったりと肩を寄せ、両膝をかかえて震えている。

「若手のオメガに誘発剤を飲ませて、行為をビデオに撮っているんでしょう」

「……だから、なにを言ってるんだ。荒こう唐とう無む稽けいだな。……つまり、あのオメガ女は君たちふたりの共有財産というところか。知らぬことですまなかったな。しかし、僕を警察に突き出せば、今度の舞台公演は確実に潰れるよ。スポンサーの多くは僕の知り合いだからね。引かせることは簡単だ」

　衣服を整えた東浦は、腰に手を当ててため息をつく。

「ガラスの修繕費は、勉強代だと思うことにするよ。……それでいいだろう。それとも、三人ともキャリアに傷をつけてみるか？」

　さっさと帰れといわんばかりにあごをしゃくった東浦は、いまいましげに舌打ちをして額の傷に触れる。

　黙って聞いていた真澄は、もう我慢ができなかった。花島の力がゆるまった隙をついて、手首の縛いましめを振り払う。つかつかと東浦に歩み寄り、その頰を平手打ちにした。拳で殴りつけるのとは違う、乾いた破裂音が響く。

「謝って許されることばかりだと思うなよ。……映像のデータを寄越せ」

「すぐに出るものじゃないよ」

　答えたのは、真澄の後ろに控えた花島だ。そして、ガラス戸の向こうから野太い男の声が聞こえた。

「空き巣の被害があったのは、こちらですか？」

　カーテンの間から顔を出したのは、制服姿の警官だ。その瞬間、東浦が豹ひょう変へんした。言葉にならない怒声を響かせ、飛びかかってくる。

　真澄は背後から抱きついてきた花島に引き寄せられて守られる。

　駆け込んできた警察官が、悪態をついて暴れ回る東浦を拘束した。







　東浦はすぐさま警察へ連行されたが、真澄たち三人の事情聴取は行われなかった。

　警察に続いて、花島の弁護士が駆けつけたからだ。

　それが知能と権力と金の使い方だと、真澄は思う。達也の言うがままだった智紘とは違い、花島は自分の頭で考えて動く。

　ただし、愛する相手を最優先する非情さだけは変わらない。

　花島は弁護士と残り、真澄が夏華に付き添い、病院へ行くことになった。

　花島の実家である羽石一族経営のクリニックだ。

　医師は、ヒート誘引剤の過剰摂取ではなく、過労の診断を出した。一晩の入院が決まり、個室が用意される。淡いピンクで統一された部屋は女性専用らしい。天井には、バラの絵の壁紙が貼ってあった。

　腕に点滴の針を刺した夏華は、ほろほろと泣きながら、天井で咲き乱れる花の絵に視線をさまよわせる。誘引剤の効果を打ち消すための薬剤のせいで、身体に力が入らないのだろう。涙が耳へと流れていく。

　タオルを手にした真澄は、立ちっぱなしで何度も涙を押さえた。ときどき溢れる唾だ液えきも拭う。

　夏華の視線がゆらりと動いた。

「ごめ……な、さい……」

　華きゃ奢しゃな肩を震わせて、くちびるを嚙む。声はかすれていたが、口調はしっかりしている。

「連絡をくれてよかった。……どうして、オレだったの」

　気がまぎれるようにと、真澄はゆっくり話しかける。

　夏華はしばらく目を閉じてから答えた。

「駆けつけて、くれると……、思ったから」

「いい判断だった。人を見る目があるよ」

　ふざけたふりで言いながら、真澄はにっこりと笑って見せる。夏華はいっそう涙をこぼし、くちびるを震わせる。それは弱々しい仕草ではなかった。

「友人が、同じ目に……あって。仕事を辞めたけど、ずっと脅されてて……。あの人、データを全部返してくれるって、言ったんです」

　焦って話す夏華の舌はよく回らず、言葉は不ふ明めい瞭りょうだ。しかし、だいたいは理解できる。

「彼女には慰謝料も払ってくれて。本当は別の場所で、三人で会うはずでした。でも、東浦さんはひとりで来て。カフェで飲んだドリンクに、たぶん……」

「うん。わかった。……ナッカちゃんはひとつも悪くないよ」

「でも、初めから、関かかわらなかったら……。ふたりで出かけなかったら……」

「悪いのは、相手だ。そうだろう。狙ねらいを定めていたんだから。……なにひとつ、悪くない。……いまから退院するまで、なにかを考えそうになったら、『自分は悪くない』って言うんだよ。あとは、ダンスのステップでも思い出していればいい」

「……たかいしさぁん……っ」

　天井を見上げた夏華がわっと泣き出して、部屋に声がこだまする。真澄は止めず、ただひたすらに彼女の涙と唾液を拭う。

　やがて夏華は泣き疲れ、うつらうつらとまぶたが閉じた。眠りに落ちていく。

　ゆるやかに効いた睡眠薬で、今夜はぐっすりと眠るだろう。こわい夢を見ないようにと祈りながら、真澄はタオルを枕元に置いた。

　うつむき、静かにまつげを伏せる。なにかを思い出そうとした。

　そのほんの一瞬で、思い出そうとしたことそのものを、忘れてしまう。

「真澄さん」

　病室のドアが開き、花島が顔を覗かせる。その向こうには、夏華の事務所から駆けつけたのだろう女性が身を屈めていた。

　振り向いた真澄は動きを止める。

　名前が、思い出せなかった。

　目の覚めるような美形男性と、ふくよかな中年女性が並んでいる。そのどちらも初めて見た顔だと思う。

　しかし、もう一方では彼を知っていると思う。知っているのに、思い出せない。

　忘れてしまったと焦りそうになった端から、そんな感覚さえ薄れ、ごくりと息を飲む。真澄は男性のほうをじっと見つめた。

「……このたびは、本当にありがとうございました」

　女性が病室に入ってきて、ぺこぺこと頭をさげる。真澄は適当に相づちを打った。女性の言葉の中に『ハナシマ』という名前を聞き取り、出入り口で待っている男性がそうなのだと悟る。

　瞬間、それが花島であることに疑問がなくなる。

　自分との関係もはっきりと思い出し、忘れたことに衝撃を受けた。

　しかし、女性に怪しまれないように対応も続けなければならず、混乱したままで話を終えて病室を出た。

「真澄さん、なにか気になることでも？」

　一緒に出てきた花島に尋ねられ、ぼんやりと見つめ返す。

　たしかに、そこに立っているのは、花島智紘だ。本格派ミュージカル俳優で、ベテランも一目置く『王さま王子』。

　なのになぜ、見ず知らずの男だと思ったのだろう。

「いや……」

　真澄は言い淀み、くちびるに曲げた指先を押し当てる。

　焦燥と虚無が入り交じり、激しい不安に囚とらわれながら出口へ向かう。

　少し遅れて歩く花島が言った。

「今後のことは、心配いらないよ。うちの事務所の社長が藤田Ｐに会いに行ってる。舞台公演には支障のないように、あとは大人たちが対処してくれる」

「……スポンサーは？」

「おれのコネで」

「え？　そんなの、あるの？」

　真澄が驚いて振り向くと、クリニックの非常口の手前で花島が足を止めた。

「真澄さん？」

　冗談に笑うような花島の表情から、すっと顔色が消える。

「なに？　どうかした？」

　表情のない顔で見られて、真澄はたじろいだ。

「そ、そういえば、実家が太いんだっけ。花島くん」

　診察時間外のクリニック内の明かりは最小限だ。早く外へ出ようと足を向ける真澄の腕を、花島が引く。

「どうしたの、真澄さん」

「っていうか、変なのはそっちだよな。どうして、オレのこと、下の名前で呼ぶの」

　素朴な疑問だ。そして、わからなくなる。

「……自分の、もうひとつの名前、知ってる？」

　花島は、不自然に言葉を切った。そうしていないと気が急いてしかたがないとでも言うかのようだ。焦った目が真澄を見る。

　焦燥の中にいても、花島智紘は端整な顔立ちが涼やかだ。目を奪われながら、真澄は首を傾げた。

「いや、おれは、芸名が本名だから」

　そう答えた。







　言い争いながらクリニックを出ると、真澄の携帯電話が鳴った。安田からだ。

　ようやく、花島の詰問から逃れられる。

　真澄は心から安堵した。ちょうど、クリニックの前に着いたところだと言われ、建物の裏へ回ってくれるように頼む。

　電話を切ると、花島がまた距離を詰めてくる。

　あたりはもうすっかり闇やみに落ち、大通りから一本入ったクリニックのそばは静かだ。

　ずっと、同じことを繰り返している。あれは覚えているか、これはどうだと尋ねられても、真澄にはさっぱり意味がわからない。しかし花島は必死だ。

「頭を打ったんじゃないの、真澄さん。それとも、頭の血管が詰まってるのかも。ここよりも大きな病院がいい。救急へ行こう」

「は？　おかしいのは、おまえだよ。話題作りで同居しただけなのに、話が飛躍してる。だいたい、おれはオメガじゃないし」

　強い口調で言って、煉れん瓦が敷きの道を踏みつける。

　真澄はベータを公称しているのだ。オメガだろうと言われても、認められない。

　それなのに花島は、アルファの自分とつがいになる約束をしたはずだと迫ってくるのだ。

　困惑を通り越して、恐怖しか感じない。

「……ある意味、東浦よりひどいよな」

　吐き捨てるように言ったところへ安田が駆けつける。

「ふたりとも揃っていたんだね。おつかれさま。花島くんにはお世話になって。ありがとうございます。いま、うちの社長も合流させてもらっていて。話し合いの結果が出るまで待機して欲しいって……あれ？　ケンカしてる？」

　ひと息に話していた安田の肩から力が抜けた。

　心配そうにしている花島と、不機嫌な真澄を交互に見て首を傾げた。

「これは、いったい……」

　安田が、ぼそりとつぶやく。

「覚えてないって言うんです」

　花島が口を開き、真澄は驚いた。

「花島くんがおかしいんです。聞く耳、持たないでください。絶対、病院に行くべきなのは、そっちだから！」

　真澄が大声で言うと、今度は安田が飛びあがって驚く。

「え！　ふたりとも、怪我しているの？　見てもらった？　ここでダメなら、別の……」

「怪我はしてません」

　花島の手が真澄の前に伸びて、安田とのあいだに割って入られる。真澄が腕をどけようとして揉もみ合いになり、花島に両手首を摑まれた。

「結婚の約束も忘れたって！」

　花島の言葉で、薄闇の中の空気が凍る。真澄の舌打ちが、静寂の中に響く。

　せせら笑って、花島を突き飛ばすように追い払った。

「おかしいでしょう？　オレ、ベータなのに。つがいになるとか言って」

　安田の加勢を得ようと視線を向けると、まん丸に見開いた目が待っていた。真澄の身体にぞくっと悪寒が走る。

「どうしたの、高石くん。花島くんは、とっくに知ってるじゃないか」

　安田に言われ、真澄の足は、現実から逃げようと後ろへさがる。

「今日の午後、その話をしただろう？」

　問いかけられ、真澄は大きく息を吸い込む。

　視界に映るすべてのものが大きく歪み、地面を踏んでいる感覚が遠のいた。身体が浮かびあがったと思った瞬間、目の前で無数の星がまたたき始める。

　頭の中でバチバチと音が鳴り、映像が入り乱れて流れた。




「真澄さん！」




　叫ぶ声に、あのときの懇願が重なる。




「達也さん！」




　いつか、いつか、めぐり逢えたら。

　そのときは、きっと。

「おれが、あなたを、たいせつにするから」

　そう言って、智紘は駆け出した。










　　　　４




　雨の中を走っていた。どこまでも、どこまでも走っていた。

　早く会わなければ、智紘は殺されてしまう。

　達也が不幸にした、弟のような男。

　ただ達也を好きになってしまったというだけで、人生のすべてを、薄汚いドブに浸している。

　約束の場所は旧港の廃倉庫群。落ち合うことができたら、智紘を海へ逃がして決着をつける。三陸会と上総組。その両方の追っ手がふたりに迫っていた。

　達也は息を飲み、ぶつかってきた闇のかたまりを見る。

　暗い倉庫の中、人影は小さくずんぐりとしている。突き刺さったナイフが引き抜かれ、達也はコンテナにぶつかった。そこへまた、影が突撃してくる。

　腰に走った鈍痛が、やがて激しい痛みに変わる。血が噴き出し、身をよじりながら倒れる。その瞬間、ライトを手にした智紘が見えた。ずんぐりとした影と揉み合いになり、相手の首にナイフが刺さる。

　闇の中で、音もなく、液体がほとばしった。

　コンクリートの上でのたうち回る達也のそばへ智紘が駆け寄る。止血なんて、もう意味がない。

　どうして、愛してやれなかったのかと思う。

　施設で出会った、たったひとりの理解者だ。やり場のない怒りと怨えん嗟さに囚われた達也を、そっくりそのまま肯定して、智紘は一度も裏切らなかった。

　だから、達也は、彼をたしかに愛していたのだ。性的対象にならない男同士だから、おためごかしの愛など語らずに必要としていられた。

　雨の入らない倉庫の中なのに、達也の頰には水滴が当たる。

　もしも、男と女として出会っていたら、ふたりはもっと最悪だった。だから、あきらめてくれと達也は思う。自分には人を愛せない。

　きっと、達也が女で、智紘が男でも、結末は不幸だ。それでも、達也に子どもが産めたのなら、自分の中から生まれた命を、智紘はきっとたいせつに育ててくれるだろう。

　達也のような人間さえ愛した智紘ならば、愛情の在あり処かを教えてくれるはずだ。







　それは達也にとって、喉から手が出るほど欲しかったものだ。

　人を想う気持ち。

　ただそれだけが欲しかった。




　　　　　　　　＊＊＊

　　　　　　　　＊＊＊




　薄闇の向こうに見えるのは、花柄の天井ではなかった。

　機械の中へと身体が吸い込まれ、ウィンウィンと不穏な機械音が響く。

　真澄はぼんやりとして、また眠りに落ちた。機械の音が、人の声が、身体に触れる手が煩わしい。静かに眠らせて欲しかった。

「異常はどこにもありません。彼はオメガですか？」

　中年の男の声がする。

「最近、ヒートが来たのは……。なるほど。男性のオメガの場合、初めての交渉のあとで、性認識の不一致を起こしてしまうことがあります。それで、記憶障害が起こることも、まれにあります。えぇ、症例もありますよ。だから、目が覚めても忘れていた場合は、適度な距離を保って……」

　勝手なことを言うものだと、真澄はうんざりする。

　そんなことが問題なのではない。もう、真澄として生きていたいだけだ。

　ことが起こるたびに、達也だった頃と比べてしまうことに疲れた。結局、自分自身だけが己の過去を許さない。過去の達也もそうだった。

　幸せに対する執しつ拗ようすぎる懐疑を捨てられず、自分もまわりも不幸にしたのだ。

　だから、すべてを忘れてしまいたかった。そうすれば、だれも不幸にならない。

　医者が出ていくと、病室は静まりかえる。

「花島くん、付き添いなら僕がいるから」

　聞こえたのは安田の声だ。

「いえ、ここにいます」

　若い男の声が続く。すっきりとした美声だった。

「目が覚めたとき、記憶が戻ってるかもしれない。だから、おれがいないと」

「それって、どういう自信なの。……この短い期間で、結婚とか言い出したこと自体、僕は驚いてもいるんだよ」

　安田の声のトーンが低くなる。

「それでも、高石くんが望んでいるなら、電撃婚もいいんじゃないかと思った。でもね。……なんだか、僕の認識と違うんだよ。本当に高石くんは納得してるのかな」

「それは、おれが東浦のように誘発剤を使ったと、そういう疑いですか」

「気を悪くしないで欲しい。そんなことは思ってない。でも、花島くんはアルファで、彼はオメガだ。圧倒的に、彼が……」

「優位なのは、いつだって真澄さんですよ」

　若い男の声はやわらかく微笑んでいた。目を閉じている真澄の髪を、だれかの指先が揺らす。安田でないことはわかる。

　なぜなら、そんなふうに真澄に触れる人間はひとりしかいないからだ。

　声の主は花島だ。花島智紘。

「もしも、真澄さんの目が覚めて、記憶が戻っていなかったら、そのときはただの共演者に戻ります。でも、あきらめるわけじゃありません。また初めからやり直します。何度でも口説きますよ。おれと同じ世界に、この人がいるんだから」

「そんなに、高石くんのことが」

　花島の執心に気づき、安田の声が戸惑う。しかし、花島は気にしなかった。

「おれには、この人しかいない。望むなら、こっちが家庭に入ってもかまわないけど、きっと怒られる……。安田さんは知ってるでしょう。高石真澄は、顔立ちに似合わず『戦う人』だ」

「そうだな。デビュー前からそうだった。俳優仲間から笑われても、下積みの苦労をいとわないところがあって……。アクションで売れたのも、顔のイメージを損なわない程度の筋力を蓄えてきた努力の結果だ」

「細くしなやかで怪我が少ない。気が遠くなるほど丹念な身体づくりだと思います」

「花島くんは、ファンなんだよね？」

　安田の声に明るさが戻る。

「……同じ俳優としてです」

　花島は静かに答えた。

「この人には負けたくないと思うし、下手なアルファに、キャリアの邪魔をされて欲しくない」

「見かけに寄らず、執念深いんだね」

「褒め言葉だと思っておきます」

「もちろんそうだ」

　安田が笑う。

「高石くんには、それぐらいの人がいいよ。夢中になると寝食を忘れるしね。……ねぇ、花島くん。僕は後ろを向いているからさ、キスをしてみたら？　目を覚ますかも」

　安田がいい加減なことを言いだし、真澄は眉をピクリと動かした。うっすらと目を開く。部屋は薄暗く、間接照明で浮かびあがっていた。

　安田に視線を向けた花島の顔が見え、真澄はうっとりとした気分になる。美形は、下から見てもやはり見事だ。

「怒られるから、嫌です」

　花島が不満げな声を出し、真澄もうなずいた。

「そうだよ……」

　喉から出した声がかすれ、咳せき込んでしまう。

「高石くん！」

　安田が反対側から顔を出した。花島は吸い飲みを手に取り、真澄のくちびるにあてがった。少しだけ水を飲むと、咳せきが落ちつく。

「……倒れたんですか」

　安田に向かって聞くと、うなずきが返った。

「ここは救急病院だ。検査してもらったけど、脳に異常はなかった。疲労かもしれないな。……様子はどう？　セリフは、覚えてる？」

　ミスリードしないように気を使った質問だ。そこへ、花島が芝居がかった声でセリフを諳そらんじた。真澄はすらすらと続きを口にする。

　王子と騎士が、愛を告白する場面の前振りだ。

「……覚えてるよ。花島とのことも、覚えてる」

　そう告げると、花島がくるりと背中を向けた。不自然な行動だ。肩がかすかに震えて見えた。

「じゃあ、あとは若いふたりで。言っておくけど、今日は身体を休めてね」

　業務連絡のような口調で釘を刺され、真澄は苦笑いを返した。安田が出ていくと、病室はしんと静まりかえった。花島とふたりだ。

　かすかに揺れる背中を見ながら、真澄はゆっくりと身体を起こした。

「なぁ、今日は泊まらなきゃいけないの？　オレは帰りたいな」

　声をかけたが、花島は振り向かない。背を向けた格好で、真澄の問いに答えた。

「ここは処置のための部屋だから、簡単な診察を受けたら帰れる。……おれのマンションでいいよね」

「ごめんな」

　背中に手を伸ばす。指先がかすめた。

「……どうしてなんて、聞いても答えはないよね」

　花島の言うとおりだ。前世の記憶。異世界の転生。どの事実を取ってみても異常でしかない。すべては非科学的だ。

　もしも答えがあるとしても、それは都合のいい弁解でしかないだろう。

　生まれて初めてのヒートで花島に抱かれた衝撃が、医者の言う記憶障害を引き起こした可能性もあるが、真澄には自分自身の混乱が原因だとわかっている。

　わずかに残る達也の意識が逃げたのだ。おそらく、嬉しすぎて、自分自身を消し去ろうとした結果、花島に関する記憶ごと持っていった。

　達也はそんな男だ。いつも間が悪くて、余計なことばかりする。

「こっち、向かない？」

　とん、と指で突くと、花島は片手で顔を覆ったまま、ゆっくりと振り向いた。

「泣いてるのか……」

　驚いた真澄は息を吐き出す。瞳に涙をにじませているなんて、想像もしなかった。

　胸の奥がきゅうっと締めつけられ、苦しさを覚える。

　真澄は途端にこわくなった。もしも自分が、花島の記憶から抜け落ちてしまったら、悲しいだけでは済まないだろう。

　達也が経験した、どんな悲しさよりも深く果てがない。

「ごめんね」

　ぼそりと言った花島が右目のまなじりを押さえる。しかし涙は左目からもこぼれ落ちた。

「もう、思い出さないんじゃないかって、そう考えて……。せっかく、めぐり逢えたのに。今度こそ、想いが通じたのに……って。おれは、結局、自分のことばかりだ」　　

　苦しげに息を吸い込む花島は優しい男だ。

　達也が知っている智紘は従順だったが、わがままでもあった。独占欲が強くて嫉妬深い。そんな幼稚さが花島にはない。

　どこか老成したようにも見えるほどだ。

　流れ落ちる涙を見つめた真澄は、感じるままに口を開いた。

「花島。……おまえは、何回、生まれ変わったんだ」

　ぼそっと問いかけて、胸の痛みに顔をしかめる。

　真澄には一度の生まれ変わりに感じられるが、花島は探し続けてきたのだ。言葉の端々に、長い長い時間の経過がちらついている。

「座れよ、ほら」

　腕を引いて、ベッドの縁に座らせる。花島の涙を拭ふくものが見つからず、着せられている薄手のガウンの袖を使った。

「何回？」

　真澄が苦々しく尋ねると、花島は頰をわずかに動かした。

「気が、遠くなるほど」

　花島は微笑もうとして失敗する。うつむく頰を、真澄は両手で支えた。手のひらで涙を受けるように、花島の肌を包む。

「ときどきは、達也さんだと思える相手にも会えたけど、そうじゃないときもあった。男同士だから振られたり、うまく口説けなかったり。……ひとつ前は、犬だったから、やっぱりダメで……」

「いぬ」

　真顔で繰り返す。

「すごく懐いてくれたけど、犬だし……」

「いや、それ……、オレ？」

　思い込みだろうと言いたかったが、真剣な花島を否定する気にはなからなかった。

　花島がそう思っているのなら、疑う余地はない。おそらく、花島だけが持つ、センサーのような、達也を認定する直感があるのだろう。

　しかし、それよりも重要なのは、花島が孤独を乗り越えてきたということだ。

　そうして、ふたりはふたたび、記憶を携えてめぐり逢った。

「……キスしてもいい？　花島」

　口にした端から、真澄はくちびるを花島の額に押し当てる。男の肌は温かく、熱い血が通っていた。

「それで『高石真澄』を好きになってくれたわけ……？」

　おそらく真澄は、達也の集大成だ。失敗を重ねに重ねて、そのたびに記憶を手放し、ようやく人を愛する心を持つに至った。

　いままでをすべて覚えている花島と、忘れていく達也。ふたりの性格は表と裏、光と影ほど違う。けれど、背中合わせに寄り添っている。

　達也が忘れるのは、花島智紘のためだ。

　なにの確証もないが、真澄は、そうであればいいと思った。自分が思う通りに花島を受け入れるまで何度も忘れて繰り返す。それが、達也には、そして自分には似合いの生き方だ。

　しかし、今回ばかりは忘れるわけにいかない。

「おまえはもう、達也の知ってる智紘じゃないな」

　真澄の言葉に、花島が微笑む。

「……あなたも、おれの中にいる達也さんじゃない」

　くちびるが近づき、どちらからともなく、そっと重ねた。技巧のない素朴なくちづけだ。

「思い出したよ、花島。夢を見た。あの夜、おまえはオレを刺していなかった」

「……うん」

「あのあと、おまえはどうした？」

「……救急車を呼びに行こうとして、死んだ。あなたの知らないことだ。夢に見ることはないよ」

「三陸会か？」

「わからない。でもたぶん、両方だ。一緒になって、おれたちを追っていたから」

「……ごめんな。ハズレばっかり引かせて」

「今度は違う……」

　長いまつげに涙の雫しずくをつけて、花島はまたほろほろと泣く。男の泣き顔も悪くはなかった。花島だから、すべてが愛いとおしい。

「あんまり泣くなよ。ムラムラしそう」

「……今夜はしないよ。真澄さんの身体は、たいせつだ」

「そうだな。おまえはそういうタイプ」

「でも、抱きしめて眠りたい」

　まっすぐな瞳にねだられ、真澄はついっと視線をそらした。簡素な病室さえ、花島といると特別な場所になる。

「ダメだよ。オレだって男だ。……欲しくなる」

「我慢もいいものだよ。解放されたとき、幸せだから」

　花島の手で首裏を引き寄せられ、真澄は身を任せた。熱を分け合う優しいキスが始まると頭の中がからっぽになってしまう。

「好きだよ、真澄さん」

　花島の愛情が伝わってきて、真澄は夢心地でまつげを伏せる。

　なにひとつ忘れてはいけないと、心に誓う。過去の過ちも、繰り返してきた後悔も、すべてを覚えたまま、この世界で、花島と生きていく。

「……おれも、好き。好きだよ」

　過去があって、いまがある。あのときのふたりではたどり着けなかった結末に、今度こそ手が届く。

「おーい。先生、呼んできちゃったんだけどぉー」

　帰宅に関わる手続きをしてきたのだろう安田が、布のついたての向こう側にある出入り口から感情のない声で呼びかけてくる。

　キスに耽ふけっていたふたりは、額を合わせ、いたずらぽっくひそやかに笑い合った。
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　翌日からの二日間、立ち稽古は休みになった。

　若手俳優ふたりの体調不良を重く受け止めたプロデューサーの藤田と演出の北河が相談した結果、共演者すべての疲労蓄積に配慮して休養日が設定されたのだ。

　もちろん、それは表向きの事情で、実際は別件で逮捕されることになった東浦の代理を選び、駆け足でのスポンサー変更が終わるまでの休止期間だ。

「うまくまとまりそう？」

　電話を終えてリビングへ戻ってきた花島に声をかけ、ソファで寝ころんでいた真澄は身体を起こした。

「うん。新しいスポンサーがついたから、資金面は問題ない。東浦は暴行恐喝じゃなくて、薬物法の違反で逮捕されたみたいだ」

「公演に影響は……？」

「出演者じゃないから、最小限で済むと思うよ。……なにか、飲む？」

「いや、いい。おまえは気疲れしただろ」

　言いながら、自分の真横の座面を叩く。喜んだ花島は屈託なく微笑み、真澄の隣に並んで座った。

　まだ休日の一日目だ。ガラスの向こうに見えるテラスには、しとしと雨が降り続け、濡れた観葉植物が色濃く艶つやめいていた。

　外を眺めていた真澄のあご下に、花島の指が触れる。振り向くように促され、素直に従った。くちびるの端を、キスの感触がかすめていく。

　花島の中で芽生えた恐れに真澄は気づいている。

　優しい指先には遠慮が溢れ、キスさえもどかしい。花島にとって、真澄に忘れられることの衝撃は大きかった。

「……変なことになって、ごめんな」

　ちらりと視線を送る。花島の微笑みは、ほんのわずかにぎこちない。真澄が好きな、余裕のある表情とはどこか違っていた。

「しばらくは引きずりそうだ」

　正直な答えが返り、真澄は顔を伏せた。あの日から、花島のマンションに泊まり、同居していたときと同じ部屋を使っている。

　真澄が目を覚ますと、花島はいまでも枕元へ腰かけていた。今け朝さもそうだ。しかし、以前とは違い、真澄がおはようのキスを拒むことはない。

　寝ころんだ真澄の前髪を指先で分け、目覚めを待っていた花島は身を屈めた。額に息が吹きかかり、真澄はくすぐったさを感じる。それは格別だ。

　まるで自分が、朝露に濡れたデイジーにでもなったような気がして、胸の中がじりじりと花島を求めてしまう。恥ずかしいほどに、じれったい。

「そういうの、時間がもったいない」

　真澄が言うと、形のいい眉がふわりと動く。花島の仕草は、いつも上品だ。育ちの良さは隠せない。

「……オレと『結婚』するんだろ？　それとも、安心できるまで延期する？」

「いや、それは……っ！」

　花島は大きな声を出して飛びあがった。片膝を座面に乗せると、真澄へ向き直る。

「でも、真澄さんの中に『達也さんの価値観』がある以上は無理強いできない。そんなことをしたら、また俺のことを忘れようとするかもしれないし。だから、一緒にいるだけでも……」

「なにを無理強いするんだよ」

　両膝を抱えた真澄は、ソファの背にもたれる。足先で、ちょんちょんと花島の足をつついた。

　理由のない記憶喪失で花島は傷ついた。それはよくわかっている。真澄だってずいぶんと驚いた。

　また同じことが起こる可能性はある。

　真澄は視線をさまよわせ、雨に濡れるテラスを見た。

　夢を思い出し、苦く眉根を引き絞る。

　忘れたくても覚えていることがあれば、覚えていたくても忘れてしまうこともある。人の記憶はあいまいで頼りない。

　だから、このままではいられなかった。

「じゃあ、オレが無理強いするのは、いい？　……これから、しよ」

　言ったあとでまつげを伏せ、真澄は小さく息を整えた。

　誘っただけで心臓が早鐘を打ち、苦しいぐらいに欲求が高まる。

　一緒に暮らせば、結婚すれば、こんな我慢は続かない。できるはずもないことだ。

　そして、すでに真澄は限界だった。

「もう忘れないから、おまえと……エッチなこと……な？　しよう……？」

　花島はなにも言わなかった。

　呼吸を忘れたかのように真澄を見つめ、澄んだ湖面のような瞳を潤ませた。

　泣き出しそうなのではなく、この瞬間にも熱っぽく欲情している。

「忘れても、いいんだよ」

　花島はかすれた声でささやくように言う。

「何回だって口説くし、それを嫌だとは思わない。……忘れなくても、毎日、口説くよ」

「うん……」

　花島へ想いが伝わった確信を持ち、真澄は先にソファからおりた。

　自分なりに考えた答えだ。

　これまで真澄は、達也の記憶を持ち、自分の内側に彼を抱えて生きてきた。達也は真澄であり、真澄は達也だ。それはこれからも変わらない。

　だから、いっそ、花島との関係を進めようと思った。

　つがいになるわけじゃない。そんなことに囚われず、欲しいと思うから、触れたいと思うから、ただそれだけの理由で抱き合いたかった。

「ローション、ある？　いまはヒートじゃないから」

　自然に濡れるにしても限度がある。

　積極的な真澄をどこかぼんやり見ていた花島は、現実に気づいた顔で腰をあげた。

「あぁ……、買いに行ってくる」

「一緒に行く」

「……変装しないと」

　ふたりで出かけると目立つ。服を買いに行ったときも、インターネットに情報が流れたほどだ。どこに人目があるのか、わからない。

「オレはこのジャージにキャップかぶれば完璧。着替えなくても」

　花島が選んだ杜若かきつばた色いろのジャージはお気に入りだ。病院からの帰りにわざわざ部屋へ寄ってもらって取ってきた。

「おれも買えばよかったな」

　花島の両手が、戸惑いを残して真澄を抱き寄せた。

「離れたくない……。真澄さん」

　ぎゅっと抱かれ、くちびるが髪に押し当たる。花島の髪を撫でながら、真澄は背中へ手を回す。

「……おまえはオレのものだよ。どこにもやらない。……オレも、どこにも行かない」

　ぴったりと身体を寄せ合うあいだに、出かけるのが億おっ劫くうになってくる。真澄は迷いに迷って、口にした。

「もう、ローションとか、いらない」

　花島に訴える声がうわずり、恥ずかしさに肌が火照った。体温がぐっとあがる。

「オイルでもなんでもいい。使えるものがあるだろ……。やろうよ。……やりたい」

「真澄さん」

　花島の手が頰に当たり、顔が近づく。

「ダメって、言うな」

　喘ぐように訴えて、花島のキスを待った。両方の踵かかとが床から離れ、伸びあがっているうちにくちびるが触れ合う。

　ふたりの過去も、記憶が飛んでしまったことも、すべてをどうでもいいことだと真澄は思った。いま、目の前にいる花島にだけ夢中になって、もっと激しいキスを求める。

「おれの部屋でいい？」

　ささやきかけられて、真澄はうなずく。すると、そのまま縦抱きに持ちあげられた。

　リビングを出て、主寝室へ入る。ベッドがダブルサイズなのは、長身の花島がゆったり眠るためだ。

「シャワー……」

　床におろされた真澄が離れていこうとするのに気づいた花島の手が伸びてくる。

「しないで」

　指が肩を引き止め、そのままするすると腕を伝い、真澄の手首を握る。

「……へんたい」

　冗談まじりに、じっとり睨んでみたが、花島が臆することはない。

　小首を傾げながら浮かべる笑顔はあまりに性的だった。真澄はあきれたように両肩を引きあげた。しかし実際には、背中にビリビリと痺しびれが走っていた。

　あきれるような冷静さは見せかけだ。心はすでに感じ始め、肌が火照る。

「せめて、おれは浴びてこようか……」

　申し訳なさそうに言われ、真澄は不機嫌に相手を睨んだ。

「こなくて、いい」

　触れたくて、触れて欲しくて、伝える言葉もない。代わりに身を寄せ、花島の股間に手のひらを当てた。すでに存在感のあるものが、呼応するように脈を打つ。

「……今日は、オレがする」

　宣言して、花島の腕を引く。ベッドの脇わきに立たせて、リラックスパンツの紐ひもをほどいた。そこで躊ちゅう躇ちょする。

　部屋の明かりは消えていて薄暗い。窓から差し込む光も雨のせいで弱かった。

　しかし、向かい合う互いの姿ははっきりわかる。

「しても、いい？」

　真澄は問いかけた。

　リラックスパンツと下着をそのままにして、腹の中心線をたどるように手のひらを差し入れる。すぐに熱いものが触れ、真澄は吐息を漏らした。花島の息づかいも重なる。

　身を屈めた花島から覗き込むようにキスをされ、真澄は手のひらに触れた熱を摑んだ。キスを繰り返しながらさすると、花島が自分で、リラックスパンツを下着ごとずらす。

　どちらからともなく沈み、真澄は床へ膝をついた。

「真澄さん、膝が痛いから」

　花島が引き寄せたのはベッドに置かれたクッションだ。毎朝、花島は自分でカバーをかけて、ベッドメイキングをする。手慣れた仕草は無駄がない。

　そんなことを思い出しながら、ドギマギとクッションを受け取った。膝の下へあてがい、顔を伏せる。

　先端にくちびるを寄せていくと、花島が浅い息を吸い込む。真澄の両手で包んだものも弾む。また大きく成長して、真澄は驚いた。

　オメガの性器に慣れていたせいか、アルファの大きさには目を見張る。これを入れられていたなんて信じられない。

　ヒートの最中でなければ無理ではないかと危ぶんだが、いらない心配であることも知っていた。人体の神秘は、はかりしれない。

　おずおずと舌を這わせ、手ですりながら先端を咥える。真澄の口は、それほど大きくない。男にしては小さいぐらいだ。

　頰張るようにして咥え、うなずくように首を振ると、すぐに飲み込むタイミングのない唾液が溢れた。

「ん、ぐ……」

「無理しないで。……気が気じゃないよ」

　そんなことをいう花島の手があごの下へ這う。深く咥え込まないようにされて、真澄は首を左右に振った。

「好きに、やる」

　拗ねたようなわがままを言うと、花島が笑った。

「……舐めてくれるほうが、好きだな。根元から。このあたり」

　そう言って上半身を引き、先端を押さえながら裏筋を見せてくる。

「エロい」

　顔をあげた真澄はポカンと口を開く。整った顔立ちの男がすると、卑猥で扇情的だ。

　股間にぎゅうっと血が集まり、自分のものにも触れたくなってくる。自分の中にある男の欲望に目を細め、真澄はさらけ出された場所に舌先を近づけた。ねろねろと舐めながら、自分のジャージを下着ごとずらした。

　片手で摑み出し、両手を使ってしごく。

「真澄さんも、いやらしい……。勃たっちゃった？」

「勃つに……決まってる。……ん。おまえの、これ、顔と似合わないな」

　舌を這わすたびに脈を打ち、もう怒張と呼んでもいいほどに変へん貌ぼうしていた。根元は細めだが、先端に向かうほどに太くなり、笠かさの部分は肉厚で境がはっきりしている。

「フル勃ぼっ起きしてる他人のものなんて、久しぶりに見た……」

「前は、どこで？」

　まじまじと見られるのはさすがに照れるのか、花島がベッドからおりてくる。真澄の膝のあいだに腰をおろし、正座になった足を膝でまたいだ。

「達也さんだった頃の、悪い遊び？　そのあたりだけは、忘れていいよ。いくらでも」

　花島の上半身が近づき、切っ先が真澄の先端に触れる。

「真澄さん、もうこんなに濡れてるの？　ヒートじゃなくてもすごいね」

「あ、ちょ……っ」

　いきなり指で押され、息が詰まる。ぞくっと震えた背中に花島の手が回った。Ｔシャツがまくりあげられ、脱がされる。花島もカットソーを脱いだ。

「真澄さん、ベッドに手をつける？」

　促されて動いたが、なかなか位置が決まらず、ふたりしてもだもだと試行錯誤を繰り返す。結果的には、向かい合った真澄が花島の膝をまたぎ直し、ベッドの端に両腕をついた。

　腕の中に花島を閉じ込める格好だ。

　ふたりの先端を片手で合わせた花島は、両方の先走りを混ぜるように、もう片方の手のひらでぐるぐると大きな円を描く。

「んっ、ん……」

　じわじわとした、いやらしいもどかしさに真澄は背をそらす。胸に息がかかり、花島の舌が這った。

「あ……っ！　ま、まって……。オレが舐める、って……」

　フェラチオするつもりが、胸を舐められている。

「真澄さんの口には大きすぎるから、また今度……、それより、ね……」

「って、いうか……、くすぐったいっ」

　真澄は笑ってしまいそうになりながら身をよじった。

「無理、無理……。オレ、乳首は……っ」

　雰囲気をぶち壊す笑い声を重ね、真澄は身体を離した。花島の膝の間で、腕を交差させて胸を守る。

「ここはダメ。笑っちゃう」

「そんなはず、ないから。ヒートのときは、すごくよさそうだった」

「あれは、ヒート、だかっ……ははっ」

　腕の隙間に指を差し込まれ、真澄はもんどり打って床に転がった。笑いころげて逃げると、花島が覆いかぶさるように追ってくる。

　けれど、胸の突起に触れられるとダメだ。喉の奥から、ムードを壊す笑いがこみあげる。

「も……っ。理解、しろ……」

　本気でくすぐったいのだが、花島は釈然としない顔だ。

「本当に？」

「……そのうちに、慣れるかもしれないけど、いまはダメ……。くすぐったいスイッチが入った」

「舐めたいのに」

「悲しそうな顔をするなよ……。オレが舐めてやるから、ベッドに戻ろ」

　誘うと素直に立ちあがる。ベッドカバーを剝がし、掛け布団も剝いで床へ落とす。

「あ、ローション、あったよ」

　サイドテーブルの奥を探っていた花島が明るい声で言った。

「スキンを買ったときについてきたんだった」

　ベッドの端に腰かけ、ボトルの封を切る花島の背中へ、真澄はぴったりと寄り添った。

　片手を腰に這わせ、もう片方で胸を触る。

　花島の身体がびくんと跳ねた。

「花島は乳首が感じるんだ？」

「……考えたこともなかった」

「おまえがいいからって、オレもいいとは限らない」

「そうだね」

　笑いながら身をよじり、器用に動いて、真澄を横たわらせた。

「真澄さんは、こっちだよね」

　立てた膝を左右に広げられ、そのあいだに花島が座る。片膝を立てた格好だ。ボトルのフタを開け、ローションを手のひらにたっぷりと取り、揉みこむようにして温めた。

　やがて指が、真澄の割れ目へ伸びて、とろみのある液体がすりつけられる。

「あ……」

　真澄は小さく声を漏らした。花島の指が這い、その場所がじんじんと疼いている。

　ひと思いに入れて欲しいような欲望に駆られ、目を腕で覆って表情を隠す。

　見えているくちびるさえ、花島にとっては卑猥だと気づかなかった。それどころではない愛あい撫ぶが始まっていて、身体がじれていく。

　指に撫でられ、すぼまりがいっそう、きゅうっと閉じる。

　真澄はしきりとくちびるを舐めた。そのたびに、濡れた肉片がくちびるのわずかな隙間に見え隠れする。見つめている花島が熱っぽく吐息を漏らした。

「真澄さん……」

　呼びかける声が性的だ。真澄はぶるっと震えた。その瞬間に、後ろがゆるむ。

「あ……」

　息を吐いたタイミングで、指先がつぷっと優しく差し込まれる。すぐに抜けて、また入り、少しずつ出し入れの距離を伸ばす。

「あ、あっ……ぁ」

　花島の指はぐねぐねと動く。そのいやらしさに、真澄は息を飲んだ。

「真澄さんのここ、ふっくらしてる。くちびるよりも肉厚だから、挿いれるとすごいよ」

　いらない情報を教えられ、真澄は拗ねたくなる。しかし、できなかった。

　花島にはもうすでに身体の隅々まで知られている。

　たった一晩の行為だったが、どんな反応もしっかり覚えているのだろう。

「あ、あっ……」

　腰が跳ねてしまうポイントに当たり、真澄は首を左右に動かした。花島が覚えていても、ヒートに浮かされていた真澄はほとんど覚えていない。

　なにをされても初体験同様なのに、花島の愛撫は、あれもこれもとエンジン全開だ。

「だ、だめ……、そんな……あ、あっ……ぅ……」

　両手でシーツを摑んでこらえようとしたが、愛撫に促された腰はたまらずに浮きあがる。

「きもちいい？　指を増やすから……」

　顔を覗き込まれ、文句をつけてやろうとした真澄は動きを止めた。

　花島の端整な顔はもうすっかり欲望に囚われ、せつなげに真澄を見つめてくる。

　しかし、意地悪で愛撫を繰り返しているわけではない。少しでも苦痛がないようにと、猛たける感情を抑えて下準備に励んでいるだけだ。

　そのいじらしさに胸が震えて、真澄は息をするのも苦しくなる。

　この男でよかった。

　この男が好きだ。

　そう心の中で叫びながら、増えた指にすぼまりをいじられる。

　心臓が破れそうに高鳴り、めまいがして、息が乱れた。喘ぎをこらえようとせず、真澄は身をよじらせる。

「うっ……ん。　……んっ」

　ローションはたっぷりと運ばれ、花島が指を動かすたび、ぬちゅぬちゅと音が立つ。そのいやらしさとは裏腹に、真澄の身体は物足りなさを感じた。

　花島の指でなら、このままでも達することはできそうだ。しかし、身体は花島との快感を思い出し始めている。

　深々と差し入れられ、ねっとりと動く腰の艶めかしさだ。真澄の息が引きつれた。

「……はなしま……ッ」

　呼んだ声がかすれ、自分でもわかるほどに色っぽい。目が合った花島は、意を決したようにうなずく。襲いかかってこない理性こそ、花島の愛情の深さだ。

　髪の毛一筋ほども真澄を傷つけたくないと思っているのだろう。その一方で、アルファの加害性の責をも負っている。

　それが性行為だ。よがり乱れる悦楽の裏には、奪うものと与えるものが存在し、ほんの少しの傲ごう慢まんで相手を傷つけてしまう。

　深い愛情を傾けられている真澄は、せつなさに身をよじった。

「もう、いい……。がまん、できない」

　両手を差し伸べると、花島は身を屈めて右の手のひらへ頰を寄せてきた。そして、左の手のひらへキスをする。

「おれも、限界……」

　言いながらスキンへ手を伸ばす。真澄はとっさにそれを摑み、床へ投げ落とした。できるだけ遠くに放り投げる。

「ダメ」

　そっぽを向いたまま言う。

「え……？」

　驚きを通り越し、花島はがく然としている。真澄の気分が変わり、結合を拒絶したと思ったのだろう。

　真澄は自分自身の心の中を見つめ、同時に、花島への責任を負いたいと思う。

「着けたら、嫌だ」

　胸で息をしながら、花島の腕を引く。

「早く……」　

「ダメだ」

「このまま、欲しい」

「だめだよ」

　優しく繰り返す花島のくちびるが震える。

「ちゃんと着けないと。……真澄さんが」

　真面目で優しい恋人は、責任感が強い。そこが好きだが、疎ましくもある。

　真澄だけが不真面目に快感を追っている気分になるからだ。

　わがままな思い込みだとわかっていながら、真澄はまっすぐに花島を見た。

「花島。赤ちゃんを作ろう……」

「なにを、言って」　

　驚いた花島の表情に、隠しきれない欲望が見えた。我慢しているだけで、花島だって抜き身のままで繫がりたいに決まっている。

　子どものことも、真澄を第一に考えて先延ばしにしているだけだ。

「思いつきなんかじゃない。……でも、いまがいい」

　視界が急に揺らぎ、自分が泣いているのだと気づく。

　濡れていく肌が、花島の両手でとっさに押さえられる。

　感情が溢れ、真澄はたまらずに喘いだ。喉を鳴らして息を継ぐ。

「愛してる。……花島。……一回でいいから、いま、中に出して欲しい」

　断らないで欲しいと濡れた瞳で訴える。

「どうして、いまなの。真澄さん。……後悔するよ」

「しない」

　真澄は首を振った。

　人生の大一番。その舞台を控えたいま、花島と本当の意味でひとつになりたかった。

　あとではダメだ。成功も失敗も決められていない、いまだけが真澄を満たす。

「……しない、んだ。……今度の舞台の結果を待ちたくない。なにも決まってないままの、オレとおまえで……」

　言葉が選びきれず、真澄は募る欲情に身をよじる。

　花島を愛しいと想う気持ちがとめどなく溢れ、吐きだす息がけだるく濡れる。　

「おれには、断れないんだよ」

　迷い戸惑う花島を、真澄はまっすぐに見た。

　ふたりのことはだれにも決められない。他人はもちろんのこと、真澄ひとりでも、花島ひとりでもだめだ。ふたりで決めて、ふたりで進む。

　その一番初めの、この行為を、真澄はあと回しにしたくない。

「オレのこと、愛しているなら、そのまま挿れて」

「真澄さん、本当に欲しいの？　おれとの赤ちゃん、産んでくれるの」

　手を握られ、くちびるを押し当てられる。

　一度の行為で妊娠が確定するとは限らない。ヒートが来ていないのだから、確率はぐっと下がる。

　しかし、ふたりはそのことを口に出さなかった。

　真澄は何度も首を縦に振った。自分自身の気持ちに噓はない。きちんと考えた。

　記憶が飛んでしまったことも合わせて、達也だった過去も考えに入れて、真正面から決意したことだ。花島となら、迷わない。

「欲しい。花島との子どもを、ちゃんと幸せに育てる。……ふたりで、育てたい」

　花島のために産んでやりたいわけではない。

　達也の悲しい育ちのためでもない。

　いまの花島と自分の関係に責任を持つために、すべての覚悟を決めていたかった。この行為で妊娠するなら、間違いなく産む。そういう気持ちだ。

「……すごく、嬉しい。……真澄さん」

　言葉を探しあぐねたように、花島は微笑んで答える。戸惑いの中の本心を隠そうとせず、めぐりめぐって、単純な言葉しか口にしない。それが花島のいいところだ。

　真澄が好きになった、花島だ。

　まっすぐなたったひとつの想い。真澄を好きだと感じる、たったそのことだけを大事にしてくれる。

「入るよ……」

　真澄の身体の脇に腕をついた花島が身を進めた。切っ先がぬるんだすぼまりに押し当たり、肉をぐぐっと押す。

「あ、あぁ……っ」

　待ち望む気持ちが激しく募り、真澄は、花島の腕へ手を這わせた。

「……うっ、ん……っ」

　浮き出た血管をたどっているうちに、まるまると膨らんだ花島の先端が突き抜けた。ぬめりをまとった内壁が彼をみっしりと包む。

　一筋に道をつけられた真澄は小刻みに肌を震わせる。

　表現しがたい快楽が繊細に広がり、花島を愛しいと思う気持ちが潤んでいく。

「……んぁっ」

　あまく喘いだ真澄の前髪を、花島の指が搔き分ける。どちらからともなく視線を合わせ、淡いくちづけをかわす。

　これから花島は、真澄の奥へと種をつける。

　甘酸っぱい共通の認識が、ふたりの気持ちを、どこか厳かなものにさせる。けれど、重ねる身体は、ただ素直に互いの肌の熱さを感じて震え、どこが触れても快感しかない。

「動くよ」

　花島の言葉に、真澄はうなずいた。早く動いて欲しくて、のけぞるようにあごをそらす。腰をよじらせると、花島は息を詰めた。そして、腰を使い始める。

　最初は浅いところでゆっくりと、それから、奥まで押しこんできた。

「んっ……」　

「奥、いいの？」

　真澄の息づかいが鼻へ抜けたのを聞き取り、花島はぴったりと寄り添ったままで腰を振った。深々と差し込まれた花島はどこもかしこも硬く、揺する動きで真澄の奥地を小刻みにノックする。

「あ、あ、あっ……」

　息が乱れ、声が刻まれる。

　汗で肌を濡らした真澄は、花島の腕の下から背中へ手を回した。

　もっともっと、とねだるように腰が浮きあがったが、恥ずかしさは感じなかった。それよりも快感が勝り、花島に抱かれ、花島を抱いていることに喜びが弾ける。

「ん、んっ……あっ、あぁっ」

　花島の耳元でしどけなく喘ぎ、真澄は快感に身体を揺らす。

　キスが首筋に触れ、軽く歯を立てられる。ヒートの最中ならつがいになるための行為だが、いまは真似事だ。

　それでも真澄は錯覚に陥り、恍こう惚こつとした。

「はな、しま……、はなしま……」

　自分だけの男をかき抱き、背中へ爪を立てる。

　真澄の情緒が昂たかぶると、花島を包んだ内壁はいっそう狭くなった。そこを、容赦のないピストンの動きで責め立てられる。

「あ、あ……っ、あんっ、んん……っ」

　喘ぎながら、真澄は問う。

「きもち、い……？　はなしま、きもち、いい……？」

　こらえきれずに動いてしまう腰で花島を愛撫しながら、汗のにじんだ肌にくちびるを押し当てる。

「……いいよ。すごく、いやらしくて……さいこう」

　深い吐息が真澄の首筋を撫で、耳たぶをねっとりと吸われる。真澄の身体がぞくぞくっと波打った。

「真澄さんは、感じてるね。中がうねって……」

「もっと、きつく……して……」

「壊しそう」

「……こわれ、ない……」

　男だから。と心の中でだけささやいて、真澄はいっそう腰をあげて花島を誘う。

「あ、あぁっ。あ……っ、あっ……っ」

　激しく揺すられ、首筋を貪られ、目の前が真っ白になりそうな快感に身を委ねた。悦の高まりは何度も訪れ、どこをどんなふうに突かれても、甘くけだるい声が出る。

「いく……」

　かぼそい声を震わせて、真澄はシーツの波を蹴った。

　積み重なった快感は増大して膨れあがり、それと知らぬ間に真澄を押し包んでいる。

「……いく……から……。出して、ナカに、出して……はなしま、花島っ……」

　腰がぶるぶると震え、がくがくっと上半身が跳ねた。腰がよじれる。

「く……」

　声を漏らして奥歯を嚙んだ花島が、大きく息を吸い込む。

「……いいよ、真澄さん。おれでイッて……」

　かすれた声がささやき、花島の動きが強いリズムを刻んだ。絶え間なく揺すられ、激しく突きあげられる。

「あ、あっ……い、く……いく……あ、あっ、あ、あぁっ……っ！」

　背中へ回した腕で、花島の肩にしがみつく。真澄の身体はひときわ大きく跳ねた。背中がしなり、あごをそらす。自分ではどうすることもできずに始まる痙けい攣れんは、花島の昂ぶりを根元から締めてうごめく。

「ぁ、くっ……」

　花島の低いうめきが聞こえ、真澄はもう一度、絶頂へすくいあげられる。

「あ、あ、あ……」

　肉厚な先端が身体の奥で跳ねるのを感じた真澄は、全身の神経を傾けて目を閉じた。熱いほとばしりが器官を濡らして注ぎ込まれる。

　それは、思うより長い時間だ。

　熱を真澄の奥へ放つあいだ、花島は息を詰めている。額から汗がしたたり落ち、やがて、肩が大きく上下に動いた。

　背中に腕が回り、しっかりと抱きしめられる。

「真澄さん、真澄さん……」

　何度も名前を呼ばれ、真澄の身体は、それにさえ快感を覚えた。深く招き入れた花島へといっそう吸いつく。

「うっ……ん、……な、しま……」

　真澄の声は、花島のくちづけに吸いあげられた。ふたりの舌先は丁寧に絡まり合い、唾液を分けるキスを続ける。

　息を継いだが、呼吸は乱れたままだ。どちらからともなく、また腰を揺らし始める。

　真澄は腕を動かし、そっと男の胸に触れた。小さな突起をつまむと、身体の奥で花島の分身が跳ねる。
















「……悪い人だな」

　軽く睨んできた花島の目は笑っている。たしなめられた真澄は手を引き、代わりに自分の胸を、花島の肌へと押し当てた。互いの粒がこすれ合うと、淡い欲が募る。

「どんなふうか、教えてあげるよ」

　真澄の身体が整ったと知り、花島の手がふたりのあいだに這う。胸を揉まれ、指につままれる。あれほどくすぐったいと訴えて笑っていた真澄は、せつなく目を細めた。

　そして、もう一度、花島の胸に手を伸ばす。

　指に硬さを感じると、真澄の胸もじんわりと痺れていく。なにをされても、もう卑猥に気持ちがいいだけだ。

「あ……、あぁっ……、い……い……っ」

　真澄は素直に声をあげて身み悶もだえる。




　窓の外では雨が降っている。けれど、ふたりの耳に雨音は届かなかった。




　　　　　　　　＊＊＊




　高石真澄と花島智紘がダブル主演を務めた文芸大作ミュージカル『サンドリヨンの鐘』は、当初の予定通りの公演スケジュールで行われた。

　興行的には大成功。ファンの評判はよかったが、批評家の意見はまっぷたつに割れた。つまり、旧ふるきを尊ぶのか、新しさに活路を見いだすのか、その違いだ。

　数日間の公演初めから論争騒動が起こり、良くも悪くも世間の注目の的になった。

　その年の賞レースは総ナメになるのではないかとの声も聞こえ始め、打ち上げに参加したプロデューサーの藤田はほくほく顔だ。

　演出の北河は、主演のふたりに対し、正当な評価と努力に報いる言葉を与えてくれたが、同時に、これからを期待するがゆえの厳しい言葉も忘れなかった。

　そして、公演終了の二ヶ月後。

　どこからともなく、逮捕された東浦の別の悪行が漏れ、マスコミは騒然とした。

　違法薬物で逮捕されたことによって、泣き寝入りしていた若手俳優たちが被害を訴えたのだ。夏華は含まれていないが、彼女の友人は名を連ねている。

　その件は、『サンドリヨンの鐘』にも飛び火したが、評判が落とされることはなかった。

「肌つやがいいね」

　珍しく現場についてきた安田に言われ、真澄は笑いながら自分の頰を撫でた。

「ひと皮、剝むけたかな」

　そんな冗談で受け流す。

　今日は、舞台が縁で舞い込んだテレビＣＭの発表会だ。真澄だけでなく、花島もセットの起用で、商品はチョコレート。ふたりの控え室は別だった。

「チョコレートに、洗剤に、飲料水。すごい大躍進だ」

　安田は上機嫌に言いながら、指を一本ずつ折っていく。オファーを受けた広告の数々だ。

「どれも花島とセットだけどね」

　真澄は肩をすくめてみせる。もちろん、それが嫌なのではない。真澄が添えものとして扱われることはなく、ふたりの人気はいまや同レベルだ。

　きっかけは、舞台公演の前後に出演した音楽番組だった。

　真澄の顔と名前がお茶の間に知れ渡り、特に花島とのコンビが好評を得ている。つまりは、真澄を特別扱いして恥ずかしげもない、あの溺でき愛あいぶりが世の中に広く知られた結果でもある。

　しかし、問題もあった。

　ふたりの仲を公表することが、やけに難しくなってしまったのだ。舞台の大成功。巻き起こった論争。そして東浦の問題。完全にタイミングを逃していた。

「発表会のあと、東浦の件で囲みの取材があるけど……」

　安田が時計を気にしながら言う。

「話すことなんてないけどね」

　コミックスや小説を原作とした舞台の制作管理も手がけていた東浦について、マスコミは真澄からのエピソードを引き出したくてしかたがないのだ。もちろん、オメガに限定して強制性交に及んでいた東浦が、ベータの真澄をも毒どく牙がにかけようとしていたのではと、ゲスの勘ぐりをする輩やからもいる。

　だからこそ、報道が過熱する前に取材を受けることに決まったのだ。火のないところに煙が立つとあとが面倒になる。

　きつい質問を受け流すために、花島が同席できるＣＭ発表会後を取材日時と定めた。

　ドアをノックする音が控え室に響き、安田が応える。

「そろそろ時間だよ」

　顔を見せたのは、花島だ。

　なかなか一緒に暮らし始めることができず、内心では相当にじれている男は、そんな鬱うっ屈くつを微塵も見せない表情で、いつも通りに颯さっ爽そうとしている。

　じれている点については、真澄も同じ気持ちだ。

　さっさとアパートを引き払いたいが、双方の実家への挨拶や、事務所同士の話し合いが続き、スケジュールが組めずにいる。

　一方で、進んでいる部分もあり、花島の実家や事務所には、オメガであることを明らかにした。内密にしてもらえるように頼んだが、花島の事務所からは特に要望もなく、花島の家族から出された『お願い』は、身内だけのものでもいいので結婚式は挙げて欲しいというものだった。

　嫁にもらわれるのが花島であるかのような勢いがあり、真澄は思わず笑ってしまった。

　花島も、過剰なほど大事にされている。真澄の実家も似たような反応だった。

　両親は驚いて喜び、兄弟は相手を聞くなり、大物を釣り上げたと言わんばかりに膝を打った。だれもが晴れやかな満面の笑みを浮かべ、祝福される真澄の胸は震えた。

「いってきます」

　ジャケットに袖を通した真澄は、安田に向かって笑いかける。

「がんばって、高石くん」

　いつもと変わらぬ笑顔で送り出された。







　ＣＭ発表会が終わると、その脇で囲みの取材が行われた。

　無数のマイクやボイスレコーダーが差し出され、カメラも多く並んでいる。

　少しでも近づこうとするマスコミに対し、安田が強い口調で距離を取らせた。

「東浦被告とは親交が深かったと聞いていますが、行動におかしいところはなかったんですか」

　質問は初めから本題に切り込んでくる。真澄は冷静に答えた。

「仕事仲間でした。ぼくはなにも気づきませんでした」

「少しもですか。セクハラを受けたことは？」

「それは関係ありますか」

　花島が割って入る。

「東浦さんとのことは、彼に関係ありません。当たり前でしょう。勝手なことを言って、被害者にしようとするはおかしい」

「いや、そんなつもりは」

「そもそも、被害者は別にいるんです。勇気を出して告発した人たちだ」

「世間は、高石さんと東浦被告の交友関係に興味があるんですよ」

　ダミ声がどこからか、飛んでくる。

　花島は的確に振り向き、睨みつけた。真澄が関わると、途端にエンジンがかかる。昔から変わらない、悪い癖だ。

「いいよ、花島くん」

　肩を叩いてさがらせようとしたが、真澄よりも後ろへ動くつもりはないらしい。あきらめて、肩をすくめた。レポーターたちへ向かって答える。

「交友関係と言えるほどのものはありません。仕事仲間と一緒に食事をしたぐらいです」

「……東浦被告に言い寄られたことが、あるんじゃないですか」

　今度は女性の声がした。

「え？」

　真澄は驚いた。そういう演技だ。内心では『来た』と思う。

「そんな話がどこから出てきたんですか。どうにも、とりとめがないな」

　対応に困って、首の裏へ手を当てる。急に名前が売れたので、少しでも新鮮な情報を得ようと、彼らも躍起になっているのだ。

　しかし、本当に知りたいのは、花島との関係だろう。役作りのための同居で、アルファとベータの恋が生まれなかったかと問いたいのだ。

　その質問はいつも遠回しに向けられ、常に花島が冷たい視線を返して終わる。

　レポーターも、『王さま王子』と呼ばれる花島の睨みには弱い。

　それだけの迫力があった。

「ここのところ、追い回されて疲れています。みなさんが、本当に聞きたいのは、なにですか？」

　真澄はわざと水を向けた。花島が勢いよく振り向いたが、気づかないふりをする。

「東浦被告に言い寄られて、花島さんを頼ったんですか」

　年配の女性の声がうわずった。ここで聞かねば、二度とチャンスがないと言いたげだ。

　真澄は真剣な顔で答えた。

「何度も言っているように、東浦さんとはただの仕事仲間です。人を交えて食事をしたことはありますが、言い寄られたことはありません。だから、花島くんとの同居も、プロデューサーから頼まれた話題作りで……」

「花島さん！　本当ですか！」

　そこで花島に質問を投げる意味がわからない。しかし、真澄は黙った。花島が答える。

「同じ認識です。同居は役作りのためです。まさか、こんなことになるとは」

「花島さんは、役作りのためなら、他の俳優とでも同居をするんですか」

「合宿みたいなものですから」

「お似合いのカップルだと言われていることは、どう思いますか！」

「……コンビ、じゃないかな」

　花島は苦笑いで言葉を返す。レポーターたちがどっと笑う。質問を飛ばしてきた年配の女性は、顔を真っ赤にしながら続けた。

「花島さんのお母さまが、ウェディングコンサルタントと会っているのは、どなたの結婚ですか？　花島さん、ご自身では……っ？」

「初耳です」

　端的に答えた花島の声に戸惑いがにじむ。レポーターたちは、東浦と真澄のことなど忘れたようにざわめいた。花島の結婚話は、制作管理の犯罪より話題性がある。

「共演された岩瀬夏華さんだという噂もありますが！」

　まったく違うところから男の声が飛ぶ。

　肩越しに花島が振り向いた。

「誤解だよ」

　レポーターたちよりも、真澄を気にして口にする。それがまわりの目にどう映るか、花島はまったく気にかけない。

「花島くんがアルファだというだけで噂を立てられたら、彼女に迷惑ですよ」

　真澄はため息をつきながら答えた。

　夏華との仲は疑う余地もない。三人はいまや胸の内を語り合える演劇仲間だ。

「状況は極めてシンプルなんです。彼がアルファで、ぼくがオメガ。そういうことです。岩瀬夏華さんはまったく関係がない」

「……真澄さん」

　なにを言い出すのかと驚いた花島が振り向く。瞬時に我に返り、囲みのレポーターたちの向こうに安田を探そうとする。会見を終わらせるつもりだろう。

　その間も、真相を問うレポーターの声が飛び交った。

　真澄はなにひとつ動揺せず、花島の横顔から視線をはずして前を向く。

　ここではっきり『宣言する』と、真澄は決めていた。安田にも、真澄の事務所にも、花島の事務所にも話はつけた。なにも聞かされていないのは、花島だけだ。

　真澄はそうしたかった。驚く彼を、さまざまな記録媒体に残しておいて欲しい。花島には不本意でも、真澄には大事な一瞬だ。

「じゃあ、おふたりは！」

　顔を真っ赤にしていた年配の女性が甲高い声をあげる。

　真澄はもう一度、ちらりと花島を見た。半歩進んで横に並ぶ。

　安田と目配せを終えた花島は、すべてを理解していた。いつもの穏やかな微笑みを浮かべ、静かにうなずく。

　真澄は小さくあごを引き、レポーターたちへ、改めて向き直る。

「偽称していて、申し訳ありません。ぼくはオメガです。べつに、俳優がベータでもオメガでもどっちでもいいとは思うんですが、しばらくお休みをいただくことになるかと思いますので、この機会に公表させてください」

「え？」

　小さく声を発したのは花島だ。真澄は振り向かない。

　レポーターたちが一斉に叫んだ質問が怒号になって重なり、花島の声もかき消える。真澄はしばらく待ってから、すっと手を挙げた。指先をひらめかせて注意を引く。

　ぐるりと見渡すと、レポーターたちが水を打ったように静かになっていった。

　いくつもの視線が真澄の言葉を待っている。人垣の向こうの安田も、隣に立つ花島も、それぞれの気持ちで見守っている。

　真澄ははっきりと言った。

「このたび、新しい命を授かりましたので、仕事はＣＭを中心に……」

「えっ！　ええっ！」

　ざわつく取材陣に取り囲まれ、だれよりも大きな声で叫んだのは、花島だ。真澄の肩を摑もうとした手が、宙に浮かんだまま行き場をなくす。

　振り向いた真澄は、フラッシュライトを浴びながら、にやっと笑いかけた。

「身に覚えがあるだろ。おまえがパパだよ」

「……おれ、が？　本当に？　噓じゃない？」

　輝くような満面の笑みを浮かべて、花島はかすかに震えた。真澄は大きくうなずく。
















　どうやって切り出したらいいのかわからず、ずるずると伝えそこねた事実だ。安田に相談したら、囲み取材でサプライズ暴露をすれば、ベータ偽称の会見も行わずにおめでた報道に持ちこめると提案された。

　それは、そうだろう。こんなにも喜ぶ花島を報じたあとで、真澄だけを糾弾することはできない。たかだか第二の性を隠していただけのことだ。

　そしてなによりも、彼らが望むものは、視聴率と発行部数を引き上げる話題性だった。

「産んでいいんだろ？」

　真澄が笑って言うと、まだ現実を受け止めきれていない花島の頰が引きつる。

「もちろんだよ、真澄さん。責任は取……」

「責任はふたりで取るんだよ」

　花島の手を握り、引き寄せる。ふたりで決めて、ふたりでしたことだ。

　ふたりで一緒に生きていくことも、いつかは新しい命を育むことも。

　あの遠い日、ここではない世界で約束した未来だ。

「そういうわけなので、ぼくたちは結婚します。未熟者同士ですが、どうぞ温かく見守ってください」

　真澄はうつむいて笑った。気恥ずかしさ以上に、喜んだ花島の顔が目にまぶしかった。










「あー、驚いた。本当に、驚いた」

　何度も繰り返す花島を横目に見て、安田は笑っていた。

「高石くん、おつかれさまでした。あとのことは事務所が対応するから、しばらくは彼のマンションにこもっていてね」

　花島さえも欺いて真澄に発表させたいと安田が提案したのは、先々を考えてのことだった。高石真澄としての立ち位置を確定させたかったのだ。

　アルファの添えものではなく、男性オメガ俳優としてでもない真澄を認知させるには、今後、何度も放送されるだろう会見の印象が大事だった。イニシアチブを取るオメガと、隣で支えるアルファ。この構図は世間受けすると断言していた。

「あなたのマネージャーは、とぼけた顔をして凄すご腕うでだね」

　マンションに帰り着いたあとで、花島が言った。

　それぞれがシャワーを浴び、真澄はリビングのソファを陣取っている。

「そうなんだよな。人に恵まれたと思う」

　真澄が言うと、キッチンから歩いてきた花島がグラスを差し出した。ノンアルコール・モヒートだ。真澄は喜んで手を伸ばす。

「結婚相手にも恵まれたと言ってもらえるように、がんばるよ」

　隣に座った花島が自分の分のグラスをテーブルに置く。真澄は手にしたグラスへくちびるを寄せた。

　爽やかな香りを吸い込み、すっきりとした炭酸を飲む。

「もう思ってる。あのときの喜んだ顔……。文句のつけようもなかった」

「だって、あなたの男だから」

　真澄のグラスを引き取り、テーブルに並べた花島の腕が伸びてくる。

　両足をソファへあげた真澄は、花島の膝の上へ渡した。抱き寄せられ、額やこめかみにキスをされる。

　くすぐったさに笑いながら、花島の瞳を覗いた。

「一生、大事にするからな。……おなかの子ばっかり、かまうなよ」

　拗ねたフリをすると、花島が笑う。

「そんな心配はいらない。オレの一番は、ずっと変わらずに、真澄さんだよ。この子は、ふたりの一番だね」

　手のひらが真澄の腹部をそっと押さえた。

「本当だよね？　あの日の……？」

　また同じことを繰り返す。夢なら醒さめないで欲しいと、端整な顔に書いてある。

「そうなるよな。つがいにもならないで、作っちゃったな」

　真澄は一回だけでいいと言ったが、もちろんそれで済むはずもなく……。花島が出した精液の量は、我慢した夜の分だけ多く濃厚だった。

「関係ないよ、そんなことは」

　幸せそうに微笑んだ花島に、真澄から、そっとキスを贈る。

　話の腰を折られても、ちっとも腹を立てず、花島は続けた。

「おれが欲しいのは、つがいじゃない。真澄さんだよ。……好きになってくれて、ありがとう。……だれよりも、愛してるよ」

　ほんの少し照れたように、花島は、ふわりとはにかむ。

　真澄は満足して笑い返す。

　ただ幸せになりたくて、長い時間をさまよった。

　いつかめぐり逢ったら、そのときはきっと、幸せになる。

　そしてふたりで、幸せで温かい家庭を作ろうと、夢を見た。

　あの頃の達也と智紘では叶かなわなかったすべてが、ふたりの手の中にある。

　ひとつひとつ積み重ねては崩して、ようやくたどり着いた、夢のような現実だ。

「オレも、愛してる」

　一点の曇りもなく言える幸福を、真澄は嚙みしめた。

　記憶はいつも不確かなものだ。悲しみも苦しみも、深く刻まれた絶望も、たわいもない幸福や充実感も次の瞬間には消えてしまう不条理を含んでいる。

　だからこそ、真澄はいま、花島を見つめていた。

　どこか遠い世界で傷つけた相手との記憶ごと、これからはずっと、この男を愛していく。命が尽きても、記憶が途絶えても、魂がある限り、きっと、彼が好きだ。

　瞳が潤んで、視界がにじむ。しかし、泣かずに笑った。

　それが、この人生には、一番似合っていた。




終わり







　あとがき




　こんにちは。高月紅葉です。

　今回のテーマは……転生！　ヤクザ！　オメガバース！　俳優＆俳優！

　ちょっと盛り過ぎなのでは……と、途方に暮れつつも、こうして形になりました。今回はどうにもＳＦですね。

　そして攻がやわらかいです。なんでしょうか。花島は新しい価値観の世界を生きている感じがします。イマドキ感（当社比）がひしひしと。きっと育休を取るでしょうね……。真澄を抱きしめて昼寝する隣で、バブバブとご機嫌な赤ちゃんが思い浮かびます。

　さて、最後に。本作の出版に関わってくださった皆様に感謝を。

　そして、いつも手に取ってくださるあなたに。新しく読者になってくださった、あなたにも。心からのお礼を申し上げます。ありがとうございます。

　次もまたお会いしましょう。つつがなくお過ごしください。




高月紅葉

















本作は書き下ろしです。
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オメガ転てん生せい ～王おう子じさま俳はい優ゆうの溺でき愛あい～
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